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創成科学研究科 
大学院の目的（大学院学則 第 1条）  研究科の教育研究上の目的（研究科規則から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

本研究科は、中長期的な産業界・社会のニーズを踏まえ、グローバルかつ複

合的な視点から、科学・技術・産業・社会の諸領域において新たな価値を創成

できる高度専門職業人を養成することを目的とする。 

 

創成科学研究科 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

創成科学研究科博士前期課程では、次に掲げる目標

を達成した学生に修士の学位を授与する。 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い教養と論理的思考を備え、専門分野におい

て明確な問題意識を持ちつつ研究を進める能力に

加え、科学・技術・産業・社会の諸領域において専

門的な職業に従事できる高度な能力、かつ新たな価

値を創成できる能力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、知性、

理性及び感性が調和し、自立して行動できる。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

世界水準を目指す研究成果の発信により、地域を

発展させる新たな価値の創成に貢献することがで

きる。 

 

創成科学研究科博士前期課程では、学位授与の方針

で示す能力を持った人材を育成するために、以下の

方針で教育課程を編成・実施する。 

１．教育課程の編成と教育方法 

 (1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

専攻分野に関する高度の専門的知識と能力を修得

させる授業科目、及び当該専攻分野に関連する分野

の基礎的素養を涵養することができる授業科目とに

よって教育課程を編成し、学識と研究能力及び高度

専門職業能力に加え、科学・技術・産業・社会の諸

領域において新たな価値を創成できる能力が修得で

きる機会を提供する。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

修士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、コミュニケーションを通し

て豊かな人格と教養及び自発的な意欲を育む機会を

提供する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

修士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、世界水準を目指す研究成果

を発信する能力及び社会に貢献できる能力が涵養で

きる機会を提供する。 

２．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して

成績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づ

いて厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試

験を適切に行う。 

創成科学研究科博士前期課程では、その理念、目標、

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育

課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

を踏まえ、中長期的な産業界・社会のニーズを踏ま

え、グローバルかつ複合的な視点から科学・技術・

産業・社会の諸領域において新たな価値を創成でき

る高度専門職業人を養成するため、課題に対し自ら

積極的に取り組む主体性、社会の多様性を理解でき

る能力、協働性をもった次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

１．専門的知識と論理的思考を備え、明確な問題意

識をもって研究を進める能力に加え、専門的な職

業に従事できる高度な能力を修得しようとする

人 

２．多様な情報を的確に把握し、自らの自由な発想

でその真偽と活用を判断し、高い倫理観・責任感

を身につけ、自立して行動しようとする人 

３．世界水準を目指す研究成果の発信により、地域

を発展させる新たな価値の創成のために貢献し

ようとする人 

 

（創成科学研究科：地域創成専攻） 【修士（学術）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・人間科学分野における高度な専門知

識と関連領域における幅広い知識、論理的思考力を

備え、総合的かつグローバルな視点に基づき、明確

な問題意識を持ち専門分野における研究を進める

能力に加え、地域課題の解決と、持続可能な地域社

会の創成に主体的に貢献できる高度な実践能力を

有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、知性、

理性及び感性が調和し、自立して行動できる。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代の地域や社会に見られる諸問題を人文・社

会・人間科学とその関連領域の幅広い視点から的確

に分析し、その解決に向けて世界水準を目指す研究

成果を発信する能力を備えるとともに、持続可能な

地域社会の創成に主体的に貢献する能力を有する。 

 

 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針を実現するために、最終的に修士論

文作成に係る研究指導体制に集約できるように整備

した編成の教育課程と教育方法とする。 

(1)学識と研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い知識と論理的思考力を備え、総合的かつグロ

ーバルな視点に基づき研究を進め、持続可能な地域社

会の創成に主体的に貢献できる高度な実践能力を涵

養するために、研究分野を超えた幅広い知識とグロー

バルな視点を修得させる授業科目、応用・実践テーマ

に基づく分野横断的な授業科目、論理的思考力を身に

つけさせる授業科目、グローバル化を含む地域課題の

理解と解決に係る専門知識・技能を修得させる授業科

目を体系的に編成する。 

(2)豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して高い倫理観・責任感を

身につけ、自立して行動できる能力を涵養するため

に、地域のアクターとの連携に基づく実践的な課題解

決型の授業科目、および幅広い知識を学ばせ視野を広

げる授業科目を開設する。 

(3)国際的発信力及び社会貢献 

現代の地域や社会に見られる諸問題の解決に向け

て世界水準を目指す研究成果を発信する能力、持続可

能な地域社会の創成に主体的に貢献する能力を涵養

するために、多面的な視点を踏まえ、学術的・社会的

意義を持つ研究成果を修士論文としてまとめあげ、広

く発信する能力を身につけさせる授業科目を開設す

る。 

地域創成専攻では、人文・社会・人間科学分野にお

ける高度な専門知識と関連領域における幅広い知

識を踏まえ、総合的かつグローバルな視点に基づ

き、地域の諸アクターと協働しながら、地域課題の

解決と、持続可能な地域社会の創成に主体的に貢献

できる実践人材を養成するために、次のような人物

を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

人文・社会・人間科学分野とその関連領域の学

問に関心を持ち、入学後は専門分野を中心に総合

的・グローバルな視点を踏まえ研究を進め、地域

課題の解決と、持続可能な地域社会の創成に主体

的に貢献する意欲を持つ人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

多様な情報を的確に把握し、論理的思考力と適

切な判断力に基づき課題を解決する能力、及び自

らの考えを論理的にわかりやすく表現する能力

を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

多様な領域の人々と協働しながら、研究課題の

探究と地域課題の解決に主体的に取り組む意欲

を持つ人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試、社会人特別入試、外国人留学生特別入

試 
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２．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

・筆記試験では、主として各分野の専門領域に

係る語学力を含めた知識・技能、思考力・判断

力・表現力を評価します。 

・面接は口頭発表・口述試験を含み、知識・技

能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主

体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・人間科学分野における高度な専門知

識と関連領域における幅広い知識、論理的思考力を

備え、総合的かつグローバルな視点に基づき、明確

な問題意識を持ち専門分野における研究を進める

能力に加え、地域課題の解決と、持続可能な地域社

会の創成に主体的に貢献できる高度な実践能力を

有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目・教育クラスター科目により、研究

分野を超えた幅広い知識とグローバルな視点、総合

的・俯瞰的な視点を獲得させるとともに、専攻基盤科

目により地域の諸アクターと連携した地域課題解決

の実践手法の理解、論理的思考力の向上を図る。専攻

専門科目により、専門分野とその関連領域の知識・技

能と、多面的・グローバルな観点から地域課題を理解・

分析する視座を獲得させ、さらに学位論文指導科目に

より、多面的な知識・技能を踏まえ専門分野の研究手

法に基づく研究論文をとりまとめ、その成果を地域課

題の解決に活用できる能力を修得させる。 

 

【学修方法】 

分野横断的な教育を積極的に取り入れ、幅広い知

識・技能と総合的な視点を身につけさせる。また、ア

クティブ・ラーニングを導入し、専門知識・技能を主

体的に修得させるとともに、論理的思考力、表現力、

地域課題の実践的な解決能力を醸成する。 

 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

（知識・技能、関心・意欲） 

人文・社会・人間科学分野とその関連領域の学

問に関心を持ち、入学後は専門分野を中心に総合

的・グローバルな視点を踏まえ研究を進め、地域

課題の解決と、持続可能な地域社会の創成に主体

的に貢献する意欲を持つ人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

多様な情報を的確に把握し、論理的思考力と適

切な判断力に基づき課題を解決する能力、及び自

らの考えを論理的にわかりやすく表現する能力

を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

多様な領域の人々と協働しながら、研究課題の

探究と地域課題の解決に主体的に取り組む意欲

を持つ人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、知性、

理性及び感性が調和し、自立して行動できる。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目により、研究分野を超えた幅広い知

識とグローバルな視点、幅広い教養を身につけさせ

る。また、地域の諸アクターとの連携に基づく課題解

決型の講義・演習等により、高い倫理観・責任感、自

発的意欲・行動力を涵養する。 

 

【学修方法】 

分野横断的な教育を積極的に取り入れ、幅広い知

識・技能と総合的な視点を身につけさせる。また、地

域連携型 PBLやグループ討議等のアクティブ・ラーニ

ングを導入し、高い倫理観・責任感、自発的意欲・行

動力を涵養する。 

 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代の地域や社会に見られる諸問題を人文・社

会・人間科学とその関連領域の幅広い視点から的確

に分析し、その解決に向けて世界水準を目指す研究

成果を発信する能力を備えるとともに、持続可能な

地域社会の創成に主体的に貢献する能力を有する。 

 

【学修内容】 

専攻基盤科目・専攻専門科目では、研究成果の発信

や社会貢献につながる基礎知識・技能を修得させる。

学位論文指導科目では、多面的な知識・技能を踏まえ、

専門分野の研究手法に基づく研究論文をとりまとめ、

その成果を広く発信することを通して、地域や社会の

諸問題の解決に主体的に貢献する能力を修得させる。 

 

【学修方法】 

学位論文指導については複数教員指導体制を取り、

多面的な知識・技能を踏まえ研究成果をまとめ上げる

能力を涵養する。また、アクティブ・ラーニングを導

入することにより、論理的思考力、表現力、研究成果

の発信能力、地域課題の実践的な解決能力を醸成す

る。 

 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 
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（創成科学研究科：臨床心理学専攻） 【修士（臨床心理学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

臨床心理学の諸分野における高度な専門的知識

と汎用的知識、関連領域における幅広い知識と論

理的思考力、総合的かつグローバルな視点を備

え、臨床心理学の諸分野において明確な問題意識

を持ち研究を進める能力に加え、心の健康の回復

と保持増進に係る専門的な職業（臨床心理士）に

従事できる高度な能力を有する。 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、知

性・理性及び感性が調和し、自立して行動でき

る。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

地域社会において生じている心の健康の諸問題

を臨床心理学の観点から分析でき、その解決に向

けて世界水準を目指す研究成果を発信する能力を

備えるとともに、心の健康の回復と保持増進に貢

献できる能力を有する。 

 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針を実現するために、最終的に修士

論文作成に係る研究指導体制に集約できるように整

備した編成の教育課程と教育方法とする。 

(1)学識と研究能力及び高度専門職業能力 

臨床心理学の諸分野における高度な専門的知識と

汎用的知識、関連領域における幅広い知識と論理的

思考力を備え、総合的かつグローバルな視点に基づ

き研究を進め、心の健康の回復と保持増進に主体的

に貢献できる高度な実践能力を涵養するために、研

究分野を超えた幅広い知識とグローバルな視点を修

得させる授業科目、応用・実践テーマに基づく分野

横断的な授業科目、論理的思考力を身につけさせる

授業科目、心の健康の回復と保持増進に係る専門知

識・技能を修得させる授業科目を体系的に編成す

る。 

(2)豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して高い倫理観・責任感

を身につけ、自立して行動できる能力を涵養するた

めに、臨床心理学の理論と実践に関わる授業科目、

および幅広い知識を学ばせ視野を広げる授業科目を

開設する。 

(3)国際的発信力及び社会貢献 

地域社会において生じている心の健康の諸問題を

臨床心理学の観点から分析でき、その解決に向けて

世界水準を目指す研究成果を発信する能力、心の健

康の回復と保持増進に貢献できる能力を涵養するた

めに、多面的な視点を踏まえ研究成果を修士論文と

してまとめあげ、広く発信する能力を身につけさせ

る授業科目を開設する。 

 

２．学修成果の評価  

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して

成績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づ

き厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験

を適切に行う。  

臨床心理学専攻では、臨床心理学とその関連領域に

関する幅広い知識と論理的思考力を備え、心の健康

の回復と保持増進の観点から、地域社会の構築に貢

献できる人材を養成することを目指し、次のような

人物を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

臨床心理学とその関連領域における諸課題に

強い関心を持ち、将来、心の健康の回復と保持増

進の観点から、地域社会の構築に係る専門的な職

業に従事することを志す人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

多様な情報を的確に把握し、適切な手法を用い

て課題を解決する能力、及び自らの考えを論理的

にわかりやすく表現する能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

多様な領域の人々と協働しながら、研究課題の

探求と地域社会の心の健康の回復と保持増進に

主体的に取り組む意欲を持つ人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試、社会人特別入試、外国人留学生特別入

試 

・筆記試験では、主として臨床心理学の領域に

係る語学力を含めた知識・技能、思考力・判断

力・表現力を評価します。 

・面接は口述試験の形で行い、知識・技能、関

心・意欲、思考力・判断力・表現力・主体性、

協働生を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

臨床心理学の諸分野における高度な専門的知識

と汎用的知識、関連領域における幅広い知識と論

理的思考力、総合的かつグローバルな視点を備

え、臨床心理学の諸分野において明確な問題意識

を持ち研究を進める能力に加え、心の健康の回復

と保持増進に係る専門的な職業（臨床心理士）に

従事できる高度な能力を有する。 

【学修内容】 

研究科共通科目・教育クラスター科目により、研究

分野を超えた幅広い知識とグローバルな視点、総合

的・俯瞰的な視点を獲得させる。専攻専門科目により、

臨床心理学の諸分野における高度な専門的知識と汎

用的知識、関連領域の幅広い知識を、さらに学位論文

指導科目により、臨床心理学の諸分野における研究を

進める能力を獲得させ、心の健康の回復と保持増進に

係る専門的な職業（臨床心理士）に従事できる能力を

修得させる。 

 

【学修方法】 

分野横断的な教育を積極的に導入し、幅広い知識・

技能と総合的な視点を身につけさせる。また、アクテ

ィブ・ラーニングを導入することにより、専門知識・

技能を主体的に修得させるとともに、論理的思考力、

表現力、地域社会における心の健康の諸問題の実践的

な解決能力を醸成する。 

 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

（知識・技能、関心・意欲） 

臨床心理学とその関連領域における諸課題に

強い関心を持ち、将来、心の健康の回復と保持増

進の観点から、地域社会の構築に係る専門的な職

業に従事することを志す人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

多様な情報を的確に把握し、適切な手法を用い

て課題を解決する能力、及び自らの考えを論理的

にわかりやすく表現する能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

多様な領域の人々と協働しながら、研究課題の

探求と地域社会の心の健康の回復と保持増進に

主体的に取り組む意欲を持つ人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、知

性・理性及び感性が調和し、自立して行動でき

る。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目により、研究分野を超えた幅広い知

識と教養を身につけさせる。また、臨床心理学に係る、

他者とのコミュニケーションや討議を含む講義・演

習・実習により、高い倫理観・責任感、自発的意欲・

行動力を涵養する。 

 

【学修方法】 

分野横断的な教育を積極的に取り入れ、幅広い知

識・技能と総合的な視点を身につけさせる。また、グ

ループ討議等のアクティブ・ラーニングを導入するこ

とにより、高い倫理観・責任感、自発的意欲・行動力
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を涵養する。 

 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

地域社会において生じている心の健康の諸問題

を臨床心理学の観点から分析でき、その解決に向

けて世界水準を目指す研究成果を発信する能力を

備えるとともに、心の健康の回復と保持増進に貢

献できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

専攻専門科目では、研究成果の発信や社会貢献につ

ながる基礎知識・技能を修得させる。学位論文指導科

目では、多面的な知識・技能を踏まえ、専門分野の研

究手法に基づく研究論文をとりまとめ、その成果を広

く発信することを通して、地域社会における心の健康

の諸問題の解決に主体的に貢献する能力を修得させ

る。 

 

【学修方法】 

学位論文指導については複数教員指導体制を取り、

多面的な知識・技能を踏まえ研究成果をまとめ上げる

能力を涵養する。また、アクティブ・ラーニングを導

入することにより、論理的思考力、表現力、研究成果

の発信能力、地域社会における心の健康の諸問題の実

践的な解決能力を醸成する。 

 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 
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（創成科学研究科：理工学専攻） 【修士（工学）】 【修士（理学）】  

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

理学又は工学分野とその関連領域を含めた幅広

い基礎知識を基にした論理的分析能力と課題探求・

解決能力、総合的かつグローバルな視点を備え、さ

らに社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応用

力と新たな価値を創成できる能力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観と責任感を身につけ、知性と

理性が調和し、自立して行動できる能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を理学又は工学分

野の幅広い視点から分析でき、その解決に向けて世

界水準を目指す研究成果を発信する能力を備える

とともに、地域を発展させる産業創出にも貢献でき

る能力を有する。 

 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針を実現するために、最終的に修士論

文作成に係る研究指導体制に集約できるように整備

した編成の教育課程と教育方法とする。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

理学又は工学分野の基礎知識を基にした論理的分

析能力と課題探求・問題解決能力や技能、さらに社会

の変化に柔軟に対応できる自律的な応用力と創造力

を涵養する体系的な講義科目、演習科目の編成とし、

常に自身の研究の立ち位置が確認でき、それを深化さ

せられるような教育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

知性と理性が調和した高潔な倫理観と責任感を身

につけ、コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら自立して行動できる能力を涵養する講

義科目や実習科目を開設し、自身の特定の研究分野だ

けに捕われてしまわないような教育を施す。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を理学又は工学分野

の幅広い視点から分析でき、その解決に向けて世界水

準を目指す研究成果を発信及び収集する能力を備え

るとともに、地域を発展させる産業創出にも貢献でき

る能力を涵養する教育を施す。 

２．学修成果の評価 

上記の教育科目の編成指針に基づく授業、実習等の

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

理工学専攻では、その理念に基づく目標を達成する

ために、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

を掲げ、それを実現するための教育課程編成・実施

の方針（カリキュラム・ポリシー）を策定している。

それによって、中長期的な産業界や社会のニーズを

踏まえ、最新の基盤技術・基幹技術・先端技術を理

解し、グローバルな視点から科学・技術・産業・社

会の諸領域において新たな価値を創成できる高度

専門職業人の養成を目指す。そのため、与えられた

課題に対して積極的に取り組む主体性と他者との

協働性を有し、さらには社会の多様性を認識しつ

つ、新たな課題を能動的に発見できる能力を将来的

に持ち得る資質がある、次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

科学・技術とその関連領域の学問に強い関心を

持ち、学修と研究に必要な基礎学力を有し、社会

人としてだけでなく、研究者あるいは技術者とし

ての高い倫理観を持ち、社会を豊かにすることを

目的とした科学技術の習得に意欲的に取り組む

気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

与えられた問題に対して、自身の専門分野の立

場から論理的に解決法を提案し、それを実際に遂

行できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自分の専門分野に限らず幅広い学問分野に対

する興味を持ち合わせ、積極的に知識獲得をめざ

すことができる人 

 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

理学又は工学分野とその関連領域を含めた幅広

い基礎知識を基にした論理的分析能力と課題探求・

解決能力、総合的かつグローバルな視点を備え、さ

らに社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応用

力と新たな価値を創成できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目、教育クラスター科目により、分野

を超えた幅広い知識と課題探求能力を獲得させる。ま

た、所属基盤コース専門科目を通して、工学の専門分

野に関する高度な専門知識・技術を獲得させるととも

に問題解決能力を育成する。 

 

【学修方法】 

講義、演習、実習・実験等により学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験・レポート、実習・実験等への能動的な参加状

況により到達度を客観的に評価する。修士論文の審査

により評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

科学・技術とその関連領域の学問に強い関心を

持ち、学修と研究に必要な基礎学力を有し、社会

人としてだけでなく、研究者あるいは技術者とし

ての高い倫理観を持ち、社会を豊かにすることを

目的とした科学技術の習得に意欲的に取り組む

気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

与えられた問題に対して、自身の専門分野の立

場から論理的に解決法を提案し、それを実際に遂

行できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自分の専門分野に限らず幅広い学問分野に対

する興味を持ち合わせ、積極的に知識獲得をめざ

すことができる人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観と責任感を身につけ、知性と

理性が調和し、自立して行動できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目、理工学専攻共通科目により、豊か

なコミュニケーション能力を身につけさせる。また、

学位論文指導科目では多様な課題に取り組む能力を

獲得させる。 

 

【学修方法】 

講義、演習、実習・実験等により学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験・レポート、実習・実験等への能動的な参加状

況により到達度を客観的に評価する。修士論文の審査

により評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を理学又は工学分

野の幅広い視点から分析でき、その解決に向けて世

界水準を目指す研究成果を発信する能力を備える

とともに、地域を発展させる産業創出にも貢献でき

る能力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目、所属基盤コース専門科目により、

課題を幅広い視野で捉える能力を修得させる。学位論

文指導科目では工学分野の修士論文作成を通して、世

界水準を目指す研究成果を発信する能力を獲得させ

る。 

【学修方法】 

講義、演習、実習・実験等により学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験・レポート、実習・実験等への能動的な参加状

況により到達度を客観的に評価する。修士論文の審査

により評価する。 
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（創成科学研究科：理工学専攻 社会基盤デザインコース） 【修士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅰ 社会基盤デザインコース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

社会基盤に関する分野の基礎知識を基にした持

続可能な発展についての論理的分析能力と課題探

求・問題解決能力、技能、さらに社会の変化に柔軟

に対応できる自律的な応用力と創造力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養を身につけ、自発的意欲を持っ

て様々な人とコミュニケーションを行い、持続可能

な社会の創出の基礎となるコミュニティを築き、そ

こで自立して行動できる能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている社会の持続可能な発展に

関する諸問題を社会基盤の分野の幅広い視点から

分析でき、その解決に向けて世界水準を目指す研究

成果を発信する能力を備えるとともに、地域を発展

させる防災、建設材料、環境保全の産業創出に貢献

できる能力を有する。 

 

ⅰ 社会基盤デザインコース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように編成した教育課程と教育方法と

する。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

社会基盤の分野の基礎知識を基に、社会の持続可能

な発展について論理的分析能力と課題探求・問題解決

能力や技能、さらに社会の変化に柔軟に対応すること

のできる自律的な応用力と創造力を育成するために、

体系的な授業科目、演習科目を編成し、常に自身の研

究の立ち位置が確認でき、それを深化させられるよう

な教育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養を身につけ、自発的意欲を持って

様々な人とコミュニケーションを行い、持続可能な社

会の創出の基礎となるコミュニティを築き、そこで自

立して行動できる能力を涵養できる講義科目や実習

科目を開設し、自身の特定の研究分野だけに捕われて

しまわないような教育を施す。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている社会の持続可能性を脅かす

諸問題を社会基盤に関わる幅広い視点から分析でき、

その解決に向けて世界水準を目指す研究成果を発信

及び収集する能力を備えるとともに、地域を発展させ

る防災、建設材料、環境保全の産業創出に貢献できる

能力を涵養する教育を施す。 

２．学修成果の評価 

上記の教育科目の編成指針に基づく授業、実習等の

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

 

社会基盤デザインコースでは、人々の安全で快適な

暮らしや良好な国土環境の保全並びに社会基盤の

整備を通し、持続可能な社会の創出に貢献すること

ができる人材の育成を目指す。そのために、生活・

生産基盤施設、交通施設、防災施設、環境保全施設

等の調査・解析・計画、設計・施工・運用システム

及び維持管理に関わる技術を研究するために必要

な基礎学力を持ち、向学心が旺盛な、次のような人

を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

持続可能な社会の創出に資する技術者となる

ために、社会及び自然との関わりを認識し、技術

の進歩並びに知の深化及び総合化に努めるなど、

主体的、意欲的に勉学に励むことができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

持続可能な社会の創出について常に思考し、そ

の実現に対して大局的、論理的に実効性のある技

術や方法を提案し、それについて多様な人々と議

論、合意に至る能力を身につけられる可能性のあ

る人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

持続可能な社会の創出の実現のために、自分の

専門分野に限らず幅広い学問分野に対する興味

を持ち、国籍、老若男女を問わず、様々な人々と

協働して学び、プロジェクトを遂行することがで

きる可能性のある人  

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

推薦入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

面接では、口述試験を含み、主として知識・

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、

主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

社会基盤に関する分野の基礎知識を基にした持

続可能な発展についての論理的分析能力と課題探

求・問題解決能力、技能、さらに社会の変化に柔軟

に対応できる自律的な応用力と創造力を有する。 

 

【学修内容】 

所属基盤コース専門科目、教育クラスター科目、デ

ータサイエンスなどにより、論理的分析と課題探求・

問題解決のための専門知識および技能を学修させる

とともに、学位論文指導科目により自律的な応用力と

創造力を習得させる。 

（知識・技能、関心・意欲） 

持続可能な社会の創出に資する技術者となる

ために、社会及び自然との関わりを認識し、技術

の進歩並びに知の深化及び総合化に努めるな

ど、主体的、意欲的に勉学に励むことができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 
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【学修方法】 

講義、演習、実習・実験などにより学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート等により到達度を客観的に評価す

る。修士論文の審査により評価する。 

持続可能な社会の創出について常に思考し、

その実現に対して大局的、論理的に実効性のあ

る技術や方法を提案し、それについて多様な

人々と議論、合意に至る能力を身につけられる

可能性のある人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

持続可能な社会の創出の実現のために、自分

の専門分野に限らず幅広い学問分野に対 する

興味を持ち、国籍、老若男女を問わず、様々な

人々と協働して学び、プロジェクトを遂行する

ことができる可能性のある人  

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養を身につけ、自発的意欲を持

って様々な人とコミュニケーションを行い、持続

可能な社会の創出の基礎となるコミュニティを築

き、そこで自立して行動できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

イノベーション教育科目、インターンシップ(M)、

データサイエンス、学位論文指導科目により、幅広い

教養、倫理観・責任感をもった考え方や行動、自発的

意欲を持ったコミュニケーションについて学修させ

る。 

 

【学修方法】 

講義、演習、実習・実験などにより学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。発表

等を通して評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている社会の持続可能な発展に

関する諸問題を社会基盤の分野の幅広い視点から

分析でき、その解決に向けて世界水準を目指す研

究成果を発信する能力を備えるとともに、地域を

発展させる防災、建設材料、環境保全の産業創出に

貢献できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

グローバル教育科目群、社会基盤デザイン特別輪講

により、世界水準を目指す研究成果を発信する能力に

ついて学修させるとともに、学位論文指導科目によ

り、地域を発展させる防災、建設材料、環境保全の産

業創出に貢献できる能力を涵養する。 

 

【学修方法】 

講義、演習、実習・実験などにより学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。修士

論文などの発表等を通して評価する。 

 

（創成科学研究科：理工学専攻 機械科学コース） 【修士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅱ 機械科学コース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

機械工学分野並びに関連する他分野の専門的知

識に基づいた分析力や課題探求能力・解決能力を備

え、社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応用力

及び創造力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

技術者としての豊かな教養に基づく高い倫理観

と責任感を持ち、他者との協働関係においても自発

的に継続して学習する能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を幅広い視点から

論理的に分析・解釈し、その解決手段を国際的に発

信するためのコミュニケーション能力を有すると

ともに、地域並びに国際社会における産業創出にも

貢献できる能力を有する。 

 

 

ⅱ 機械科学コース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように編成した教育課程と教育方法と

する。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

機械工学に関する専門的な基盤的能力を一層向上

させるための専門科目群を編成するとともに、分野横

断型科目として機械工学が関わる複数の教育クラス

ター科目を編成することで、機械工学に基づきつつ多

角的な課題探求能力・問題解決能力を備え、社会の変

化に柔軟に対応できる自立的な応用力及び創造力を

涵養できる教育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かで健全な持続可能社会を構築するために高い

倫理観と責任感を身につけ、自身の専門分野だけに捕

らわれずに他者と協働しながらも自発的に行動する

能力を涵養できる教育を施す。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

現代社会の諸問題を幅広い視点から論理的に分析・

解釈し、その解決手段を国際的に発信するためのコミ

ュニケーション能力を涵養できる教育を実施すると

ともに、地域並びに国際社会における産業創出にも貢

献できる技能を養う教育を施す。 

２．学修成果の評価 

上記の教育科目の編成指針に基づく授業、実習等の

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

 

機械科学コースでは、機械工学に要する基礎的知識

を学習した上で、豊かな人格と教養及び自発的意欲

を持った、高度テクノロジー社会に貢献する「もの

づくり」志向の人材の育成を目指す。そのため、与

えられた課題に対して積極的に取り組む主体性と

他者との協働性を有し、さらには社会の多様性を認

識しつつ、新たな課題を能動的に発見できる能力を

将来的に持ち得る資質がある、次のような人を求め

る。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

機械工学に関する基礎学力を有し、より高い専

門性と幅広い専門基礎の素養の習得に意欲的に

取り組む気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

理論的な思考や判断に基づいた表現力を有し、

社会や自然の変化に柔軟に対応しようとする人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

責任感と倫理観を有し、かつ、自主的・継続的

に学習し、多様な人々と共働して地域や国際社会

に貢献しようとする人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

推薦入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

面接では、口述試験を含み、主として知識・

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、

主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 
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学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

機械工学分野並びに関連する他分野の専門的知

識に基づいた分析力や課題探求能力・解決能力を

備え、社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応

用力及び創造力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目、理工学専攻内共通科目、専門科目

及び教育クラスター科目を通じて、様々な分野におけ

る課題を探求、解決する能力を醸成する基礎を備えさ

せる。専門科目については機械工学の専門分野を学ぶ

ために必要な基礎知識の修得のために、基幹科目（選

択）として「生産システム論」、「応用流体力学特論」、

「材料強度学特論」、「生産加工学」、「機械材料物性特

論」、「振動工学特論」、「熱力学特論」、「分光計測学」

等を配置している。さらに、機械工学の専門分野をよ

り深く学ぶために展開科目（選択）として、生体工学

関連科目の「バイオメカニカルデザイン」、「バイオマ

テリアル」、システム工学関連科目の「ロボット工学

特論」、「デジタル制御論」、「アクチュエータ理論」を

配置している。また、複数の教育クラスターを設定し、

異分野融合を可能とするカリキュラムを構成してい

る。これらの科目を通じて、社会や環境の変化にも耐

えうる柔軟な課題探求能力・解決能力の基盤を身に付

けさせる。さらに、学位論文指導科目である理工学特

別実習・機械科学特別研究・機械科学特別輪講では、

研究科共通科目、理工学専攻内共通科目、専門科目及

び教育クラスター科目等を通じて身に付けた課題探

求能力・解決能力の基盤を応用する経験、及び自らが

見出した課題を自らが考案した創造性や独創性のあ

る手法によって解き明かす経験を積ませる。これによ

って、基盤として身に付けた課題探求能力・解決能力

を向上させるとともに、機械工学の特定分野に関する

理解を深化させ、自立的な応用力と創造力を育成す

る。 

 

【学修方法】 

 研究科共通科目、理工学専攻内共通科目、専門科目

及び教育クラスター科目においては、講義、実験、演

習等による教育と指導を実施する。また、理工学特別

実習・機械科学特別研究・機械科学特別輪講において

は、個別指導による少人数教育を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

 試験やレポート等により到達度を客観的に評価す

る。ただし、理工学特別実習・機械科学特別研究・機

械科学特別輪講については、研究室での取組み状況、

修士論文及び中間発表会と修士論文公聴会における

発表等を厳正に審査する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

機械工学に関する基礎学力を有し、より高い

専門性と幅広い専門基礎の素養の習得に意欲的

に取り組む気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

理論的な思考や判断に基づいた表現力を有

し、社会や自然の変化に柔軟に対応しようとす

る人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

責任感と倫理観を有し、かつ、自主的・継続的

に学習し、多様な人々と共働して地域や国際社

会に貢献しようとする人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

技術者としての豊かな教養に基づく高い倫理観

と責任感を持ち、他者との協働関係においても自

発的に継続して学習する能力を有する。 

 

【学修内容】 

技術者としての倫理観と責任感を身につけるため

に研究科共通科目の「グローバル社会文化論」、「科学

技術論」を配置するとともに、入学時の e-learningに

よる研究倫理教育を実施する。また、理工学専攻内共

通科目、専門科目及び教育クラスター科目に含まれる

多様な科目を通して、機械工学が人と社会を支え、工

業分野から地球環境・エネルギーに至る課題を解決す

る学問であることを理解させ、持続可能な社会システ

ムを構築するための倫理観を養う。加えて、技術者と

しての意識を持ち、多様な機械工学関連の課題に対処

するための知識を自発的に獲得する資質を養成する。

さらに「理工学特別実習」では、他分野を広く俯瞰す
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ることで自身の研究の立ち位置の明確化とさらなる

深化を促し、多様な課題に取り組む知識を自発的に獲

得する資質の涵養を図る。 

 

【学修方法】 

研究科共通科目、理工学専攻内共通科目、専門科目

及び教育クラスター科目においては、講義、実験、演

習等による教育と指導を実施する。また、理工学特別

実習・機械科学特別研究・機械科学特別輪講において

は、個別指導による少人数教育を実施する。さらに、

入学時に研究倫理教育プログラム APRIN を受講する

ことを義務付けることによって、倫理観の涵養を図

る。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験やレポート等により到達度を客観的に評価す

る。ただし、理工学特別実習・機械科学特別研究・機

械科学特別輪講については、研究室での取組み状況、

修士論文及び中間発表会と修士論文公聴会における

発表等を厳正に審査する。また、研究倫理教育プログ

ラム APRINについては、到達度試験を達成することを

義務化している。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を幅広い視点から

論理的に分析・解釈し、その解決手段を国際的に発

信するためのコミュニケーション能力を有すると

ともに、地域並びに国際社会における産業創出に

も貢献できる能力を有する。 

【学修内容】 

研究科共通科目、理工学専攻内共通科目、専門科目

及び教育クラスター科目、その中でも特に、理工学特

別実習・機械科学特別研究・機械科学特別輪講、研究

科共通科目のグローバル教育科目群等の履修を通じ

て国際的な課題に関する知見を深めさせるとともに、

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を向上さ

せる。これらによって、異文化圏出身者に対してもコ

ミュニケーションがとれ、情報を正確に理解し、論理

的に整理して、的確に伝達できる能力を身に付けさせ

る。また、科学技術を通した持続可能な共生社会へ貢

献する意欲を向上させるため、「ビジネスモデル特

論」、「インターンシップ（M）」、「エネルギー環境工学」

等の共通科目及び専門科目を配置している。 

 

【学修方法】 

 研究科共通科目、理工学専攻内共通科目、専門科目

及び教育クラスター科目においては、講義、実験、演

習等による教育と指導を実施する。また、理工学特別

実習・機械科学特別研究・機械科学特別輪講において

は、個別指導による少人数教育を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

 試験やレポート等により到達度を客観的に評価す

る。ただし、理工学特別実習・機械科学特別研究・機

械科学特別輪講については、研究室での取組み状況、

修士論文及び中間発表会と修士論文公聴会における

発表等を厳正に審査する。 

 

（創成科学研究科：理工学専攻 応用化学システムコース） 【修士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅲ 応用化学システムコース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

物質創生の基礎としての化学分野を、幅広くその

周辺領域－物理学や生命科学等－も含め、深く理解

し応用させ、現代社会が直面する種々の問題を、主

として化学的な視点から分析し解決する能力を有

する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養を身につけ、化学及び化学技術

に関する特定分野とそれに関連する分野を統合的

に理解し、知性と理性が調和した倫理観と責任感を

もち、その分野に応じた研究手法を用いて問題を解

決できる能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

問題点を論理的かつ明確に表現し伝えるコミュ

ニケーション能力、豊かで健全な国際社会を構築す

るための国際交流に積極的に寄与できる能力、及び

社会や産業界の要請に応えられる能力を有する。 

 

ⅲ 応用化学システムコース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように整備した編成の教育課程と教育

方法とする。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

物質創生の基礎としての化学分野を、幅広くその周

辺領域－物理学や生命科学等－も含め、深く理解し応

用させられるような教育を施す。また、種々の問題を

主として化学的な視点から分析し創造的思考力を用

いて解決できる能力、化学物質の創製を人間や自然環

境への影響とそれを評価するシステムを考慮しなが

ら進展させることのできる能力を修得できるような

教育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

倫理観と責任感をもって化学及び化学技術に関す

る幾つかのことを深く探求し、その成果を社会や産業

界に還元できるような教育を施す。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

問題分析過程において、問題点を明確に表現し伝え

るコミュニケーション能力、地域社会を含む産業界の

活性化に貢献する能力、及び豊かで健全な国際社会を

応用化学システムコースでは、有機・無機物質の新

規合成法の開発、新素材の開発、機能性分子の構造

解析と機能解析、資源循環、化学プラントの開発な

どの化学技術を通じて、人間性豊かで想像力に富

み、工学の幅広い分野に関する汎用的能力を備えた

人材の育成を目指す。そのため、基礎化学から応用

化学、化学工学までの幅広い化学技術に関する研究

テーマを探求し、その過程で身につけた専門知識や

実験技能、問題解決能力などを通じて、将来的には

社会や産業界の要請に応えることのできる、次のよ

うな人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

物質を原子・分子のナノスケールサイズで捉え

る知識・技能を有し、社会の抱える諸問題を化学

の観点から解決するための化学技術の習得に意

欲的に取り組むことができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

多種多様な情報や価値観がひしめくグローバ

ル社会において、化学技術に立脚した思考力や判

断力に基づいて問題を考察し、その結果を表現し

ようとする人 
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構築するための国際交流に積極的に寄与できる能力

を身につけられるような教育を施す。 

２．学修成果の評価 

上記の教育科目の編成指針に基づく授業、実験、実

習等の学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保す

るため、学生に対して到達目標と成績評価基準をあら

かじめ明示したうえで行う。また、修士論文に係る研

究成果の審査と最終試験も同様に行う。 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

様々な問題を解決する上で、化学者や化学技術

者として、異なる教育・研究の背景を持つ人々と

協働しようとする人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

物質創生の基礎としての化学分野を、幅広くそ

の周辺領域－物理学や生命科学等－も含め、深く

理解し応用させ、現代社会が直面する種々の問題

を、主として化学的な視点から分析し解決する能

力を有する。 

 

【学修内容】 

 物質創生の基礎としての化学分野を、幅広くその周

辺領域－物理学や生命科学等－も含めて深く学ぶた

めの必要な基礎的な知識を修得させるために、所属基

盤コース専門科目（選択）として「立体化学特論」、

「有機化学特論」、「高分子化学特論」、「物理化学特

論」、「量子化学特論」、「分析・環境化学特論」、「物性

化学特論」、「化学反応工学特論」、「分離工学特論」、

「材料科学特論」を配置している。さらに専門分野に

ついてより深く学ぶために、「物質合成化学特論」、「物

質機能化学特論」、「化学プロセス工学特論」を配置し

ている。 

 

【学修方法】 

講義及び演習による。 

 

【学修成果の評価方法】 

 講義及び演習への能動的参加状況に加えて、試験な

どによって到達度を客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

物質を原子・分子のナノスケールサイズで捉

える知識・技能を有し、社会の抱える諸問題を化

学の観点から解決するための化学技術の習得に

意欲的に取り組むことができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

多種多様な情報や価値観がひしめくグローバ

ル社会において、化学技術に立脚した思考力や

判断力に基づいて問題を考察し、その結果を表

現しようとする人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

様々な問題を解決する上で、化学者や化学技

術者として、異なる教育・研究の背景を持つ人々

と協働しようとする人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養を身につけ、化学及び化学技

術に関する特定分野とそれに関連する分野を統合

的に理解し、知性と理性が調和した倫理観と責任

感をもち、その分野に応じた研究手法を用いて問

題を解決できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

データ処理の基本能力を身につけさせるために、

「データサイエンス」を配置している。また、グロー

バルな視点からのコミュニケーション能力を養成し、

倫理観と責任感を身につけさせるために「国際協力

論」、「グローバル社会文化論」、「グローバルコミュニ

ケーション」、「科学技術論」等を配置している。修士

論文科目の一つである「理工学特別実習」では自身の

研究を多角的かつ俯瞰的に捉え直すことで自身の研

究を深化させる。また、専門の異なる分野の人に自身

の研究を相手の立場で説明するだけでなく、問題分析

過程において、問題点を論理的かつ明確な表現で伝

え、相手の研究のスタイルや考え方を吸収できるよう

なコミュニケーション能力も同時に養わせる科目と

して「科学技術コミュニケーション」を配置している。

そうして修得した様々な知識を用いて現実の問題解

決に取り組む活動を行わせるために、「応用化学シス

テム特別研究」では、「物質合成化学」、「物質機能化

学」、「化学プロセス工学」の分野に関連するテーマを

決め、研究に取り組ませ、修士論文を執筆させる。 
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【学修方法】 

 講義、演習、実験・実習、さらにコース内で学生に

よるプレゼンテーションを行わせる。これらのために

必要な指導を指導教員、副指導教員、アドバイザー教

員から実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

 講義及び演習は、能動的参加状況に加えて、試験な

どによって到達度を客観的に評価する。「応用化学シ

ステム特別研究」は指導教員が到達度を評価するとと

もに、修士論文を指導教員を含む複数の教員で審査

し、プレゼンテーションをコースに所属する全教員が

評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

問題点を論理的かつ明確に表現し伝えるコミュ

ニケーション能力、豊かで健全な国際社会を構築

するための国際交流に積極的に寄与できる能力、

及び社会や産業界の要請に応えられる能力を有す

る。 

 

【学修内容】 

関連分野における世界での研究・開発の動向を知る

ために、「応用化学システム特別輪講」では研究室単

位で英語論文を講読する。研究内容を論理的な文章で

まとめ、適切にプレゼンテーションできるように、「応

用化学システム特別研究」では、研究成果の発表と論

文の執筆に取り組ませる。関係学会や国際会議での発

表を強く推奨している。また、科学技術を通した持続

可能な共生社会へ貢献する意欲を向上させる「化学環

境工学特論」、実社会で学ぶ「インターンシップ（M）」

等を配置している。 

 

【学修方法】 

講義、演習、実験・実習、さらにコース内で学生に

よるプレゼンテーションを行わせる。これらのために

必要な指導を指導教員、副指導教員、アドバイザー教

員から実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

講義及び演習は、能動的参加状況に加えて、試験な

どによって到達度を客観的に評価する。「応用化学シ

ステム特別輪講」は指導教員が到達度を評価する。「応

用化学システム特別研究」は指導教員が到達度を評価

するとともに、修士論文を指導教員を含む複数の教員

で審査し、プレゼンテーションをコースに所属する全

教員が評価する。 

 

（創成科学研究科：理工学専攻 電気電子システムコース） 【修士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅳ 電気電子システムコース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

電気電子工学の幅広い先端知識を基にした専門

分野に関する深い理解と応用力、さらに電気電子工

学に関する諸問題について分析する能力を有し、自

らその解決に必要な課題設定能力及び解決能力を

有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養を身につけ、自発的意欲を持っ

て情報を収集・処理・発信し、様々な人とコミュニ

ケーションできる能力・プレゼンテーションできる

能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

電気電子工学に関する諸現象を様々な視点から

考察でき、国際社会に通用する高い見識と倫理観を

もって情報発信できる能力を有する。 

 

 

ⅳ 電気電子システムコース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように整備した編成の教育課程と教育

方法とする。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

電気電子工学に関する深い専門知識と先端技術に

関する科目を設置し、専門分野の深い理解力を持つと

同時に幅広い分野にわたる学識を有する高度技術者

を養成する教育課程とする。さらに、修士論文に関連

した実験研究を学生による主体的学修と個別指導に

よる研修方式で、課題設定能力や問題解決能力に関す

る高い能力を養成する。また、専門分野を超えた研究

発表・討議により、自らの研究テーマに関する情報・

知識を多角的に捉える能力を養い、自らの専門性の深

化を促す教育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

専門性と幅広い分野にかかわる問題点の存在を認

識できる能力を身につけ、専門性との関係を意識しな

がら、専攻を横断する広い視野を養わせる。多様な分

野の科目を履修させることで、正しい倫理感を持た

せ、総合的判断力・応用力・課題探求力を身につけさ

せる教育を施す。 

(3) 国際的発進力及び社会貢献 

多様なデータを的確に解析できる能力をもち、グロ

ーバルに国際や実社会で活躍できる能力を身につけ

させる教育を施す。 

２．学修成果の評価 

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

電気電子システムコースでは、電気電子工学に関す

る専門知識と工学に関する種々の知識を融合させ、

システムを創生することのできる総合的な人材の

育成を目指す。そのため、課題に対し自ら積極的に

取り組む主体性、社会の多様性を理解できる能力及

び協働性を持った、次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

次世代の IoT 社会を支える電子デバイス開発

技術、電気エネルギーの発生と有効利用技術、通

信計測制御システム開発技術とそれらを支える

エレクトロニクス回路技術の発展に貢献できる

研究者・技術者を育成するため、勉学に強い意欲

を持った人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い

視野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視

点から柔軟で創造的な解決手段を見いだすこと

ができる判断力を有するとともに、その思考過程

と結論を豊かな表現力で社会に発信しようとす

る人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門

分野を超えたチームを構成してその協力のもと

で課題解決を図ることのできる、国際的な高いコ

ミュニケーション能力を持ち、自らが修得した知

識と技能を主体的に世界及び地域に展開して社

会貢献をしようとする積極的な姿勢を持つ人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての
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 専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

推薦入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

面接では、口述試験を含み、主として知識・

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、

主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

電気電子工学の幅広い先端知識を基にした専門

分野に関する深い理解と応用力、さらに電気電子

工学に関する諸問題について分析する能力を有

し、自らその解決に必要な課題設定能力及び解決

能力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目群及び所属基盤コース専門科目群

を通して、基礎的な専門分野を発展させた特定専門分

野あるいはそれらを融合発展させた新しい専門分野

に関する高度な専門知識・技術を有し、かつ、それら

を応用して問題解決できる専門技術者を育成する学

修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等の専門科目における少

人数指導を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、口頭試問、レポート等によって到達度を客観

的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

次世代の IoT 社会を支える電子デバイス開発

技術、電気エネルギーの発生と有効利用技術、通

信計測制御システム開発技術とそれらを支える

エレクトロニクス回路技術の発展に貢献できる

研究者・技術者を育成するため、勉学に強い意欲

を持った人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広

い視野のもとで深く洞察することができ、俯瞰

的視点から柔軟で創造的な解決手段を見いだす

ことができる判断力を有するとともに、その思

考過程と結論を豊かな表現力で社会に発信しよ

うとする人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専

門分野を超えたチームを構成してその協力のも

とで課題解決を図ることのできる、国際的な高

いコミュニケーション能力を持ち、自らが修得

した知識と技能を主体的に世界及び地域に展開

して社会貢献をしようとする積極的な姿勢を持

つ人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養を身につけ、自発的意欲を持

って情報を収集・処理・発信し、様々な人とコミュ

ニケーションできる能力・プレゼンテーションで

きる能力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目群、教育クラスター科目群、学位論

文指導科目群を通して、幅広い分野にまたがる広い視

野を持って問題点の探求・解決・情報発信できる能力

を養う学修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等の専門科目における少

人数指導、個別指導による研究内容の対外発表指導及

び修士論文作成の指導を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、口頭試問、レポート、修士論文の発表等によ

って到達度を客観的に評価する。修士論文は審査によ

って評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

電気電子工学に関する諸現象を様々な視点から

考察でき、国際社会に通用する高い見識と倫理観

をもって情報発信できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

所属基盤コース専門科目群及び学位論文指導科目

群などを通して、地域社会・国際社会における豊かで

健全な社会発展を目指し、安全性と信頼性をベースと

した高い見地から物事を捉え判断する能力を養う学

修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等の専門科目における少

人数指導、個別指導による研究内容の対外発表指導及

び修士論文作成の指導を行う。 
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【学修成果の評価方法】 

試験、口頭試問、レポート、修士論文の発表等によ

って到達度を客観的に評価する。修士論文は審査によ

って評価する。 

 

（創成科学研究科：理工学専攻 知能情報システムコース） 【修士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅴ 知能情報システムコース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

工学における幅広い教養と情報工学及び知能工

学における専門的な知識及びスキルを備え、それら

を実社会で応用する能力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

知性と理性が調和した高潔な倫理観と責任感を

身につけ、未知の分野に対する興味を持ち、不足し

ている知識があれば自発的に修得するとともに、コ

ミュニケーション及び役割分担を確立して、グルー

プによる共同プロジェクトを管理運営する能力を

有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を発見、設定、分析、

解決するとともに、それらを明確かつ論理的に表現

し、国内のみならず国際社会に対して、情報を発信

したり、吸収したりする能力を有する。 

 

ⅴ 知能情報システムコース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように整備した編成の教育課程と教育

方法とする。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

情報工学、知能工学の基礎知識を基にした総合的判

断力・応用力・課題探求力、さらに専門性との関係を

意識しながら、専攻を横断する広い視野を持ち、組織

的・系統的なハードウェア系とソフトウェア系を対象

としたシステム工学に関わる能力を涵養する体系的

な授業科目、演習科目の編成とし、常に自身の研究の

立ち位置が確認でき、それを深化させられるような教

育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

知性と理性が調和した高潔な倫理観と責任感を身

につけ、未知の分野に対する興味を持ち、不足してい

る知識があれば自発的に修得するとともに、コミュニ

ケーション及び役割分担を確立して、グループによる

共同プロジェクトを管理運営する能力を涵養する講

義科目や実習科目を開設する。そこでは、自身の特定

の研究分野だけに捕われてしまわないような専門性

と幅広い分野にかかわる問題点の存在を認識できる

教育を施す。 

(3) 国際的発進力及び社会貢献 

身につけた最先端の専門的知識・技術を活用し、専

門性と創造性の視点を生かしながら現代社会に生じ

ている諸問題を工学分野の幅広い視点から分析でき、

その解決に向けて世界水準を目指す研究成果を発信

及び収集する能力を備えるとともに、地域を発展させ

る産業創出にも貢献できる能力を涵養する教育を施

す。 

２．学修成果の評価 

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

 

知能情報システムコースでは、ハードウェア、ソフ

トウェア、ネットワーク等の基礎技術を体系的に教

育した上で、これらの技術を統合したシステムを創

生することのできる国際的でかつ総合的な人材の

育成を目指す。そのため、課題に対し自ら積極的に

取り組む主体性、社会の多様性を理解できる能力及

び協働性を持った、次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

システムを構成する要素技術から、これらを応

用したシステムを創生するための基礎的な知識

と技能を体系的に修得しており、地域及び国際社

会が抱える技術課題に高い関心を持って自ら課

題探求とその解決に努めることができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い

視野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視

点から柔軟で創造的な解決手段を見いだすこと

ができる判断力を有するとともに、その思考過程

と結論を豊かな表現力で社会に発信しようとす

る人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門

分野を超えたチームを構成してその協力のもと

で課題解決を図ることのできる、国際的な高いコ

ミュニケーション能力を持ち、自らが修得した知

識と技能を主体的に世界及び地域に展開して社

会貢献をしようとする積極的な姿勢を持つ人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

推薦入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

面接では、口述試験を含み、主として知識・

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、

主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 
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【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

工学における幅広い教養と情報工学及び知能工

学における専門的な知識及びスキルを備え、それ

らを実社会で応用する能力を有する。 

 

【学修内容】 

所属基盤コース専門科目、教育クラスター科目の履

修を通じて、幅広い教養と専門知識、応用能力を身に

つけさせる学修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等により教育を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達

度を客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

システムを構成する要素技術から、これらを

応用したシステムを創生するための基礎的な知

識と技能を体系的に修得しており、地域及び国

際社会が抱える技術課題に高い関心を持って自

ら課題探求とその解決に努めることができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広

い視野のもとで深く洞察することができ、俯瞰

的視点から柔軟で創造的な解決手段を見いだす

ことができる判断力を有するとともに、その思

考過程と結論を豊かな表現力で社会に発信しよ

うとする人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専

門分野を超えたチームを構成してその協力のも

とで課題解決を図ることのできる、国際的な高

いコミュニケーション能力を持ち、自らが修得

した知識と技能を主体的に世界及び地域に展開

して社会貢献をしようとする積極的な姿勢を持

つ人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

知性と理性が調和した高潔な倫理観と責任感を

身につけ、未知の分野に対する興味を持ち、不足し

ている知識があれば自発的に修得するとともに、

コミュニケーション及び役割分担を確立して、グ

ループによる共同プロジェクトを管理運営する能

力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目の履修を通じて、倫理観や責任感、

未知の分野への興味や自己学習能力を身につける学

修を実施する。また、知能情報システム特別輪講にお

いて、コミュニケーション能力及びチームによるプロ

ジェクト管理能力を養う学修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等により教育を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達

度を客観的に評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を発見、設定、分

析、解決するとともに、それらを明確かつ論理的に

表現し、国内のみならず国際社会に対して、情報を

発信したり、吸収したりする能力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通科目、教育クラスター科目の履修を通じ

て、問題を発見、設定、分析、解決する能力を養う学

修を実施する。また、理工学特別実習、知能情報シス

テム特別研究において、論理的表現や国内外への情報

発信、吸収する能力を養う学修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等により教育を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達

度を客観的に評価する。 

 

（創成科学研究科：理工学専攻 光システムコース） 【修士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅵ 光システムコース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

光システム工学に関する高度の専門性と工学分

野の基礎知識を基にした論理的分析能力と課題探

求・解決能力、さらに社会の変化に柔軟に対応でき

る自律的な応用力と創造力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養及び知性と理性が調和した高

潔な倫理観と責任感を身につけ、コミュニケーショ

ンを通して豊かな人間関係を築きながら自立して

行動し、自発的に継続して学習する能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を工学分野の幅広

い視点から分析でき、その解決に向けて世界水準を

目指す研究成果を発信する能力を備えるとともに、

地域を発展させる産業創出にも貢献できる能力を

有する。 

 

ⅵ 光システムコース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように整備した編成の教育課程と教育

方法とする。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

光システム工学に関する高度の専門性を体系的に

身につけるために工学分野の基礎知識を基にした論

理的分析能力と課題探求・問題解決能力や技能、さら

に社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応用力と

創造力を涵養する体系的な授業科目、演習科目を編成

し、常に自身の研究の立ち位置が確認でき、それを深

化させられるような教育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養及び知性と理性が調和した高潔

な倫理観と責任感を身につけ、コミュニケーションを

通して豊かな人間関係を築きながら自立して行動で

き、自発的に継続して学習する能力を涵養する講義科

目や実習科目を開設し、自身の特定の研究分野だけに

捕われてしまわないような教育を施す。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を工学分野の幅広い

視点から分析でき、その解決に向けて世界水準を目指

す研究成果を発信及び収集する能力を備えるととも

に、地域を発展させる産業創出に貢献できる能力を涵

養する教育を施す。 

２．学修成果の評価 

上記の教育科目の編成指針に基づく授業、実習等の

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

光システムコースでは、光システム工学に関する専

門知識と工学に関する幅広い知識を融合させたシ

ステムを創生することのできる諸分野に関する汎

用的能力を備えた人材の育成を目指す。そのため、

与えられた課題に対して積極的に取り組む主体性

と他者との協働性を有し、さらには社会の多様性を

認識しつつ、新たな課題を能動的に発見できる能力

を将来的に持ち得る資質がある、次のような人を求

める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

光システム工学を主とする工学の基礎的学力

を有し、社会人としてだけでなく、研究者あるい

は技術者としての高い倫理観を持ち、社会を豊か

にすることを目的とした科学技術の習得に意欲

的に取り組み気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

与えられた問題に対して、自身の専門分野の立

場から論理的に解決法を提案し、それを実際に遂

行できる可能性がある人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自分の専門分野に限らず幅広い学問分野に対

する興味を持ち合わせ、積極的に知識獲得を目指

すことができる可能性がある人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総
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合して評価します。 

推薦入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

面接では、口述試験を含み、主として知識・

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、

主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

光システム工学に関する高度の専門性と工学分

野の基礎知識を基にした論理的分析能力と課題探

求・解決能力、さらに社会の変化に柔軟に対応でき

る自律的な応用力と創造力を有する。 

【学修内容】 

光システムコース所属基盤専門科目、教育クラスタ

ー科目及びデータサイエンスの履修を通じて、光シス

テム工学に関する専門及び工学分野の基礎知識を学

修させる。また、学位論文指導科目の履修によって基

礎・専門知識を基にした論理的分析能力と課題探求・

解決能力、さらに自律的な応用力と創造力を養う。 

 

【学修方法】 

アクティブラーニングを取り入れた講義及び演習・

実験・実習等を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート等によって到達度を客観的に評価す

る。光システム特別研究は審査によって評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

光システム工学を主とする工学の基礎的学力

を有し、社会人としてだけでなく、研究者あるい

は技術者としての高い倫理観を持ち、社会を豊

かにすることを目的とした科学技術の習得に意

欲的に取り組み気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

与えられた問題に対して、自身の専門分野の

立場から論理的に解決法を提案し、それを実際

に遂行できる可能性がある人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

自分の専門分野に限らず幅広い学問分野に対

する興味を持ち合わせ、積極的に知識獲得を目

指すことができる可能性がある人 

 ２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養及び知性と理性が調和した高

潔な倫理観と責任感を身につけ、コミュニケーシ

ョンを通して豊かな人間関係を築きながら自立し

て行動し、自発的に継続して学習する能力を有す

る。 

 

【学修内容】 

グローバル教育科目群、イノベーション教育科目群

および学位論文指導科目の履修を通じて、倫理観と責

任感、自発的に継続して学習する能力を養う。 

 

【学修方法】 

アクティブラーニングを取り入れた講義及び演習・

実験・実習等を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート等によって到達度を客観的に評価す

る。光システム特別研究は審査によって評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

現代社会に生じている諸問題を工学分野の幅広

い視点から分析でき、その解決に向けて世界水準

を目指す研究成果を発信する能力を備えるととも

に、地域を発展させる産業創出にも貢献できる能

力を有する。 

 

【学修内容】 

グローバル教育科目群、イノベーション教育科目群

及び学位論文指導科目の履修を通じて、問題分析力、

成果発信力を養い、産業創出にも貢献できる能力も養

う。 

 

【学修方法】 

アクティブラーニングを取り入れた講義及び演習・

実験・実習等を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート等によって到達度を客観的に評価す

る。光システム特別研究は審査によって評価する。 
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（創成科学研究科：理工学専攻 数理科学コース） 【修士（理学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅶ 数理科学コース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

数学・応用数学・数理情報の基礎知識を基にした

論理的分析能力と課題探求・解決能力、さらに社会

の変化に柔軟に対応できる自律的な応用力と創造

力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーション能力、プレゼンテーション能

力、情報発信能力を有し、数理科学に関する諸問題

について分析する能力、及び自発的に課題を設定す

る能力や問題を解決する能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

数理科学に関する諸問題を様々な視点から考察

でき、高い見識と倫理観を持ち、地域社会や国際社

会の中で指導的役割を果たすことのできる能力を

有する。 

 

ⅶ 数理科学コース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように整備した編成の教育課程と教育

方法とする。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

数理科学の基礎知識を基にした論理的分析能力や

課題探求及び問題解決能力の向上を目指し、社会の変

化にも柔軟に対応できる自律的な応用力と創造力が

養成できる体系的な授業科目や演習科目を編成する。

また、常に自身の研究の立ち位置が確認でき、研究者

としての能力が深化できるような教育を施す。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

数理科学の基礎から応用まで幅広く学ぶことで、専

門としての数学・応用数学・数理情報の奥深さや学問

的位置づけについての理解を高めるとともに、知性と

理性が調和した倫理観と責任感を身につけ、コミュニ

ケーションを通して豊かな人間関係を築きつつ自発

的で自立した行動ができる能力を養うための教育を

施す。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

数学や数理情報の教育と研究を通じて、複雑な現代

社会のあらゆる場面で求められる抽象的かつ論理的

思考力や判断力の向上につとめ、実践的で論理的なプ

レゼンテーション能力を身につけるとともに、地域社

会や国際社会の中で指導的な役割を果たすことので

きる人間形成のための教育を施す。 

２．学修成果の評価 

上記の教育科目の編成指針に基づく授業や演習等

の学習成果の評価は、客観性及び厳格性の視点から到

達目標や成績評価基準をあらかじめ明示したうえで

行う。また、論理的表現力と情報発信能力に関する評

価は修士論文作成と研究成果発表会を通して行う。 

 

数理科学コースでは、数学や数理情報に関する基礎

学力を有し、数理的概念や身の周りの自然現象・社

会現象に対する理解を深め、数理的構造とその性質

についての幅広い専門性の修得を目指す優秀な、次

のような人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

論理的な思考や判断に基づいた数理的な表現

力を有し、社会現象や自然現象に内在する普遍的

な性質に興味と関心を持ち、最新の知識の習得に

意欲的に取り組む気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

専門領域の知識・技術を活用して多様な情報を

的確に把握し、数理的な手法を用いて課題を解決

する能力、及び自らの考えを論理的・学術的に表

現する能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

高い倫理観と責任感を有し、かつ、主体的・継

続的に自己研鑽につとめ、多様な人々と協働して

地域社会に貢献する意欲のある人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

推薦入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

面接では、口述試験を含み、主として知識・

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、

主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

数学・応用数学・数理情報の基礎知識を基にした

論理的分析能力と課題探求・解決能力、さらに社会

の変化に柔軟に対応できる自律的な応用力と創造

力を有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学修内容】 

所属基盤コース専門科目及び教育クラスターの理

工学専攻科目の履修により、論理的分析能力、課題探

求能力及び応用力・創造力を身に付ける学修を実施す

る。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等により教育を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、演習・実習等への能動的参加状況

等により、到達度を客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

論理的な思考や判断に基づいた数理的な表現

力を有し、社会現象や自然現象に内在する普遍

的な性質に興味と関心を持ち、最新の知識の習

得に意欲的に取り組む気概がある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

専門領域の知識・技術を活用して多様な情報

を的確に把握し、数理的な手法を用いて課題を

解決する能力、及び自らの考えを論理的・学術的

に表現する能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

高い倫理観と責任感を有し、かつ、主体的・継
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２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーション能力、プレゼンテーション

能力、情報発信能力を有し、数理科学に関する諸問

題について分析する能力、及び自発的に課題を設

定する能力や問題を解決する能力を有する。 

 

【学修内容】 

所属基盤コース専門科目、教育クラスタ－、研究科

基盤教育科目群、イノベーション科目群からの科目の

履修により、課題設定能力及び問題解決能力を身に付

ける学修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等により教育を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、演習・実習等への能動的参加状況

等により、到達度を客観的に評価する。 

続的に自己研鑽につとめ、多様な人々と協働し

て地域社会に貢献する意欲のある人 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

数理科学に関する諸問題を様々な視点から考察

でき、高い見識と倫理観を持ち、地域社会や国際社

会の中で指導的役割を果たすことのできる能力を

有する。 

 

【学修内容】 

グローバル教育科目群、イノベーション教育科目群

からの科目の履修により、国際社会で活躍できる能力

を身に付ける学修を実施する。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等により教育を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、演習・実習等への能動的参加状況

等により、到達度を客観的に評価する。 

 

（創成科学研究科：理工学専攻 自然科学コース） 【修士（理学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅷ 自然科学コース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

データサイエンスの基礎と自然科学分野の専門

知識を身につけ、創造性に富んだ発想と新たな角度

からアプローチして課題を探求・解決する能力を有

する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

自然科学分野の知識と幅広い教養を身につけ、自

発的に課題に取り組むことができる能力を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際化に対応でき、自然科学分野の知識や技術を

理学の領域で応用し、社会に貢献できる能力を有す

る。 

 

ⅷ 自然科学コース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現す

るために、最終的に修士論文作成に係る研究指導体制

に集約できるように整備した編成の教育課程と教育

方法とする。 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

物理、化学、生物、地球科学分野の体系的な講義や

実験を編成し、自然科学の専門的な知識を教育する。

異なる分野のアプローチ法も教育し、研究能力をさら

に高める。自然現象の仕組みや原理を分析・解析する

能力や創造性を養成する。 

(2) 豊かな人格と教養及び自発的意欲 

幅広い自然科学分野の講義科目と実習科目を開設

し、豊かな教養と人間性を育み自発的に行動する姿勢

を涵養する教育を施す。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献 

国際社会への対応を教育し、論文指導科目で専門的

な研究手法、実験等の解析手法、プレゼンテーション

技法を通して、国際的発信力を身につけさせる。さら

に、課程修了後の専門分野への就労や研究成果が社会

に貢献することを自覚できるような教育を施す。 

２．学修成果の評価 

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

自然科学コースでは、物理、化学、生物、地球科学

の分野に興味を持ち、課題に対し自ら積極的に取り

組む主体性、社会の多様性を理解できる能力、協働

性を持った、次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

自然科学に関する基礎学力を有し、自然科学の

４分野（物理、化学、生物、地球科学）の自然現

象に興味を持ち、それらの基本的な原理や仕組

み、法則を解明することに関心があり、社会を豊

かにすることを目的とした自然科学分野の発展

に意欲的に取り組む気概のある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

自然科学の知識や探究活動を理学の諸分野で

活かし、応用することが可能な人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自分の専門分野に限らず幅広い学問分野に対

する興味を持ち合わせ、積極的に知識獲得をめざ

すことができる人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能を評価します。 

学力検査では、基礎学力及び各コース専門分

野に関する知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

推薦入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

面接では、口述試験を含み、主として知識・

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、

主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

書類審査では、主として各コースについての

専門的知識・技能、関心・意欲を評価します。 

学力検査では、各コース専門分野に関する語

学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、
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思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総

合して評価します。 

他分野選抜特別入試 

書類審査では、専門的知識・技能を評価しま

す。 

学力検査では、専門分野に関する知識・技能

を評価します。 

面接では、主として知識・技能、関心・意欲、

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

データサイエンスの基礎と自然科学分野の専門

知識を身につけ、創造性に富んだ発想と新たな角

度からアプローチして課題を探求・解決する能力

を有する。 

 

【学修内容】 

データ科学教育の基盤を形成するために「データサ

イエンス」を必修科目として準備し、課題探求及び問

題解決能力を養うために「自然科学特別研究」、「自

然科学特別輪講」等の科目を配置している。 

自然科学の専門分野を学ぶための必要な基礎的な

知識を修得させるために、物理、化学、生物、地球

科学分野の体系的な講義や実験を編成し、自然科学

の専門的な知識を教育する。異なる分野のアプロー

チ法も教育し、研究能力をさらに高める。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等にて行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート、演習・実習等への能動的参加状況等によ

って到達度を総合的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

自然科学に関する基礎学力を有し、自然科学

の４分野（物理、化学、生物、地球科学）の自然

現象に興味を持ち、それらの基本的な原理や仕

組み、法則を解明することに関心があり、社会を

豊かにすることを目的とした自然科学分野の発

展に意欲的に取り組む気概のある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

自然科学の知識や探究活動を理学の諸分野で

活かし、応用することが可能な人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

自分の専門分野に限らず幅広い学問分野に対

する興味を持ち合わせ、積極的に知識獲得をめ

ざすことができる人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

自然科学分野の知識と幅広い教養を身につけ、

自発的に課題に取り組むことができる能力を有す

る。 

 

【学修内容】 

修士論文科目の一つである「理工学特別実習」で

は自身の研究を多角的かつ俯瞰的に捉え直すことで

自身の研究を深化させる。また、専門の異なる分野

の人に自身の研究を相手の立場で説明するだけでな

く、相手の研究のスタイルや考え方を吸収できるよ

うなコミュニケーション能力も同時に養わせる。そ

うして修得した様々な知識を用いて現実の問題解決

に取り組む活動を行わせるために、「自然科学特別

研究」では、「物理科学」、「化学」、「地球科

学」、「生物科学」の分野に関連するテーマを決

め、研究に取り組ませ、論文の作成過程で倫理観と

責任感も身につくよう修士論文を執筆させる。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等にて行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート、演習・実習等への能動的参加状況等によ

って到達度を総合的に評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際化に対応でき、自然科学分野の知識や技術

を理学の領域で応用し、社会に貢献できる能力を

有する。 

 

【学修内容】 

研究内容を論理的に文章でまとめ、適切にプレゼ

ンテーションできるように、「自然科学特別研究」

では、研究成果の発表と修士論文作成の過程で研究

成果がどのように社会貢献と関連するかについて指

導して論文の執筆に取り組ませる。また、実社会で

学ぶ「インターンシップ（M）」等を配置している。 

 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等にて行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

レポート、演習・実習等への能動的参加状況等によ

って到達度を総合的に評価する。 
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（創成科学研究科：生物資源学専攻） 【修士（生物資源学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物資源学分野の周辺領域も含めた幅広い知識

と論理的分析力を備え、総合的かつ専門的な視点か

ら問題意識を持ち、地域社会の課題を探求し解決で

きる能力、並びに新たな価値を創成できる能力を有

する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、知性、

理性及び感性が調和し、自立して行動できる能力を

有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

多様な視点から生物資源に関する諸課題を分析

し、解決に向けた世界水準を目指す研究の成果を発

信する能力を身につけ、持続可能な地域発展のため

の産業創成に貢献できる能力を有する。 

 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針を実現するために、最終的に修士論

文作成に係る研究指導体制に集約できるように整備

した教育課程と教育方法とする。 

（１）学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物資源学分野の周辺領域も含めた深い知識と技

能を基にした論理的分析能力と課題探求・問題解決能

力、さらに社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応

用力と創造力を涵養する体系的な講義科目、演習科目

の編成とし、常に自身の研究の立ち位置が確認でき、

それを深化させられるような高度専門職業能力に加

え、生物資源学分野において新たな価値を創成できる

能力を養成する教育を施す。 

（２）豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と教養、高い倫理観並びに自発的意欲を

育て、社会の変化に柔軟に対応できるコミュニケーシ

ョン能力や自律的な応用力と創造力を涵養できる講

義科目や実習科目を開設する。そこでは、自身の特定

の研究分野だけに捕われない教育を施す。 

（３）国際的発信力及び社会貢献 

生物資源に関する諸課題を分析し、解決に向けた世

界水準を目指す先進的研究並びに技術開発を推進し、

自身の研究成果を国際的に発信する能力を修得させ

ると共に、持続可能な生物資源の活用により社会に貢

献できる能力を涵養する教育を施す。 

２．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文に係る研究成果の審査及び

最終試験を適切に行う。 

生物資源学専攻では、生物工学的アプローチによる

生物資源のヘルスサイエンスへの応用・製品化によ

って新規バイオ産業の創成に貢献できる人材、栄

養・健康の観点から生物資源を捉え、食料問題の解

決、有用成分の発見や新しい食品加工技術によって

新規食品産業の創成に貢献できる人材、及び農工連

携による生物資源の生産管理システム、革新的な育

種・品種改良、及び資源の高機能化により 1 次産

業の発展に貢献できる人材の育成を目指し、次のよ

うな資質や能力を持った学生を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

生物の機能に強い関心を持ち、生物資源の生

産、医薬・食品・エネルギーへの応用等の分野で

深い知識と技術を修得し、高度専門職業人とし

て、地域や国際社会において活躍することを目指

す意欲的な人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生物資源に関する諸課題を理解し、深い専門知

識により高度な解決策を提案できる思考力、判断

力、表現力、及びコミュニケーション能力を有す

る人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

地域生物資源の６次産業化や１次産業の持続

可能な成長産業化について、多様な領域の人々と

協働しながら、主体的に取り組むことに意欲的な

人  

 

 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物資源学分野の周辺領域も含めた幅広い知識

と論理的分析力を備え、総合的かつ専門的な視点

から問題意識を持ち、地域社会の課題を探求し解

決できる能力、並びに新たな価値を創成できる能

力を有する。 

 

【学修内容】 

 所属基盤コース専門科目や教育クラスター科目の

選択科目を通じて、各自が必要とする生物資源学分野

に関する高度な専門知識を身につけるとともに、地域

社会の課題を探求し解決策を立案する学修を実施す

る。また、研究科共通科目のデータサイエンスを通じ

て、論理的思考力を身につける学修を実施する。 

 

【学修方法】 

 コース専門科目や教育クラスター科目の自由な選

択による幅広い知識の修得と、演習形式やアクティブ

ラーニングを取り入れた課題解決力を養う教育を行

う。 

 

【学修成果の評価方法】 

 試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

生物の機能に強い関心を持ち、生物資源の生

産、医薬・食品・エネルギーへの応用等の分野で

深い知識と技術を修得し、高度専門職業人とし

て、地域や国際社会において活躍することを目

指す意欲的な人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生物資源に関する諸課題を理解し、深い専門

知識により高度な解決策を提案できる思考力、

判断力、表現力、及びコミュニケーション能力を

有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

地域生物資源の６次産業化や１次産業の持続

可能な成長産業化について、多様な領域の人々

と協働しながら、主体的に取り組むことに意欲

的な人  

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係を

築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、知性、

理性及び感性が調和し、自立して行動できる能力

を有する。 

 

【学修内容】 

 専攻共通科目の生物資源学研究、研究科共通科目の

グローバル教育科目群の選択科目を通じて、豊かな人

格、教養、倫理観・責任感、コミュニケーション力を

身につける学修を実施する。 

 

【学修方法】 

 演習形式や複数教員によるオムニバス形式、アクテ

ィブラーニングを取り入れた実践的教育を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

 試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

多様な視点から生物資源に関する諸課題を分析

し、解決に向けた世界水準を目指す研究の成果を

発信する能力を身につけ、持続可能な地域発展の

ための産業創成に貢献できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

 コース専門科目における実習や特別講義、学位論文

指導科目の演習や特別研究、研究科共通科目のイノベ

ーション教育科目群の選択科目を通じて、科学技術や

産業の創出に必要な専門知識・技術、問題解決力、プ

レゼンテーション能力を身につける学修を実施する。 

 

【学修方法】 

 実習形式や複数教員によるオムニバス形式、アクテ
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ィブラーニングを取り入れた実践的教育を行う。ま

た、指導教員による修士論文の作成の指導を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

 試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

 

（創成科学研究科：生物資源学専攻 応用生命科学コース） 【修士（生物資源学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅰ 応用生命科学コース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い知識、論理的思考力、応用生命科学分野の

研究や製品開発に展開する高度な専門知識を身に

つけ、地域社会の課題の探求とその解決に向けた計

画を立案・遂行できる能力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

応用生命科学分野の専門知識、高い倫理観・責任

感を身につけ、科学的な議論を展開し相互に理解し

合うことができるコミュニケーション力を備え、持

続可能な共生社会の形成に貢献できる能力を有す

る。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

生物資源学分野の諸問題を分析し、その解決のた

め自らの研究成果を国内外に発信する能力を身に

つけ、持続可能な生物資源産業の構築及び地域を発

展させる産業創成に貢献できる能力を有する。 

 

ⅰ 応用生命科学コース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針を実現するために、最終的に修士論

文作成に係る研究指導体制に集約できるように編成

した教育課程と教育方法とする。 

（１）学識と研究能力及び高度専門職業能力 

応用生命科学分野の周辺領域も含めた深い知識と

技能を基にした論理的分析能力と課題探求・問題解決

能力、さらに社会の変化に柔軟に対応できる自律的な

応用力と創造力を涵養する体系的な講義科目、演習科

目の編成とし、常に自身の研究の立ち位置が確認で

き、それを深化させられるような教育を施す。 

（２）豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と高い倫理観・責任感を身につけ、自発

的に様々な人とコミュニケーションを図ることによ

り科学的な議論を行い、自立して行動できる能力を涵

養できる講義科目や実習科目を開設するとともに、生

物資源の利活用に関する現状と課題を深く理解し、自

身の特定の研究分野だけに捕われない教育を施す。 

（３）国際的発信力及び社会貢献 

生物資源の高度利用における課題を幅広い視点か

ら分析でき、その解決に向けて世界水準を目指す研究

成果を発信及び収集する能力を備え、地域を発展させ

る新しい産業創成に貢献できる能力を涵養する教育

を施す。 

２．学修成果の評価 

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

応用生命科学コースでは、バイオサイエンス分野に

おいて広範な専門基礎学力と地域生物資源を高度

に活用できる専門的応用能力を有し、地域からバイ

オ産業を育成して国際社会の発展に貢献できる人

材育成を目的として、次のような資質、能力、意欲

を有する人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

バイオサイエンスの基本原理の学修や高度な

実験手法の修得に必要な学力を備え、他の専門分

野の知識と技術も活用できる柔軟な思考力を有

すると共に、強い関心を持って意欲的に勉学に励

むことができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

新しいバイオ産業の創成に寄与するため、課題

を深く掘り下げる思考力、判断力、表現力、及び

コミュニケーション能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

他者と協力して問題解決に取り組む協調性と、

主体性を持って課題を深く掘り下げる探求力を

有する人  

 

●入学者選抜の基本方針 

 推薦入学特別入試・社会人特別入試 

・面接・口頭試問では、主として各コース専門

分野の知識・技能に加え、意欲・思考力・判断

力・表現力・主体性・協働性を総合的に評価し

ます。 

 一般入試・外国人留学生特別入試 

・筆記試験では、主として本専攻の専門分野に

関する知識を含めた外国語能力を評価します。 

・面接・口頭試問では、主として各コース専門

分野の知識・技能に加え、意欲・思考力・判断

力・表現力・主体性・協働性を総合的に評価し

ます。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い知識、論理的思考力、応用生命科学分野の

研究や製品開発に展開する高度な専門知識を身に

つけ、地域社会の課題の探求とその解決に向けた

計画を立案・遂行できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

所属基盤コース専門科目や教育クラスター科目の

選択科目を通じて、各自が必要とする応用生命科学分

野に関する高度な専門知識を身につけさせるととも

に、地域社会の課題を探求し解決策を立案する学修を

実施する。また、研究科共通科目のデータサイエンス

を通じて、論理的思考力を身につけさせる学修を実施

する。 

 

【学修方法】 

 コース専門科目や教育クラスター科目の自由な選

択による幅広い知識の修得と、演習形式やアクティブ

ラーニングを取り入れた課題解決力を養う教育を行

う。 

 

【学修成果の評価方法】 

 試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

バイオサイエンスの基本原理の学修や高度な

実験手法の修得に必要な学力を備え、他の専門

分野の知識と技術も活用できる柔軟な思考力を

有すると共に、強い関心を持って意欲的に勉学

に励むことができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

新しいバイオ産業の創成に寄与するため、課

題を深く掘り下げる思考力、判断力、表現力、及

びコミュニケーション能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

他者と協力して問題解決に取り組む協調性

と、主体性を持って課題を深く掘り下げる探求

力を有する人  

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

応用生命科学分野の専門知識、高い倫理観・責任

感を身につけ、科学的な議論を展開し相互に理解

し合うことができるコミュニケーション力を備

え、持続可能な共生社会の形成に貢献できる能力

を有する。 

 

【学修内容】 

専攻共通科目の生物資源学研究、研究科共通科目の

グローバル教育科目群の選択科目を通じて、豊かな人

格、教養、倫理観・責任感、コミュニケーション力を

身につける学修を実施する。 

 

【学修方法】 

演習形式や複数教員によるオムニバス形式、アクテ

ィブラーニングを取り入れた実践的教育を行う。 
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【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

生物資源学分野の諸問題を分析し、その解決の

ため自らの研究成果を国内外に発信する能力を身

につけ、持続可能な生物資源産業の構築及び地域

を発展させる産業創成に貢献できる能力を有す

る。 

 

【学修内容】 

コース専門科目の応用生命科学特別実習や応用生

命科学特別講義、学位論文指導科目の応用生命科学特

別演習や応用生命科学特別研究、研究科共通科目のイ

ノベーション教育科目群の選択科目を通じて、科学技

術や産業の創出に必要な専門知識・技術、問題解決力、

プレゼンテーション能力を身につける学修を実施す

る。 

 

【学修方法】 

実習形式や複数教員によるオムニバス形式、アクテ

ィブラーニングを取り入れた実践的教育を行う。ま

た、指導教員による修士論文の作成の指導を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

 

（創成科学研究科：生物資源学専攻 食料生物科学コース） 【修士（生物資源学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅱ 食料生物科学コース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

食料生物科学分野に関する高度な専門知識を身

につけ、自らの研究の背景や問題点を体系的に理解

することにより、その結果を科学的に考察できる能

力、及び地域社会の課題の探求とその解決に向けた

計画を立案・遂行できる能力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

幅広い教養、倫理観、国際感覚、豊かな人格、及

びコミュニケーション力を有して科学的な議論を

展開でき、持続可能な共生社会の形成に貢献する意

欲を有する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

食料生物科学分野の諸問題を分析し、その解決の

ため自らの研究成果を国内外に発信する能力、持続

可能な食品産業の構築及び地域を発展させる産業

創成に貢献できる能力を有する。 

 

ⅱ 食料生物科学コース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針を実現するために、最終的に修士論

文作成に係る研究指導体制に集約できるように編成

した教育課程と教育方法とする。 

（１）学識と研究能力及び高度専門職業能力 

食料生物科学分野の周辺領域も含めた深い知識と

技能を基に、食品の安全性、機能性、嗜好性等につい

て、論理的分析能力と課題探求・問題解決能力、さら

に社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応用力と

創造力を涵養する体系的な講義科目、演習科目の編成

とし、常に自身の研究の立ち位置が確認でき、それを

深化させられるような教育を施す。 

（２）豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と高い倫理観・責任感を身につけ、自発

的に様々な人とコミュニケーションを図ることによ

り科学的な議論を行い、自立して行動できる能力を涵

養できる講義科目や実習科目を開設するとともに、食

料に関する現状と課題を深く理解し、自身の特定の研

究分野だけに捕われない教育を施す。 

（３）国際的発信力及び社会貢献 

食品の安全性、機能性、嗜好性等における課題を幅

広い視点から分析でき、その解決に向けて世界水準を

目指す研究成果を発信及び収集する能力を備えると

ともに、地域を発展させる新しい産業創成に貢献でき

る能力を涵養する教育を施す。 

２．学修成果の評価 

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

 

食料生物科学コースでは、フードサイエンス分野に

おいて広範な専門基礎学力と地域生物資源を高度

に活用できる専門的応用能力を有し、地域から新し

い食品産業を育成して国際社会の発展に貢献でき

る人材育成を目的として、次のような資質、能力、

意欲を有する人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

フードサイエンスの基本原理の学修や高度な

実験手法の修得に必要な学力を備え、他の専門分

野の知識と技術に強い関心を持つと共に、それら

を活用する意欲のある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

新しい食品産業の創成に寄与するため、課題を

深く掘り下げる思考力、判断力、表現力、及びコ

ミュニケーション能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

他者と協力して問題解決に取り組む協調性と、

主体性を持って課題を深く掘り下げる探求力を

有する人 

 

●入学者選抜の基本方針 

 推薦入学特別入試・社会人特別入試 

・面接・口頭試問では、主として各コース専門

分野の知識・技能に加え、意欲・思考力・判断

力・表現力・主体性・協働性を総合的に評価し

ます。 

 一般入試・外国人留学生特別入試 

・筆記試験では、主として本専攻の専門分野に

関する知識を含めた外国語能力を評価します。 

・面接・口頭試問では、主として各コース専門

分野の知識・技能に加え、意欲・思考力・判断

力・表現力・主体性・協働性を総合的に評価し

ます 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

食料生物科学分野に関する高度な専門知識を身

につけ、自らの研究の背景や問題点を体系的に理

解することにより、その結果を科学的に考察でき

る能力、及び地域社会の課題の探求とその解決に

向けた計画を立案・遂行できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

所属基盤コース専門科目により高度な専門知識を

習得させ、教育クラスター科目により研究領域を深

化・発展させる。研究科共通のデータサイエンスによ

り課題の探求と立案・遂行に必要な能力を修得させ

る。科学的考察力、論理的分析力、課題探求・問題解

決力、自律的な応用力を身につけさせる。 

 

【学修方法】 

必要な科目を自ら選択して学修し、アクティブラー

ニングを活用した実習や演習により技術を習得させ

る。 

 

（知識・技能、関心・意欲） 

フードサイエンスの基本原理の学修や高度な

実験手法の修得に必要な学力を備え、他の専門

分野の知識と技術に強い関心を持つと共に、そ

れらを活用する意欲のある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

新しい食品産業の創成に寄与するため、課題

を深く掘り下げる思考力、判断力、表現力、及び

コミュニケーション能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

他者と協力して問題解決に取り組む協調性

と、主体性を持って課題を深く掘り下げる探求
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【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

力を有する人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

幅広い教養、倫理観、国際感覚、豊かな人格、及

びコミュニケーション力を有して科学的な議論を

展開でき、持続可能な共生社会の形成に貢献する

意欲を有する。 

 

【学修内容】 

専攻科目の生物資源学研究や研究科共通のグロー

バル教育科目により教養や研究倫理を修得させる。倫

理観、国際感覚、豊かな人格、コミュニケーション能

力、自発的意欲、協働性を身につけさせる。 

 

【学修方法】 

アクティブラーニングを活用した実践的講義・演習

を実施する。研究テーマの設定、研究計画等の構築・

討論を行わせ、研究の構築について学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

食料生物科学分野の諸問題を分析し、その解決

のため自らの研究成果を国内外に発信する能力、

持続可能な食品産業の構築及び地域を発展させる

産業創成に貢献できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

研究科共通のイノベーション教育科目により産業

創成に必要な力を、食料生物科学特別実習・講義によ

り食品産業や食品開発に貢献できる能力を修得させ

る。食料生物科学特別演習・研究により修士学位論文

指導を実施し、論文を完成させる。 

【学修方法】 

アクティブラーニングを活用した実践的講義・実習

を実施する。指導教員による研究指導と修士論文作成

の指導を行う。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

 

（創成科学研究科：生物資源学専攻 生物生産科学コース） 【修士（生物資源学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

ⅲ 生物生産科学コース 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物生産科学分野に関する高度な専門知識を身

につけ、1次産業のスマート化や 6次産業化に展開

する商業的基盤を深く理解し、自らの研究の背景や

問題点を体系的に把握することにより、その結果を

科学的に考察できる能力を有する。 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな教養と高い倫理観・責任感を身につけ自立

して行動できるとともに、科学的な議論を展開する

ことができるコミュニケーション力を備え、持続可

能な共生社会の形成に自発的に取り組む意欲を有

する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

生物生産科学分野の諸問題を分析し、その解決の

ため自らの研究成果を国内外に発信する能力を身

につけ、１次産業の振興及び地域を発展させる産業

創成に貢献できる能力を有する。 

ⅲ 生物生産科学コース 

１．教育課程の編成と教育方法 

学位授与の方針を実現するために、最終的に修士論

文作成に係る研究指導体制に集約できるように編成

した教育課程と教育方法とする。 

（１）学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物生産科学分野の周辺領域も含めた深い知識と

技能を基に、持続可能な１次産業の構築や６次産業化

について、論理的分析能力と課題探求・問題解決能力、

さらに社会の変化に柔軟に対応することのできる自

律的な応用力と創造力を涵養する体系的な授業科目、

演習科目を編成し、常に自身の研究の立ち位置が確認

でき、それを深化させられるような教育を施す。 

（２）豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな人格と高い倫理観・責任感を身につけ、自発

的に様々な人とコミュニケーションを図ることによ

り科学的な議論を行い、自立して行動できる能力を涵

養できる講義科目や実習科目を開設するとともに、生

物生産に関する現状と課題を深く理解し、自身の特定

の研究分野だけに捕われない教育を施す。 

（３）国際的発信力及び社会貢献 

１次産業や６次産業化における課題を幅広い視点

から分析でき、その解決に向けて世界水準を目指す研

究成果を発信及び収集する能力を備えるとともに、地

域を発展させる新しい産業創成に貢献できる能力を

涵養する教育を施す。 

２．学修成果の評価 

学修成果の評価は、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対して到達目標と成績評価基準をあらかじ

め明示したうえで行う。また、修士論文に係る研究成

果の審査と最終試験も同様に行う。 

 

生物生産科学コースでは、アグリサイエンス分野に

おいて広範な専門基礎学力と地域生物資源を高度

に活用できる専門的応用能力を有し、地域から 1 

次産業のスマート化を推進して国際社会の発展に

貢献できる人材育成を目的として、次のような資

質、能力、意欲を有する人を求める。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

アグリサイエンスの基本原理の学修や高度な

実験手法の修得に必要な学力を備え、他の専門分

野の知識と技術に強い関心を持つと共に、それら

を活用する意欲のある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

１次産業の成長産業化に寄与するために、課題

を深く掘り下げる思考力、判断力、表現力、及び

コミュニケーション能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

他者と協力して問題解決に取り組む協調性と、

主体性を持って課題を深く掘り下げる探求力を

有する人 

 

●入学者選抜の基本方針 

 推薦入学特別入試・社会人特別入試 

・面接・口頭試問では、主として各コース専門

分野の知識・技能に加え、意欲・思考力・判断

力・表現力・主体性・協働性を総合的に評価し

ます。 

 一般入試・外国人留学生特別入試 

・筆記試験では、主として本専攻の専門分野に

関する知識を含めた外国語能力を評価します。 

・面接・口頭試問では、主として各コース専門

分野の知識・技能に加え、意欲・思考力・判断

力・表現力・主体性・協働性を総合的に評価し

ます 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物生産科学分野に関する高度な専門知識を身

【学修内容】 

アグリサイエンスに利用可能な生物資源について

（知識・技能、関心・意欲） 

アグリサイエンスの基本原理の学修や高度な
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につけ、1次産業のスマート化や 6次産業化に展開

する商業的基盤を深く理解し、自らの研究の背景

や問題点を体系的に把握することにより、その結

果を科学的に考察できる能力を有する。 

 

も理解を高度に深める。生物資源の活用に関する従来

技術を学修させる。今後発展可能な利用技術や 6次産

業化に必要な基盤を習得させる。 

 

【学修方法】 

アグリサイエンスに関わる生物資源の発掘および

利用について、従来技術の理解と課題を見出し、今後

の地域、国内および海外において発展させることので

きる活用技術の基盤を理解させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評

価する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学

会発表等を総合的に審査し評価する。 

実験手法の修得に必要な学力を備え、他の専門

分野の知識と技術に強い関心を持つと共に、そ

れらを活用する意欲のある人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

１次産業の成長産業化に寄与するために、課

題を深く掘り下げる思考力、判断力、表現力、及

びコミュニケーション能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度） 

他者と協力して問題解決に取り組む協調性

と、主体性を持って課題を深く掘り下げる探求

力を有する人 

 

２．豊かな人格と教養及び自発的意欲 

豊かな教養と高い倫理観・責任感を身につけ自

立して行動できるとともに、科学的な議論を展開

することができるコミュニケーション力を備え、

持続可能な共生社会の形成に自発的に取り組む意

欲を有する。 

 

【学修内容】 

学識と研究能力及び高度専門職業能力において行

う学修を進める上で、科学的な議論を正確に行うため

の技術、コミュニケーション能力を習得させる。 

 

【学修方法】 

修士論文作成の過程で行うセミナーおよび進捗報

告会において、学修の段階と目標達成までの過程を自

ら設定する。修士論文で取り組む研究分野以外の課題

とどの様に関連しているか、連携していけるのかを掘

り下げて学修させる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評価

する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学会

発表等を総合的に審査し評価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

生物生産科学分野の諸問題を分析し、その解決

のため自らの研究成果を国内外に発信する能力を

身につけ、１次産業の振興及び地域を発展させる

産業創成に貢献できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

自身の進める研究課題が国際社会にいかに貢献で

きるか、そのためには何が必要かを見出し、論理的に

説明する能力を習得させる。また研究課題をどのよう

に産業発展に結びつけることができるかを考察し説

明できる能力を習得させる。 

 

【学修方法】 

修士論文作成の過程で行うセミナーおよび進捗報

告会において、研究課題が地域、国内外の問題とどの

様に関わるのかをプレゼンテーションさせる。研究課

題を関連学会、集会などで発表することにより、発信

力を身につけさせる。 

 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、プレゼンテーション等によって評価

する。修士論文は複数の教員で論文、修論発表、学会

発表等を総合的に審査し評価する。 
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創成科学研究科 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

創成科学専攻博士後期課程では、次に掲げる目標

を達成した学生に博士の学位を授与する。 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

分野横断的な多角的視点と高度な専門知識・技能

を身につけ、専門基盤分野において明確な問題意識

を持ちつつ、自立して研究を遂行し、科学・技術・

産業・社会の諸領域において、専門的な職業を牽引

できる高度な能力、それに加えて新たな価値を創成

できる能力を有する。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、専

門基盤分野及びその関連分野を総合的に理解し、多

角的な視点に基づく独創的な発想力や豊かな創造

力により、実践的に研究を主導・牽引できる能力を

有する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

創成科学専攻博士後期課程では、学位授与の方針で

示す能力を持った人材を育成するために、基盤となる

専門分野の高度な知識を修得する仕組みを縦串とす

る。それに加えて、自身の研究の深化のために分野横

断的な多角的視点を形成させる「研究指導クラスタ

ー」を教育の横串として機能させる。このような縦横

のしくみを用い、以下の方針で教育課程を編成する。 

１．教育課程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

基盤となる専門分野に関する高度の専門的知識と

能力を修得させる研究指導科目、及び研究課題に関連

した他の基盤分野の視点を涵養することができる授

業科目及び研究指導科目とによって教育課程を編成

し、学識と研究能力及び高度専門職業能力に加え、多

角的な視野から科学・技術・産業・社会の諸領域にお

いて新たな価値を創成できる能力が修得できる機会

を提供する。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

有するとともに、独自の発想力や豊かな創造力、広範

な応用力及び展開力をもって、自立して研究を主導・

牽引できる能力を育む機会を提供する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、専門基盤分野に関する問題点

や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国内外に発信

できる能力を育む機会を提供するとともに、豊かで健

全かつ持続可能な国際社会を構築するための国際交

流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業界の要

請に応えて指導的立場に立って産業活性化に貢献で

きる能力を涵養できる機会を提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

創成科学専攻博士後期課程では、その理念、目標、

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育

課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

を踏まえ、中長期的な産業界・社会のニーズを踏ま

え、高度な専門知識と多角的な視点から科学・技術・

産業・社会の諸領域において新たな価値を創成でき

る高度専門職業人、研究者、あるいは起業家人材を

養成するため、課題に対し自ら積極的に取り組む主

体性、社会の多様性を理解できる能力、協働性をも

った次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

１．高度な専門知識・技能と分野横断的な多角的視

点に基づいた論理的思考を身につけ、明確な問題意

識をもって自立して研究を遂行し、当該専門的な職

業に従事できる卓越した能力を修得しようとする

人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、専門分野に関する深い知識と広範な応用力や

展開力、独自の発想力や豊かな創造力をもって、他

者と協働して地域と国際社会の発展のために高度

に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、高度専門分野を牽引して新たな価値の創

成のために貢献しようとする人 

 

（創成科学研究科：創成科学専攻 社会基盤システムプログラム） 【博士（学術）】【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

社会基盤システムプログラムでは、次に掲げる目標

を達成した学生に博士の学位を授与する。 

 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

社会基盤学、社会科学、人間科学に関する高度な

専門知識、論理的思考力、製品開発等への応用力を

持つとともに、関連分野に関する幅広い先端知識を

基礎とした分野横断的な多角的視点に基づいた展

開力を持ち、社会基盤学、社会科学、人間科学分野

において明確な問題意識を持ちつつ、自立して研究

を遂行し、社会基盤学、社会科学、人間科学的な視

点から科学・技術・産業・社会の諸領域において、

専門的な職業を牽引できる高度な能力、それに加え

て新たな価値を創成できる能力を有する。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、社

会基盤学、社会科学、人間科学分野及びその関連分

野を総合的に理解し、多角的な視点に基づく独創的

な発想力や豊かな創造力により、実践的に研究を主

導・牽引できる能力を有する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

社会基盤システムプログラムでは、学位授与の方針

で示す能力を持った人材を育成するために、以下の方

針で教育課程を編成する。 

１．教育課程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

社会基盤や社会・人間科学分野に関する深い知識に

根ざした論理的分析能力と課題探求・問題解決能力を

修得させる研究指導科目、及び研究課題に関連した多

角的な視点を涵養することができる授業科目及び研

究指導科目とによって教育課程を編成し、学識と研究

能力及び高度専門職業能力に加え、多角的な視点から

社会の変化や要求に柔軟に対応できる自律的な応用

力と創造力、持続可能な開発目標に配慮した当該分野

の発展を推進できる能力、さらには自身の研究を客観

的に分析評価できる能力を修得できる機会を提供す

る。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

有するとともに、社会基盤学、社会科学、人間科学分

野及びその関連分野を総合的に理解し、多角的な視野

に基づいた独自の発想力や豊かな想像力、広範な応用

力及び展開力をもって、自立して研究を主導・牽引で

きる能力を育む機会を提供する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、社会基盤学、社会科学、人間

科学分野に関する問題点や研究成果を論理的かつ明

社会基盤システムプログラムでは、社会基盤学、

社会科学、あるいは人文科学に関する高度な専門知

識・技能と分野横断的な多角的視点に基づいた論理

的思考によって、科学・技術・産業・社会の諸領域

において新たな価値を創成できる高度専門職業人、

研究者、あるいは起業家人材を養成するため、課題

に対して自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様

性を理解できる能力、協働性をもった次のような人

を求める。 

 

●求める人物像 

１．社会基盤学、社会科学、あるいは人間科学に関

する高度な専門知識・技能と分野横断的な多角的視

点に基づいた論理的思考を身につけ、明確な問題意

識をもって自立して研究を遂行し、技術の進歩並び

に知の深化及び総合化に努めるなど高度専門的な

職業に従事できる卓越した能力を修得しようとす

る人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、社会基盤学、社会科学、あるいは人間科学分

野に関する深い知識と広範な応用力や展開力、独自

の発想力や豊かな創造力をもって、他者と協働して

地域と国際社会の発展のために高度に貢献しよう

とする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、社会基盤や社会・人間科学に関わる高度
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に貢献できる能力を有する。 確に表現し、国内外に発信できる能力を育む機会を提

供するとともに、豊かで健全かつ持続可能な国際社会

を構築するための国際交流に積極的に貢献できる能

力、及び社会や産業界の要請に応えて指導的立場に立

って産業活性化に貢献できる能力を涵養できる機会

を提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

専門分野を牽引して新たな価値の創成のために貢

献しようとする人 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

社会基盤学、社会科学、人間科学に関する高度な

専門知識、論理的思考力、製品開発等への応用力を

持つとともに、関連分野に関する幅広い先端知識を

基礎とした分野横断的な多角的視点に基づいた展

開力を持ち、社会基盤学、社会科学、人間科学分野

において明確な問題意識を持ちつつ、自立して研究

を遂行し、社会基盤学、社会科学、人間科学的な視

点から科学・技術・産業・社会の諸領域において専

門的な職業を牽引できる高度な能力、それに加えて

新たな価値を創成できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

高度な専門知識とともに、解析能力を有し、問題点を

探求し論理的な思考をもとに解決できる能力を養う

学修を実施する。 

【学修方法】 

選択科目、研究指導クラスター科目及び専門科目の

講義・演習や、研究活動等により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により到

達度を客観的に評価する。 

 

１．社会基盤学、社会科学、あるいは人間科学に関

する高度な専門知識・技能と分野横断的な多角的視

点に基づいた論理的思考を身につけ、明確な問題意

識をもって自立して研究を遂行し、技術の進歩並び

に知の深化及び総合化に努めるなど高度専門的な

職業に従事できる卓越した能力を修得しようとす

る人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、社会基盤学、社会科学、あるいは人間科学分

野に関する深い知識と広範な応用力や展開力、独自

の発想力や豊かな創造力をもって、他者と協働して

地域と国際社会の発展のために高度に貢献しよう

とする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、社会基盤や社会・人間科学に関わる高度

専門分野を牽引して新たな価値の創成のために貢

献しようとする人 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、社

会基盤学、社会科学、人間科学分野及びその関 

連分野を総合的に理解し、多角的な視点に基づく独

創的な発想力や豊かな創造力により、実践的に研究

を主導・牽引できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

地域社会における豊かで健全な社会発展を、安全性と

信頼性をベースとした、高い視野から物事を捉え、判

断する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等の少人数指導や、個別指導による

研究内容の対外発表指導及び博士論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査により評

価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力及び指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 

国際共同研究や国際学会での発表等や地域企業との

共同研究等を通じて学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 

 

（創成科学研究科：創成科学専攻 化学生命工学系プログラム） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

化学生命工学系プログラムでは、次に掲げる目標

を達成した学生に博士の学位を授与する。 

 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

物質創製、生物資源利用の基礎としての化学、生

命科学に関する高度な専門知識、論理的思考力、製

品開発等への応用力を持つとともに、関連分野に関

する幅広い先端知識を基礎とした分野横断的な多

角的視点に基づいた展開力を持ち、化学、生命科学

分野において明確な問題意識を持ちつつ、自立して

研究を遂行し、化学的、生物学的な視点から科学・

技術・産業・社会の諸領域において、専門的な職業

を牽引できる高度な能力、それに加えて新たな価値

を創成できる能力を有する。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、化

学、生命科学分野及びその関連分野を総合的に理解

し、多角的な視点に基づく独創的な発想力や豊かな

創造力により、実践的に研究を主導・牽引できる能

力を有する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

化学生命工学系プログラムでは、学位授与の方針で

示す能力を持った人材を育成するために、以下の方針

で教育課程を編成する。 

１．教育課程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

化学と生命科学分野に関する深い知識に根ざした

論理的分析能力と課題探求・問題解決能力を修得させ

る研究指導科目、及び研究課題に関連した多角的な視

点を涵養することができる授業科目及び研究指導科

目とによって教育課程を編成し、学識と研究能力及び

高度専門職業能力に加え、多角的な視点から社会の変

化や要求に柔軟に対応できる自律的な応用力と創造

力、持続可能な開発目標に配慮した当該分野の発展を

推進できる能力、さらには自身の研究を客観的に分析

評価できる能力を修得できる機会を提供する。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

有するとともに、化学、生命科学分野及びその関連分

野を総合的に理解し、多角的な視野に基づいた独自の

発想力や豊かな想像力、広範な応用力及び展開力をも

って、自立して研究を主導・牽引できる能力を育む機

会を提供する。 

化学生命工学系プログラムでは、化学、あるいは

生命工学に関する高度な専門知識・技能と分野横断

的な多角的視点に基づいた論理的思考によって、科

学・技術・産業・社会の諸領域において新たな価値

を創成できる高度専門職業人、研究者、あるいは起

業家人材を養成するため、課題に対して自ら積極的

に取り組む主体性、社会の多様性を理解できる能

力、協働性をもった次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

１．化学、あるいは生命科学に関する高度な専門知

識・技能と分野横断的な多角的視点に基づいた論理

的思考を身につけ、明確な問題意識をもって自立し

て研究を遂行し、技術の進歩並びに知の深化及び総

合化に努めるなど高度専門的な職業に従事できる

卓越した能力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、化学、あるいは生命科学分野に関する深い知

識と広範な応用力や展開力、独自の発想力や豊かな

創造力をもって、他者と協働して地域と国際社会の

発展のために高度に貢献しようとする人 
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問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、化学、生命科学分野に関する

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国内外

に発信できる能力を育む機会を提供するとともに、豊

かで健全かつ持続可能な国際社会を構築するための

国際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化に

貢献できる能力を涵養できる機会を提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、化学、応用化学、あるいは生命科学に関

わる高度専門分野を牽引して新たな価値の創成の

ために貢献しようとする人 

 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

物質創製、生物資源利用の基礎としての化学、生

命科学に関する高度な専門知識、論理的思考力、製

品開発等への応用力を持つとともに、関連分野に関

する幅広い先端知識を基礎とした分野横断的な多

角的視点に基づいた展開力を持ち、化学、生命科学

分野において明確な問題意識を持ちつつ、自立して

研究を遂行し、化学的、生物学的な視点から科学・

技術・産業・社会の諸領域において専門的な職業を

牽引できる高度な能力、それに加えて新たな価値を

創成できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

高度な専門知識とともに、解析能力を有し、問題点を

探求し論理的な思考をもとに解決できる能力を養う

学修を実施する。 

【学修方法】 

選択科目、研究指導クラスター科目及び専門科目の

講義・演習や、研究活動等により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により到

達度を客観的に評価する。 

１．化学、あるいは生命科学に関する高度な専門知

識・技能と分野横断的な多角的視点に基づいた論理

的思考を身につけ、明確な問題意識をもって自立し

て研究を遂行し、技術の進歩並びに知の深化及び総

合化に努めるなど高度専門的な職業に従事できる

卓越した能力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、化学、あるいは生命科学分野に関する深い知

識と広範な応用力や展開力、独自の発想力や豊かな

創造力をもって、他者と協働して地域と国際社会の

発展のために高度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、化学、応用化学、あるいは生命科学に関

わる高度専門分野を牽引して新たな価値の創成の

ために貢献しようとする人 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、化

学、生命科学分野及びその関連分野を総合的に 

理解し、多角的な視点に基づく独創的な発想力や豊

かな創造力により、実践的に研究を主導・牽引でき

る能力を有する。 

 

【学修内容】 

地域社会における豊かで健全な社会発展を、安全性と

信頼性をベースとした、高い視野から物事を捉え、判

断する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等の少人数指導や、個別指導による

研究内容の対外発表指導及び博士論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査により評

価する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力及び指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 

国際共同研究や国際学会での発表等や地域企業との

共同研究等を通じて学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 

 

 

（創成科学研究科：創成科学専攻 機械科学系プログラム） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

機械科学系プログラムでは、次に掲げる目標を達

成した学生に博士の学位を授与する。 

 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

機械工学に関する高度な専門知識、論理的思考

力、製品開発等への応用力を持つとともに、関連分

野に関する幅広い先端知識を基礎とした分野横断

的な多角的視点に基づいた展開力を持ち、機械工学

分野において明確な問題意識を持ちつつ、自立して

研究を遂行し、機械工学的な視点から科学・技術・

産業・社会の諸領域において専門的な職業を牽引で

きる高度な能力、それに加えて新たな価値を創成で

きる能力を有する。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、機

械工学分野及びその関連分野を総合的に理解し、多

角的な視点に基づく独創的な発想力や豊かな創造

機械科学系プログラムでは、学位授与の方針で示す

能力を持った人材を育成するために、以下の方針で教

育課程を編成する。 

１．教育課程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

機械工学分野に関する深い知識に根ざした論理的

分析能力と課題探求・問題解決能力を修得させる研究

指導科目、及び研究課題に関連した多角的な視点を涵

養することができる授業科目及び研究指導科目とに

よって教育課程を編成し、学識と研究能力及び高度専

門職業能力に加え、多角的な視点から社会の変化や要

求に柔軟に対応できる自律的な応用力と創造力、持続

可能な開発目標に配慮した当該分野の発展を推進で

きる能力、さらには自身の研究を客観的に分析評価で

きる能力を修得できる機会を提供する。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

機械科学系プログラムでは、機械工学に関する高

度な専門知識・技能と分野横断的な多角的視点に基

づいた論理的思考によって、科学・技術・産業・社

会の諸領域において新たな価値を創成できる高度

専門職業人、研究者、あるいは起業家人材を養成す

るため、課題に対して自ら積極的に取り組む主体

性、社会の多様性を理解できる能力、協働性をもっ

た次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

１．機械工学に関する高度な専門知識・技能と分野

横断的な多角的視点に基づいた論理的思考を身に

つけ、明確な問題意識をもって自立して研究を遂行

し、技術の進歩並びに知の深化及び総合化に努める

など高度専門的な職業に従事できる卓越した能力

を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を
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力により、実践的に研究を主導・牽引できる能力を

有する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

有するとともに、機械工学分野及びその関連分野を総

合的に理解し、多角的な視野に基づいた独自の発想力

や豊かな想像力、広範な応用力及び展開力をもって、

自立して研究を主導・牽引できる能力を育む機会を提

供する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、機械工学分野に関する問題点

や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国内外に発信

できる能力を育む機会を提供するとともに、豊かで健

全かつ持続可能な国際社会を構築するための国際交

流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業界の要

請に応えて指導的立場に立って産業活性化に貢献で

きる能力を涵養できる機会を提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

有し、機械工学分野に関する深い知識と広範な応用

力や展開力、独自の発想力や豊かな創造力をもっ

て、他者と協働して地域と国際社会の発展のために

高度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、機械工学に関わる高度専門分野を牽引し

て新たな価値の創成のために貢献しようとする人 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

機械工学に関する高度な専門知識、論理的思考

力、製品開発等への応用力を持つとともに、関連分

野に関する幅広い先端知識を基礎とした分野横断

的な多角的視点に基づいた展開力を持ち、機械工学

分野において明確な問題意識を持ちつつ、自立して

研究を遂行し、機械工学的な視点から科学・技術・

産業・社会の諸領域において専門的な職業を牽引で

きる高度な能力、それに加えて新たな価値を創成で

きる能力を有する。 

 

【学修内容】 

高度な専門知識とともに、解析能力を有し、問題点を

探求し論理的な思考をもとに解決できる能力を養う

学修を実施する。 

【学修方法】 

選択科目、研究指導クラスター科目及び専門科目の

講義・演習や、研究活動等により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。 

１．機械工学に関する高度な専門知識・技能と分野

横断的な多角的視点に基づいた論理的思考を身に

つけ、明確な問題意識をもって自立して研究を遂行

し、技術の進歩並びに知の深化及び総合化に努める

など高度専門的な職業に従事できる卓越した能力

を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、機械工学分野に関する深い知識と広範な応用

力や展開力、独自の発想力や豊かな創造力をもっ

て、他者と協働して地域と国際社会の発展のために

高度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、機械工学に関わる高度専門分野を牽引し

て新たな価値の創成のために貢献しようとする人 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、機

械工学分野及びその関連分野を総合的に理解し、多

角的な視点に基づく独創的な発想力や豊かな創造

力により、実践的に研究を主導・牽引できる能力を

有する。 

 

【学修内容】 

地域社会における豊かで健全な社会発展を、安全性と

信頼性をベースとした、高い視野から物事を捉え、判

断する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等の少人数指導や、個別指導による

研究内容の対外発表指導及び博士論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査により評

価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力及び指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 

国際共同研究や国際学会での発表等や地域企業との

共同研究等を通じて学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 

 

（創成科学研究科：創成科学専攻 電気電子物理科学系プログラム） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

電気電子物理科学系プログラムでは、次に掲げる

目標を達成した学生に博士の学位を授与する。 

 

１. 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

電気電子工学、物理学に関する高度な専門知識、

論理的思考力、製品開発等への応用力を持つととも

に、関連分野に関する幅広い先端知識を基礎とした

分野横断的な多角的視点に基づいた展開力を持ち、

電気電子工学、物理学分野において明確な問題意識

を持ちつつ、自立して研究を遂行し、電気電子工学、

物理学的な視点から科学・技術・産業・社会の諸領

域において専門的な職業を牽引できる高度な能力、

それに加えて新たな価値を創成できる能力を有す

る。 

 

２. 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

電気電子物理科学系プログラムでは、学位授与の方

針で示す能力を持った人材を養成するために、以下の

方針で教育課程を編成する。 

 

１．教育課程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

電気電子工学および物理学分野に関する深い知識

に根ざした論理的分析能力と課題探求・問題解決能力

を修得させる研究指導科目、及び研究課題に関連した

多角的な視点を涵養することができる授業科目及び

研究指導科目とによって教育課程を編成し、学識と研

究能力及び高度専門職業能力に加え、多角的な視点か

ら社会の変化や要求に柔軟に対応できる自律的な応

用力と創造力、持続可能な開発目標に配慮した当該分

野の発展を推進できる能力、さらには自身の研究を客

観的に分析評価できる能力を修得できる機会を提供

電気電子物理科学系プログラムでは、電気電子工

学、あるいは物理学に関する高度な専門知識・技能

と分野横断的な多角的視点に基づいた論理的思考

によって、科学・技術・産業・社会の諸領域におい

て新たな価値を創成できる高度専門職業人、研究

者、あるいは起業家人材を養成するため、課題に対

して自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性を

理解できる能力、協働性をもった次のような人を求

める。 

 

●求める人物像 

１．電気電子工学、あるいは物理学に関する高度な

専門知識・技能と分野横断的な多角的視点に基づい

た論理的思考を身につけ、明確な問題意識をもって

自立して研究を遂行し、技術の進歩並びに知の深化

及び総合化に努めるなど高度専門的な職業に従事
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高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、電

気電子工学、物理学分野及びその関連分野を総合的

に理解し、多角的な視点に基づく独創的な発想力や

豊かな創造力により、実践的に研究を主導・牽引で

きる能力を有する。 

 

３. 国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

する。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

有するとともに、電気電子工学、物理学分野及びその

関連分野を総合的に理解し、多角的な視野に基づいた

独自の発想力や豊かな想像力、広範な応用力及び展開

力をもって、自立して研究を主導・牽引できる能力を

育む機会を提供する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、電気電子工学、物理学分野に

関する問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、

国内外に発信できる能力を育む機会を提供するとと

もに、豊かで健全かつ持続可能な国際社会を構築する

ための国際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会

や産業界の要請に応えて指導的立場に立って産業活

性化に貢献できる能力を涵養できる機会を提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

できる卓越した能力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、電気電子工学、あるいは物理学分野に関する

深い知識と広範な応用力や展開力、独自の発想力や

豊かな創造力をもって、他者と協働して地域と国際

社会の発展のために高度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、電気電子工学、物理学に関わる高度専門

分野を牽引して新たな価値の創成のために貢献し

ようとする人 

 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

1. 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

電気電子工学、物理学に関する高度な専門知識、

論理的思考力、製品開発等への応用力を持つとと

もに、関連分野に関する幅広い先端知識を基礎と

した分野横断的な多角的視点に基づいた展開力を

持ち、電気電子工学、物理学分野において明確な問

題意識を持ちつつ、自立して研究を遂行し、電気電

子工学、物理学的な視点から科学・技術・産業・社

会の諸領域において専門的な職業を牽引できる高

度な能力、それに加えて新たな価値を創成できる

能力を有する。 

 

【学修内容】 

高度な専門知識とともに、解析能力を有し、問題点を

探求し論理的な思考をもとに解決できる能力を養う

学修を実施する。 

【学修方法】 

選択科目、研究指導クラスター科目及び専門科目の

講義・演習や、研究活動等により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。 

１．電気電子工学、あるいは物理学に関する高度な

専門知識・技能と分野横断的な多角的視点に基づ

いた論理的思考を身につけ、明確な問題意識をも

って自立して研究を遂行し、技術の進歩並びに知

の深化及び総合化に努めるなど高度専門的な職業

に従事できる卓越した能力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感

を有し、電気電子工学、あるいは物理学分野に関す

る深い知識と広範な応用力や展開力、独自の発想

力や豊かな創造力をもって、他者と協働して地域

と国際社会の発展のために高度に貢献しようとす

る人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、電気電子工学、物理学に関わる高度専門

分野を牽引して新たな価値の創成のために貢献し

ようとする人 

 

2. 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、

電気電子工学、物理学分野及びその関連分野を総

合的に理解し、多角的な視点に基づく独創的な発

想力や豊かな創造力により、実践的に研究を主導・

牽引できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

地域社会における豊かで健全な社会発展を、安全性と

信頼性をベースとした、高い視野から物事を捉え、判

断する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等の少人数指導や、個別指導による

研究内容の対外発表指導及び博士論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査により評

価する。 

3. 国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、

国内外に発信できるコミュニケーション能力、豊

かで健全かつ持続可能な国際社会を構築するため

の国際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会

や産業界の要請に応えて指導的立場に立って産業

活性化に貢献できる能力を有する。 

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力及び指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 

国際共同研究や国際学会での発表等や地域企業との

共同研究等を通じて学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 

 

（創成科学研究科：創成科学専攻 知能情報・数理科学系プログラム） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

知能情報・数理科学系プログラムでは、次に掲げ

る目標を達成した学生に博士の学位を授与する。 

 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

情報工学、知能工学、数理科学に関する高度な専

門知識、論理的思考力、製品開発等への応用力を持

つとともに、関連分野に関する幅広い先端知識を基

礎とした分野横断的な多角的視点に基づいた展開

力を持ち、情報工学、知能工学、数理科学分野にお

いて明確な問題意識を持ちつつ、自立して研究を遂

行し、情報工学的、知能工学的、数理科学的な視点

知能情報・数理科学系プログラムでは、学位授与の

方針で示す能力を持った人材を育成するために、以下

の方針で教育課程を編成する。 

 

１．教育課程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

基盤となる情報工学・知能工学・数理科学分野に関

する深い知識に根ざした論理的分析能力と課題探求・

問題解決能力を修得させる研究指導科目、及び研究課

題に関連した多角的な視点を涵養することができる

授業科目及び研究指導科目とによって教育課程を編

知能情報・数理科学系プログラムでは、情報工学、

知能工学、あるいは数理科学に関する高度な専門知

識・技能と分野横断的な多角的視点に基づいた論理

的思考によって、科学・技術・産業・社会の諸領域

において新たな価値を創成できる高度専門職業人、

研究者、あるいは起業家人材を養成するため、課題

に対して自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様

性を理解できる能力、協働性をもった次のような人

を求める。 

 

●求める人物像 



29 
 

から科学・技術・産業・社会の諸領域において専門

的な職業を牽引できる高度な能力、それに加えて新

たな価値を創成できる能力を有する。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、情

報工学、知能工学、数理科学及びその関連分野を総

合的に理解し、多角的な視点に基づく独創的な発想

力や豊かな創造力により、実践的に研究を主導・牽

引できる能力を有する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

成し、学識と研究能力及び高度専門職業能力に加え、

多角的な視点から社会の変化や要求に柔軟に対応で

きる自律的な応用力と創造力、持続可能な開発目標に

配慮した当該分野の発展を推進できる能力、さらには

自身の研究を客観的に分析評価できる能力を修得で

きる機会を提供する。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

有するとともに、情報工学、知能工学、数理科学分野

及びその関連分野を総合的に理解し、多角的な視野に

基づいた独自の発想力や豊かな想像力、広範な応用力

及び展開力をもって、自立して研究を主導・牽引でき

る能力を育む機会を提供する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、情報工学、知能工学、数理科

学分野に関する問題点や研究成果を論理的かつ明確

に表現し、国内外に発信できる能力を育む機会を提供

するとともに、豊かで健全かつ持続可能な国際社会を

構築するための国際交流に積極的に貢献できる能力、

及び社会や産業界の要請に応えて指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を涵養できる機会を

提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

１．情報工学・知能工学・数理科学に関する高度な

専門知識・技能と分野横断的な多角的視点に基づい

た論理的思考を身につけ、明確な問題意識をもって

自立して研究を遂行し、技術の進歩並びに知の深化

及び総合化に努めるなど高度専門的な職業に従事

できる卓越した能力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、情報工学、知能工学、あるいは数理科学分野

に関する深い知識と広範な応用力や展開力、独自の

発想力や豊かな創造力をもって、他者と協働して地

域と国際社会の発展のために高度に貢献しようと

する人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、情報工学・知能工学・数理科学に関わる

高度専門分野を牽引して新たな価値の創成のため

に貢献しようとする人 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

情報工学、知能工学、数理科学に関する高度な専

門知識、論理的思考力、製品開発等への応用力を持

つとともに、関連分野に関する幅広い先端知識を基

礎とした分野横断的な多角的視点に基づいた展開

力を持ち、情報工学、知能工学、数理科学分野にお

いて明確な問題意識を持ちつつ、自立して研究を遂

行し、情報工学的、知能工学的、数理科学的な視点

から科学・技術・産業・社会の諸領域において専門

的な職業を牽引できる高度な能力、それに加えて新

たな価値を創成できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

高度な専門知識とともに、解析能力を有し、問題点を

探求し論理的な思考をもとに解決できる能力を養う

学修を実施する。 

【学修方法】 

選択科目、研究指導クラスター科目及び専門科目の

講義・演習や、研究活動等により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。 

１．情報工学・知能工学・数理科学に関する高度な

専門知識・技能と分野横断的な多角的視点に基づい

た論理的思考を身につけ、明確な問題意識をもって

自立して研究を遂行し、技術の進歩並びに知の深化

及び総合化に努めるなど高度専門的な職業に従事

できる卓越した能力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、情報工学、知能工学、あるいは数理科学分野

に関する深い知識と広範な応用力や展開力、独自の

発想力や豊かな創造力をもって、他者と協働して地

域と国際社会の発展のために高度に貢献しようと

する人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、情報工学・知能工学・数理科学に関わる

高度専門分野を牽引して新たな価値の創成のため

に貢献しようとする人 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、情

報工学、知能工学、数理科学及びその関連分野を総

合的に理解し、多角的な視点に基づく独創的な発想

力や豊かな創造力により、実践的に研究を主導・牽

引できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

地域社会における豊かで健全な社会発展を、安全性と

信頼性をベースとした、高い視野から物事を捉え、判

断する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等の少人数指導や、個別指導による

研究内容の対外発表指導及び博士論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査により評

価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力及び指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 

国際共同研究や国際学会での発表等や地域企業との

共同研究等を通じて学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 
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（創成科学研究科：創成科学専攻 生物資源学系プログラム） 【博士（農学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

生物資源学系プログラムでは、次に掲げる目標を

達成した学生に博士の学位を授与する。 

 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物資源学に関する高度な専門知識、論理的思考

力、製品開発等への応用力を持つとともに、関連分

野に関する幅広い先端知識を基礎とした分野横断

的な多角的視点に基づいた展開力を持ち、生物資源

学分野において明確な問題意識を持ちつつ、自立し

て研究を遂行し、生物資源学的な視点から科学・技

術・産業・社会の諸領域において専門的な職業を牽

引できる高度な能力、それに加えて新たな価値を創

成できる能力を有する。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、生

物資源学及びその関連分野を総合的に理解し、多角

的な視点に基づく独創的な発想力や豊かな創造力

により、実践的に研究を主導・牽引できる能力を有

する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

生物資源学系プログラムでは、学位授与の方針で示

す能力を持った人材を育成するために、以下の方針で

教育過程を編成する。 

 

１．教育過程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物資源学分野に関する深い知識に根ざした論理

的分析能力と課題探求・問題解決能力を修得させる研

究指導科目、及び研究課題に関連した多角的な視点を

涵養することができる授業科目及び研究指導科目と

によって教育課程を編成し、学識と研究能力及び高度

専門職業能力に加え、多角的な視点から社会の変化や

要求に柔軟に対応できる自律的な応用力と創造力、持

続可能な開発目標に配慮した当該分野の発展を推進

できる能力、さらには自身の研究を客観的に分析評価

できる能力を修得できる機会を提供する。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

有するとともに、生物資源学分野及びその関連分野を

総合的に理解し、多角的な視野に基づいた独自の発想

力や豊かな想像力、広範な応用力及び展開力をもっ

て、自立して研究を主導・牽引できる能力を育む機会

を提供する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、生物資源学分野に関する問題

点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国内外に発

信できる能力を育む機会を提供するとともに、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国際

交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業界の

要請に応えて指導的立場に立って産業活性化に貢献

できる能力を涵養できる機会を提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

生物資源学系プログラムでは、生物資源学に関す

る高度な専門知識・技能と分野横断的な多角的視点

に基づいた論理的思考によって、科学・技術・産業・

社会の諸領域において新たな価値を創成できる高

度専門職業人、研究者、あるいは起業家人材を養成

するため、課題に対して自ら積極的に取り組む主体

性、社会の多様性を理解できる能力、協働性をもっ

た次のような人を求める。 

 

●求める人物像 

１．生物資源学に関する高度な専門知識・技能と分

野横断的な多角的視点に基づいた論理的思考を身

につけ、明確な問題意識をもって自立して研究を遂

行し、技術の進歩並びに知の深化及び総合化に努め

るなど高度専門的な職業に従事できる卓越した能

力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、生物資源学分野に関する深い知識と広範な応

用力や展開力、独自の発想力や豊かな創造力をもっ

て、他者と協働して地域と国際社会の発展のために

高度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、生物資源学に関わる高度専門分野を牽引

して新たな価値の創成のために貢献しようとする

人 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

生物資源学に関する高度な専門知識、論理的思考

力、製品開発等への応用力を持つとともに、関連分

野に関する幅広い先端知識を基礎とした分野横断

的な多角的視点に基づいた展開力を持ち、生物資源

学分野において明確な問題意識を持ちつつ、自立し

て研究を遂行し、生物資源学的な視点から科学・技

術・産業・社会の諸領域において専門的な職業を牽

引できる高度な能力、それに加えて新たな価値を創

成できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

高度な専門知識とともに、解析能力を有し、問題点を

探求し論理的な思考をもとに解決できる能力を養う

学修を実施する。 

【学修方法】 

選択科目、研究指導クラスター科目及び専門科目の

講義・演習や、研究活動等により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。 

１．生物資源学に関する高度な専門知識・技能と分

野横断的な多角的視点に基づいた論理的思考を身

につけ、明確な問題意識をもって自立して研究を遂

行し、技術の進歩並びに知の深化及び総合化に努め

るなど高度専門的な職業に従事できる卓越した能

力を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、生物資源学分野に関する深い知識と広範な応

用力や展開力、独自の発想力や豊かな創造力をもっ

て、他者と協働して地域と国際社会の発展のために

高度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、生物資源学に関わる高度専門分野を牽引

して新たな価値の創成のために貢献しようとする

人 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、生

物資源学及びその関連分野を総合的に理解し、多角

的な視点に基づく独創的な発想力や豊かな創造力

により、実践的に研究を主導・牽引できる能力を有

する。 

 

【学修内容】 

地域社会における豊かで健全な社会発展を、安全性と

信頼性をベースとした、高い視野から物事を捉え、判

断する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等の少人数指導や、個別指導による

研究内容の対外発表指導及び博士論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査により評

価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力及び指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 

国際共同研究や国際学会での発表等や地域企業との

共同研究等を通じて学修させる。 
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【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 

 

（創成科学研究科：創成科学専攻 光科学系プログラム） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

光科学系プログラムでは、次に掲げる目標を達成

した学生に博士の学位を授与する。 

 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

光科学に関する高度な専門知識、論理的思考力、

製品開発等への応用力を持つとともに、関連分野に

関する幅広い先端知識を基礎とした分野横断的な

多角的視点に基づいた展開力を持ち、光科学分野に

おいて明確な問題意識を持ちつつ、自立して研究を

遂行し、光科学的な視点から科学・技術・産業・社

会の諸領域において専門的な職業を牽引できる高

度な能力、それに加えて新たな価値を創成できる能

力を有する。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、光

科学及びその関連分野を総合的に理解し、多角的な

視点に基づく独創的な発想力や豊かな創造力によ

り、実践的に研究を主導・牽引できる能力を有する。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

光科学系プログラムでは、学位授与の方針で示す能

力を持った人材を育成するために、以下の方針で教育

課程を編成する。 

 

１．教育課程の編成と教育方法 

(1) 学識と研究能力及び高度専門職業能力 

光科学分野に関する深い知識に根ざした論理的分

析能力と課題探求・問題解決能力を修得させる研究指

導科目、及び研究課題に関連した多角的な視点を涵養

することができる授業科目及び研究指導科目とによ

って教育課程を編成し、学識と研究能力及び高度専門

職業能力に加え、多角的な視点から社会の変化や要求

に柔軟に対応できる自律的な応用力と創造力、持続可

能な開発目標に配慮した当該分野の発展を推進でき

る能力、さらには自身の研究を客観的に分析評価でき

る能力を修得できる機会を提供する。 

(2) 倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、高い倫理観と強固な責任感を

有するとともに、光科学分野及びその関連分野を総合

的に理解し、多角的な視野に基づいた独自の発想力や

豊かな想像力、広範な応用力及び展開力をもって、自

立して研究を主導・牽引できる能力を育む機会を提供

する。 

(3) 国際的発信力及び社会貢献能力 

博士論文作成に係る研究指導体制を整備した体系

的な教育課程を編成し、光科学分野に関する問題点や

研究成果を論理的かつ明確に表現し、国内外に発信で

きる能力を育む機会を提供するとともに、豊かで健全

かつ持続可能な国際社会を構築するための国際交流

に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業界の要請

に応えて指導的立場に立って産業活性化に貢献でき

る能力を涵養できる機会を提供する。 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して独

創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求められ

る高い倫理観やリーダーシップを育む機会を提供す

る。 

３．学修成果の評価 

客観性、厳格性及び公平性を確保するため、学生に

対して到達目標と成績評価基準をあらかじめ明示し、

当該基準に基づき厳格な評価を行い、博士論文に係る

研究成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

光科学系プログラムでは、光科学に関する高度な

専門知識・技能と分野横断的な多角的視点に基づい

た論理的思考によって、科学・技術・産業・社会の

諸領域において新たな価値を創成できる高度専門

職業人、研究者、あるいは起業家人材を養成するた

め、課題に対して自ら積極的に取り組む主体性、社

会の多様性を理解できる能力、協働性をもった次の

ような人を求める。 

 

●求める人物像 

１．光科学に関する高度な専門知識・技能と分野横

断的な多角的視点に基づいた論理的思考を身につ

け、明確な問題意識をもって自立して研究を遂行

し、技術の進歩並びに知の深化及び総合化に努める

など高度専門的な職業に従事できる卓越した能力

を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、光科学分野に関する深い知識と広範な応用力

や展開力、独自の発想力や豊かな創造力をもって、

他者と協働して地域と国際社会の発展のために高

度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、光科学に関わる高度専門分野を牽引して

新たな価値の創成のために貢献しようとする人 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識と研究能力及び高度専門職業能力 

光科学に関する高度な専門知識、論理的思考力、

製品開発等への応用力を持つとともに、関連分野に

関する幅広い先端知識を基礎とした分野横断的な

多角的視点に基づいた展開力を持ち、光科学分野に

おいて明確な問題意識を持ちつつ、自立して研究を

遂行し、光科学的な視点から科学・技術・産業・社

会の諸領域において専門的な職業を牽引できる高

度な能力、それに加えて新たな価値を創成できる能

力を有する。 

【学修内容】 

高度な専門知識とともに、解析能力を有し、問題点を

探求し論理的な思考をもとに解決できる能力を養う

学修を実施する。 

【学修方法】 

選択科目、研究指導クラスター科目及び専門科目の

講義・演習や、研究活動等により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。 

１．光科学に関する高度な専門知識・技能と分野横

断的な多角的視点に基づいた論理的思考を身につ

け、明確な問題意識をもって自立して研究を遂行

し、技術の進歩並びに知の深化及び総合化に努める

など高度専門的な職業に従事できる卓越した能力

を修得しようとする人 

 

２．研究遂行に関わる高い倫理観と強固な責任感を

有し、光科学分野に関する深い知識と広範な応用力

や展開力、独自の発想力や豊かな創造力をもって、

他者と協働して地域と国際社会の発展のために高

度に貢献しようとする人 

 

３．高度な国際的視野を有し、世界水準の研究成果

を発信し、光科学に関わる高度専門分野を牽引して

新たな価値の創成のために貢献しようとする人 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び展開力 

高い倫理観と強固な責任感を有するとともに、光

科学及びその関連分野を総合的に理解し、多角的な

視点に基づく独創的な発想力や豊かな創造力によ

り、実践的に研究を主導・牽引できる能力を有する。 

 

【学修内容】 

地域社会における豊かで健全な社会発展を、安全性と

信頼性をベースとした、高い視野から物事を捉え、判

断する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等の少人数指導や、個別指導による

研究内容の対外発表指導及び博士論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験やルーブリックを適用したレポート等により

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査により評

価する。 

３．国際的発信力及び社会貢献能力 

問題点や研究成果を論理的かつ明確に表現し、国

内外に発信できるコミュニケーション能力、豊かで

健全かつ持続可能な国際社会を構築するための国

際交流に積極的に貢献できる能力、及び社会や産業

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力及び指導的立場に立っ

て産業活性化に貢献できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 



32 
 

界の要請に応えて指導的立場に立って産業活性化

に貢献できる能力を有する。 

国際共同研究や国際学会での発表等や地域企業との

共同研究等を通じて学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 

 

  



33 
 

医学研究科 
大学院の目的（大学院学則 第 1 条）  学部（学科）の教育研究上の目的（研究科規則等から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

 本研究科は、持続可能な地域社会を目指して、文化環境・社会環境・自然環境

を総合・融合・俯瞰する環境調和型の地域社会づくりに携わる人材、並びに、 地域再

生・地域創生の担い手となる教育研究者及び専門的実務者を養成するこ 

とを目的とする。 

医学研究科 修士課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 
 

１．知識 

医学以外の多様な専門性を持つ学生の個性を

活かすとともに、体系的、統合的に基礎医学から先端

医学まで幅広い知識を身につけている。 

 

２．技能 

生命科学の研究手技、技能を理解し、先端的知見を

得るための技術を修得して国際展開するための

能力を有する。 

 

３．倫理性・社会性 

医学分野の高度専門職業人及び研究者として、 

生命倫理を尊重し、医学教育研究に熱意を持ち、 

進歩する高度先進医療に国際的な視野をもって対

応することができる。 

 

４．実践力・思考力 

医学に関する幅広い知識、技能に裏付けられた実践

力を身につけ、医学・医療の学際的融合領域を推進す

るための先進的思考力を備えている。 

医学研究科修士課程では、高度化する医療技術の進歩

に対応できる専門的人材を養成することをめざし、

以下の方針で教育課程を編成・実施します。 

 

１．原則として医学研究科博士課程に進学するものと想

定し、修士２年・博士４年の一貫した教育構想を基本

としたカリキュラム。 

 

２． 医学科以外の出身者を入学対象者としていること

から、多様な専門的背景を持つ学生の個性に配慮した

カリキュラム。 
 

３．基礎医学から先端医学研究分野へ至るまで、知

識・技能を体系的、総合的に理解、修得できるカリキ

ュラム。 

 

４．医学に関わる高度専門職業人及び研究者を育成する

ため、その精神の根本となる生命倫理教育を肝要とし、

臨床的思考や国際的視野を育む内容を具備したカリキ

ュラム。 

医学研究科では、その理念、目標、学位授与の方針

（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、卓越

した学術および文化を継承するとともに学びの志と進

取の気風をもち、未来へ飛躍する人材を養成するため、

課題に対し自ら積極的に取り組む主体性、協働性をも

った次のような人を求めています。 

 

【修士課程】 

医学研究科修士課程では、その理念、目標、学位

授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程

編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏ま

え、卓越した学術および文化を継承するとともに学び

の志と進取の気風をもち、未来へ飛躍する人材を養成

するため、課題に対し自ら積極的に取り組む主体性、

社会の多様性を理解できる能力、協働性をもった次の

ような人を求めています。 

 

 

●求める人物像 

・最新の医学・生命医科学・医療に関する知識と技

術を学ぶ熱意と能力を有する人 

・医学・生命医科学・医療の研究を遂行するため 

の生命倫理を尊重できる人 

 

（医学研究科：医科学専攻 修士課程） 【修士（医科学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた学生に修士の学

位を授与します。 
 

１．知識 

医学以外の多様な専門性を持つ学生の個性を

活かすとともに、体系的、統合的に基礎医学から先端

医学まで幅広い知識を身につけている。 

 

２．技能 

生命科学の研究手技、技能を理解し、先端的知見を

得るための技術を修得して国際展開するための

能力を有する。 

 

３．倫理性・社会性 

医学分野の高度専門職業人及び研究者として、 

生命倫理を尊重し、医学教育研究に熱意を持ち、 

進歩する高度先進医療に国際的な視野をもって対

応することができる。 

 

４．実践力・思考力 

医学に関する幅広い知識、技能に裏付けられた実践力

を身につけ、医学・医療の学際的融合領域を推進する

ための先進的思考力を備えている。 

医科学専攻では、高度化する医療技術の進歩に対応で

きる専門的人材を養成することをめざし、以下の方針で

教育課程を編成・実施します。 

 

１．原則として医学研究科博士課程に進学するものと想

定し、修士２年・博士４年の一貫した教育構想を基本

としたカリキュラム。 

 

２．医学科以外の出身者を入学対象者としていることか

ら、多様な専門的背景を持つ学生の個性に配慮したカ

リキュラム。 
 

３．基礎医学から先端医学研究分野へ至るまで、知

識・技能を体系的、総合的に理解、修得できるカリキ

ュラム。 

 

４．医学に関わる高度専門職業人及び研究者を育成する

ため、その精神の根本となる生命倫理教育を肝要とし、

臨床的思考や国際的視野を育む内容を具備したカリキュ

ラム。 

医科学専攻では、医学科以外の出身者に医学に関す

る幅広い知識とともに先端的医科学の教育を行

い、多様な背景をもつ医学関連分野の指導的職業人や

医学関連分野で博士課程に進学する者を育成す

ることを目的としています。このような目的に基づ

き、つぎのような人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

生命科学の専門知識と論理的思考力を持ち、医学

上の未解決の問題を解決すべく意欲と情熱を持

って取り組むことができる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生命倫理を尊重し、論理的思考、的確な判断力と正

しい実験方法・調査方法によって医学上の課題に解答

を与えることができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

世界水準を目指す研究成果を発信し、医学の発

展のために貢献しようとする人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

個別学力試験では、英語の読解力・表現力及び専

門分野に関する知識・技能を評価します。面接で

は、出願書類を参考に、その内容に関  連する事項

について質疑応答を行い、主として知識技能、関

心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協

働性を総合して評価します。 

社会人入試 

個別学力試験では、英語の読解力・表現力及び専

門分野に関する知識・技能を評価します。面接で

は、出願書類を参考に、その内容に関  連する事項

について質疑応答を行い、主として知識技能、関

心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協働

性を総合して評価します。その他に、社会人大学院

生としての志望動機、就学環境、大学院修了後のビ

ジョンについても評価します。 

外国人留学生入試 
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個別学力試験では、英語の読解力・表現力及び専門分

野に関する知識・技能を評価します。面接では、試問

試験を含み、主として知識技  能、関心・意欲、思考

力・判断力・表現力、主体性、協働性を総合して評価し

ます。また、日本語能力についても評価します。 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．知識 

医学以外の多様な専門性を持つ学生の個性を

活かすとともに、体系的、統合的に基礎医学から先端

医学まで幅広い知識を身につけている。 

【学修内容】 

必修科目である「プロテオミクス概論」、「ヒューマンサイ

エンス（病理病態学）」、「臨床医学概論」及び医療系研究科

が共通で開講している「臨床心理学」、 

「医療系分野における知的財産学概論」、「心身健康と環境

ストレス」等を選択科目として受講させ、幅広い知識を学

修させる。 

【学修方法】 

講義については、対面又は e-learning の形式で行

う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポート提出により、理解度を客観的に評

価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

生命科学の専門知識と論理的思考力を持ち、医学

上の未解決の問題を解決すべく意欲と情熱を持

って取り組むことができる人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生命倫理を尊重し、論理的思考、的確な判断力と正

しい実験方法・調査方法によって医学上の課題に解答

を与えることができる人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

世界水準を目指す研究成果を発信し、医学の発

展のために貢献しようとする人 

 ２．技能 

生命科学の研究手技、技能を理解し、先端的知

見を得るための技術を修得して国際展開するため

の能力を有する。 

【学修内容】 

医療系研究科が共通で開講している「社会医学・疫学・

医学統計概論」、「生命科学の研究手法」、「英語論文作成法」等を

選択科目として受講させ、生命科学の研究手技等を修得さ

せる。 

【学修方法】 

講義については、対面又は e-learning の形式で行

う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポート提出により、理解度や技能の修得 

度を客観的に評価する。 

３．倫理性・社会性 

医学分野の高度専門職業人及び研究者として、 

生命倫理を尊重し、医学教育研究に熱意を持ち、 

進歩する高度先進医療に国際的な視野をもって対

応することができる。 

【学修内容】 

必修科目である「生命倫理概論」を受講させ、生命

倫理に関わる基本的知識を修得させる。 

【学修方法】 

講義については、対面又は e-learning の形式で行

う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポート提出により、理解度を客観的に評

価する。 

４．実践力・思考力 

医学に関する幅広い知識、技能に裏付けられた

実践力を身につけ、医学・医療の学際的融合領域

を推進するための先進的思考力を備えている。 

【学修内容】 

専門科目における演習や特別研究を通じて、研究課題

を見出させ、研究活動を行う中で先進的思考力を修得さ

せる。 

【学修方法】 

演習及び実習等を行う。 

【学修成果の評価方法】 

発表や口頭試問等を通じて、客観的に評価する。 
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医学研究科 博士課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた学生に博士の学

位を授与します。 

 

１．学識 

最先端の医学・生命医科学の研究活動に必要な高度

の研究能力と医療の高度化に寄与しうる高い専

門知識と豊かな学識を身につけている。 

 

２．技術・展開力 

最先端の専門的知識・高度な技術を備えるとともに、

広範な応用力、洞察力、創造力を身につけ、 国際的に

活躍できる技術とその展開力を備えている。ま

た、生涯にわたって自己研鑽する態度を身につけてい

る。 

 

３．倫理性・社会性 

最先端研究を行える研究者及び地域と世界で

活躍する医療関係従事者として、生命倫理を第一義

に、深い探求心と情熱を持ち、地域や国を越えて社会

貢献する意志と意欲を身につけている。 

 

４．リーダー力 

医学の進歩と社会福祉の向上に寄与するため、 

幅広い学識と高度な研究能力に基づき、先進的で個

性的な研究を推進、結実させ、未来を指し示すリーダ

ー力を備えている。 

医学研究科博士課程では、医学分野において高度な研

究能力と豊かな学識を備え、高度先進医療を充実・

発展させることができる人材を養成することをめざし、

以下の方針で教育課程を編成・実施します。 

 

１．集学的、学際的な学術研究環境を構築するため、 

特定分野に偏らない共通科目を多く設定するとと

もに、複数の分野の教員による指導体制を設け、 

基礎・臨床医学を融合させたカリキュラム。 

 

２．医学科以外を卒業した学生の受け入れに配慮し

たカリキュラム。 

 

３．研究に必要とされる知識と方法を基本から専門

性の高い領域へと段階的に習得できるように、一

貫性、系統性を確保したカリキュラム。 

 

４．医学領域に関わる先端的研究者及び高度専門医

に必要不可欠である生命倫理教育を必須とし、研

究に対する精神性・社会性の内容を重視した内容

を具備したカリキュラム。 

医学研究科では、その理念、目標、学位授与の方針

（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、卓越

した学術および文化を継承するとともに学びの志と進

取の気風をもち、未来へ飛躍する人材を養成するため、

課題に対し自ら積極的に取り組む主体性、協働性をも

った次のような人を求めています。 

 

【博士課程】 

医学研究科博士課程では、その理念、目標、学

位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育

課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

を踏まえ、卓越した学術および文化を継承するととも

に進取の気風をもち、未来へ飛躍する人材を養成する

ため、課題に対し自ら積極的に取り組む主体性や協働

性をもった次のような人を 求めています。 

 

●求める人物像 

・医学・生命医科学に対する興味と情熱に溢れ、 

その研究に意欲を燃やすことのできる人 

・深い探求心を持ち、高度先進医療の開拓に意欲を

有する人 

・卓越した臨床能力を身につけて、地域医療に貢

献する意欲を有する人 

・高度専門医療人として国際貢献することに意欲 

を有する人 

 

（医学研究科：医学専攻 博士課程） 【博士（医学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた学生に博士の学

位を授与します。 

 

１．学識 

最先端の医学・生命医科学の研究活動に必要な高度

の研究能力と医療の高度化に寄与しうる高い専

門知識と豊かな学識を身につけている。 

 

２．技術・展開力 

最先端の専門的知識・高度な技術を備えるとともに、

広範な応用力、洞察力、創造力を身につけ、 国際的に

活躍できる技術とその展開力を備えている。ま

た、生涯にわたって自己研鑽する態度を身につけてい

る。 

 

３．倫理性・社会性 

最先端研究を行える研究者及び地域と世界で

活躍する医療関係従事者として、生命倫理を第一義

に、深い探求心と情熱を持ち、地域や国を越えて社会

貢献する意志と意欲を身につけている。 

 

４．リーダー力 

医学の進歩と社会福祉の向上に寄与するため、 幅

広い学識と高度な研究能力に基づき、先進的で個性的

な研究を推進、結実させ、未来を指し示すリーダー力を

備えている。 

医学専攻では、医学分野において高度な研究能力と豊

かな学識を備え、高度先進医療を充実・発展させること

ができる人材を養成することをめざし、以下の方針で教

育課程を編成・実施します。 

 

１．集学的、学際的な学術研究環境を構築するため、 

特定分野に偏らない共通科目を多く設定するとと

もに、複数の分野の教員による指導体制を設け、 

基礎・臨床医学を融合させたカリキュラム。 

 

２．医学科以外を卒業した学生の受け入れに配慮し

たカリキュラム。 
 

３．研究に必要とされる知識と方法を基本から専門

性の高い領域へと段階的に習得できるように、一

貫性、系統性を確保したカリキュラム。 

 

４．医学領域に関わる先端的研究者及び高度専門医

に必要不可欠である生命倫理教育を必須とし、研究に

対する精神性・社会性の内容を重視した内容を具備し

たカリキュラム。 

医学専攻では、先端的な医学・生命医科学の研究活

動に必要な高度の研究能力と豊かな学識を備え

た研究者ならびに医療の高度化に寄与しうる高

い専門知識・能力を持った臨床医を育成し、 個性

的な研究を進めるとともに生命倫理を尊重し、

活力のある大学院として医学の進歩と社会福祉の向上

に寄与することを目的としています。このような目

的に基づき、つぎのような人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

医学・生命科学に対する高度な専門知識を身につけ、

自らの問題意識を持って主体的に医学上の未解決の問

題を解決すべく、意欲と情熱を持って取り組むことが

できる人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生命倫理を尊重し、ユニークな発想力や広範な応用

力をもち、独自の研究成果を国内外に発信することが

できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

円滑なコミュニケーションを通して、相手の立 

場や多様性を尊重しながら研究を推進していく

基本姿勢を身につけている人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試（４月入学、秋入学） 

個別学力試験では、英語の読解力・表現力及  び

専門分野に関する知識・技能を評価します。面接

では、試問試験を含み、主として知識技  能、関

心・意欲、思考力・判断力・表現力、主 

体性、協働性を総合して評価します。

社会人入試（４月入学、秋入学） 

個別学力試験では、英語の読解力・表現力及  び

専門分野に関する知識・技能を評価します。面接

では、試問試験を含み、主として知識技  能、関

心・意欲、思考力・判断力・表現力、主 

体性、協働性を総合して評価します。その他に、 社会

人大学院生としての志望動機、就学環境、 大学院

修了後のビジョンについても評価しま す。 

外国人留学生入試（４月入学、秋入学） 
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個別学力試験では、英語の読解力・表現力及  び

専門分野に関する知識・技能を評価します。面接

では、試問試験を含み、主として知識技  能、関

心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協働

性を総合して評価します。また、日 

本語能力についても評価します。 

英語プログラム（渡日前）私費外国人留学生入試 

（４月入学、秋入学） 

書類審査及びインターネットインタビューに

よる面接では、英語の読解力・表現力、専門分野に

関する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

英語プログラム（渡日前）国費外国人留学生入試 

（４月入学） 

書類審査及びインターネットインタビューに

よる面接では、英語の読解力・表現力、専門分野に

関する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

Ｍ.Ｄ.-Ｐｈ.Ｄ.コース特別入試 

面接では、試問試験を含み、主として知識技能、

関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協働

性を総合して評価します。また、Ｍ. Ｄ.-Ｐｈ.Ｄ.コ

ースへの志望動機、修了後のビジョンについても

評価します。 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識 

最先端の医学・生命医科学の研究活動に必要な高度

の研究能力と医療の高度化に寄与しうる高い専

門知識と豊かな学識を身につけている。 

【学修内容】 

必修科目である「生命倫理概論」、「先端医学特論」、

「臨床医科学概論」及び医療系研究科が共通で開講している

「臨床心理学」、「医療系分野における知的財産学概論」、「心

身健康と環境ストレス」等を選択科目として受講させ、研

究能力や専門知識を修得させる。 

【学修方法】 

講義については、対面又は e-learning の形式で行

う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポート提出により、理解度を客観的に評 

価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

医学・生命科学に対する高度な専門知識を身につけ、

自らの問題意識を持って主体的に医学上の未解決の問

題を解決すべく、意欲と情熱を持って取り組むことが

できる人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生命倫理を尊重し、ユニークな発想力や広範な応用

力をもち、独自の研究成果を国内外に発信することが

できる人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

円滑なコミュニケーションを通して、相手の立 

場や多様性を尊重しながら研究を推進していく

基本姿勢を身につけている人 

２．技術・展開力 

最先端の専門的知識・高度な技術を備えるとともに、

広範な応用力、洞察力、創造力を身につけ、 国際的に

活躍できる技術とその展開力を備えている。ま

た・生涯にわたって自己研鑽する態度を身につけてい

る。 

【学修内容】 

医療系研究科が共通で開講している「社会医学・疫学・

医学統計概論」、「生命科学の研究手法」、「英語論文作成法」等を

選択科目として受講させ、専門的知識や高度な技術を修得

させる。 

【学修方法】 

講義については、対面又は e-learning の形式で行

う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポート提出により、理解度や技能の修得度

を客観的に評価する。 

３．倫理性・社会性 

最先端研究を行える研究者及び地域と世界で活躍

する医療関係従事者として、生命倫理を第一義に、 深

い探求心と情熱を持ち、地域や国を越えて社会貢献す

る意志と意欲を身につけている。 

【学修内容】 

必修科目である「生命倫理概論」を受講させ、生命

倫理に関わる知識等を修得させる。 

【学修方法】 

講義については、対面又は e-learning の形式で行

う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポート提出により、理解度を客観的に評

価する。 

４．リーダー力 

医学の進歩と社会福祉の向上に寄与するため、 

幅広い学識と高度な研究能力に基づき、先進的で個

性的な研究を推進、結実させ、未来を指し示すリーダ

ー力を備えている。 

【学修内容】 

専門科目における研究演習や実験実習を通じて、研

究活動や論文作成等に係る幅広い学識や研究推進能力

を修得させる。 

【学修方法】 

演習及び実習等を通して、研究活動等を行う。 

【学修成果の評価方法】 

研究発表や口頭試問等を通じて、客観的に評価す 

る。 
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医科栄養学研究科 
大学院の目的（大学院学則 第 1 条）  学部（学科）の教育研究上の目的（研究科規則等から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

 本研究科は、医療機関や地域社会・産業分野で活躍する高度専門職業人、また

教育研究機関で活躍する先端的な教育研究者の養成を目指し、基礎生命科学か

ら多様な医療関連知識等を含む医科栄養学に関する幅広い教育を行うととも

に、社会の要請に対応できる先導的研究を推進し、教育研究の成果を通じた人 

材育成及び社会貢献により、栄養学の発展に寄与することを目的とする。 

医科栄養学研究科 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 
 

１．高度な理解力 

基礎栄養学、公衆・臨床栄養学の先端情報を取得

し、理解できる能力を有する 
 

２．国際力と高度な専門技能 

英語による栄養科学の知識・知見及び専門的研究

手法や技能を理解し習得している 
 

３．強いリーダーシップ 

臨床栄養管理手法や栄養指導方法を取得し、高度

専門職業人としてリーダーシップを発揮できる 
 

４．強い研究遂行能力と情報発信能力 

基礎研究、臨床研究、調査研究のいずれかの研究手

法を修得し、情報を発信できる 

医科栄養学研究科博士前期課程では、栄養学を基

盤として医療、行政、企業の活動をリードできる高度

専門職業人を養成することをめざし、以下の方針で教

育課程を編成・実施します。 

 

１．必修科目として「人間栄養学特論」、「健康科学特論」、

「臨床栄養学特論」を受講させ、栄養学の高度で幅広い知

識を修得させる。 

 

２．基礎科目として、医療系研究科（医・歯・薬・栄

養・保健）が合同で開講する全専攻系共通カリキュ

ラム科目を受講させ、学際的な基礎的・臨床的知識

を修得させる。 

 

３．専門科目として演習および実習を中心としたカ

リキュラムを構成し、高度専門職業人として必要

な問題を解決する能力を修得させる。 

 

４．生命栄養科学の基本的研究手技、臨床栄養管理の

基本的技能を英語で修得するカリキュラムを受講

させ、社会のオピニオンリーダーとして活動する

能力を修得させる。 

医科栄養学研究科では、学位授与の方針（ディプ

ロマ・ポリシー）および教育課程編成・実施の方針

（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、生命科学お

よび医学に基づいた栄養学の高度な専門知識を持

ち、人々の食生活を改善し、健康の保持・推進に資する

ことができるとともに、日本国内にとどまらず世界

において活躍することを目指す次のような人を求

めています。 

 

【博士前期課程】 

医科栄養学研究科博士前期課程では、学位授与

の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） を踏ま

え、生命科学および医学に基づいた栄養学の高度な

専門知識を持ち、人々の食生活を改善し、 健康の保

持・推進に資することができる、次のような人を求め

ています。 

 

●求める人物像 

・医学に立脚した高度な専門知識と技術を有する

臨床管理栄養士をめざす人 

・栄養施策を企画し、国内外において社会に貢献

することをめざす人 

・栄養学分野の研究・教育機関で活躍することを

めざす人 

 

（医科栄養学研究科：医科栄養学専攻 博士前期課程） 【修士（栄養学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 
 

１．高度な理解力 

基礎栄養学、公衆・臨床栄養学の先端情報を取得

し、理解できる能力を有する 

 

２．国際力と高度な専門技能 

英語による栄養科学の知識・知見及び専門的研究

手法や技能を理解し習得している 
 

３．強いリーダーシップ 

臨床栄養管理手法や栄養指導方法を取得し、高度

専門職業人としてリーダーシップを発揮できる 

 

４．強い研究遂行能力と情報発信能力 

基礎研究、臨床研究、調査研究のいずれかの研究手法

を修得し、情報を発信できる 

医科栄養学専攻では、栄養学を基盤として医療、 行

政、企業の活動をリードできる高度専門職業人を養

成することをめざし、以下の方針で教育課程を編成・

実施します。 

 

１．必修科目として「人間栄養学特論」、「健康科学特論」、

「臨床栄養学特論」を受講させ、栄養学の高度で幅広い知

識を修得させる。 

 

２．基礎科目として、医療系研究科（医・歯・薬・栄

養・保健）が合同で開講する全専攻系共通カリキュ

ラム科目を受講させ、学際的な基礎的・臨床的知識

を修得させる。 

 

３．専門科目として演習および実習を中心としたカ

リキュラムを構成し、高度専門職業人として必要

な問題を解決する能力を修得させる。 

 

４．生命栄養科学の基本的研究手技、臨床栄養管理の

基本的技能を英語で修得するカリキュラムを受講

させ、社会のオピニオンリーダーとして活動する

能力を修得させる。 

医科栄養学専攻では、生命科学および医学に基

づいた栄養学の高度な専門知識を持ち、人々の食

生活を改善し、健康の保持・推進に資することが

できる、次のような人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

医学に立脚した高度な専門知識と技術を有する

臨床管理栄養士をめざすとともに、社会情勢を鑑

み将来、病院や行政機関や研究機関で活躍し、 

社会に貢献することをめざす人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

幅広い視野と柔軟な感性を有し、今までの知

識・技能をもとに思考を深めて適切に判断かつ表現し

伝えることができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

今までに培った自分の意思や判断力を駆使し、 

問題解決のために、国籍や世代、考え方にとらわれる

こと無く、相手の立場や多様性を尊重しながら互いに

協力出来る人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試（1 次・２次募集） 

個別学力試験では、主として栄養生命科学分野に

関する語学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接は、試問試験を含み、主として知識技能、 関心・

意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、 協働性を総合

して評価します。 

特別入試（社会人）（1 次・２次募集） 

個別学力試験では、主として栄養生命科学分野に

関する語学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接は、試問試験を含み、主として知識技能、 関

心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、 協働性

を総合して評価します。その他に、社会人大学院生

としての志望動機、就学環境、大学院修了後のビジ
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ョンについても評価します。 

私費外国人留学生（1 次・２次募集） 

指導教員の推薦書では、主として栄養生命科学分

野に関するこれまでの学習状況、専門的な知識・技

能の修得状況、学習・研究意欲について評価します。 

口頭試問では、主として知識技能、関心・意欲、思考力・

判断力・表現力、主体性、協働性を総合して評価します。

その他に、日本語運用能力についても評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．高度な理解力 

基礎栄養学、公衆・臨床栄養学の先端情報を取得

し、理解できる能力を有する 

【学修内容】 

必修科目である「人間栄養学特論」、「健康科学特論」、 

「臨床栄養学特論」及び医療系研究科（医・歯・薬・栄

養・保健）が合同で開講する「全専攻系共通カリキュラム

科目」、「各専攻系間共通カリキュラム科目」や 

「指定科目」などを選択科目として受講させ、栄養学の

みならず生命科学・医学・薬学・歯学・保健学の領域の

先端情報に触れ、理解させる。 

【学修方法】 

医歯薬学研究部及び先端酵素学研究所に加え、国内外

から招聘する外部講師による最先端の講義を受講させ

る。講義は、対面、e-learning、特別講義の形式で行う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポート提出により理解度を客観的に評価す

る。 

（知識・技能、関心・意欲） 

医学に立脚した高度な専門知識と技術を有する

臨床管理栄養士をめざすとともに、社会情勢を鑑

み将来、病院や行政機関や研究機関で活躍し、 

社会に貢献することをめざす人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

幅広い視野と柔軟な感性を有し、今までの知

識・技能をもとに思考を深めて適切に判断かつ表現し

伝えることができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

今までに培った自分の意思や判断力を駆使し、 

問題解決のために、国籍や世代、考え方にとらわれる

こと無く、相手の立場や多様性を尊重しながら互いに

協力出来る人 

２．国際力と高度な専門技能 

英語による栄養科学の知識・知見及び専門的研究

手法や技能を理解し習得している 

【学修内容】 

必修科目である「人間栄養学特論」、「臨床栄養学特論」及び

「全専攻系共通カリキュラム科目」の一部について英語に

よる講義を行い、国際力を養う。また、「指定科目」や

「専門科目」において英語の論文を読み、 課題を発表

させることで専門的研究手法や技能を理解させる。 

【学修方法】 

医歯薬学研究部及び先端酵素学研究所の教員によ

り英語による最先端の講義を受講させる。講義は、対面

あるいは e-learning の形式で行う。また、英語によるレ

ポートを提出させ、英語による表現力の向上を図

る。指定科目や専門科目においては、事前に英語論文な

どの課題を与え、課題について説明させ議論を行うアク

ティブラーニング型の授業により専門的研究手法

や技能を修得させる。 

【学修成果の評価方法】 

出席、レポート提出及び課題発表により理解度や技能 

の修得度を客観的に評価する。 

３．強いリーダーシップ 

臨床栄養管理手法や栄養指導方法を取得し、高度

専門職業人としてリーダーシップを発揮できる 

【学修内容】 

「臨床医科学概論」、「臨床栄養管理学演習」、「臨床栄養管理学実習」、

「腫瘍栄養管理学演習」、「腫瘍栄養管理学実習」及び各専門科目

において、臨床栄養管理手法や栄養指導方法について学

び、高度専門職業人としてリーダーシップを発揮する

ために必要な高度な知識・技能を修得させる。 

【学修方法】 

演習では、臨床栄養に関する特別な課題について示し、

議論をまとめる他、実習では、病院などにおいて最新

の栄養管理手法を学ばせる。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポートあるいは症例レポートの提出により

課題の修得状況を客観的に評価する。 

４．強い研究遂行能力と情報発信能力 

基礎研究、臨床研究、調査研究のいずれかの研究手法を

修得し、情報を発信できる 

【学修内容】 

「全専攻系共通カリキュラム科目」の「生命科学の研究手

法」や「研究方法論」、「英語論文作成法」などの講義の他、専

門科目における演習・特別実験科目を履修させ、研究手

法や研究倫理・生命倫理などの研究手法の基盤を学ばせ

るとともに、特別実験科目では修士論文作成に必要な研

究の実施、論文の作成・発表を通じて、技術の修得及び情

報発信の方法について修得させる。 

【学修方法】 

医歯薬学研究部及び先端酵素学研究所の教員による研

究手法や研究倫理、論文作成法に関する最新の知見を

教授する。また、修士論文に係る研究、論文作成、 発

表を行わせる。 

【学修成果の評価方法】 

出席、レポート、研究活動への取り組み状況、修士論文、

発表を通じて研究遂行能力と情報発信能力を評価する。
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修士論文及び発表については指導教員以外の審 

査を受け、客観的に評価する。 
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医科栄養学研究科 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 

 

１．国際的な最先端の知識や技術 

英語による最先端栄養科学の知識や研究手法

を習得した人材 
 

２．国際的な情報発信能力 

研究を組み立て、研究成果を国際的に発信できる能

力 

 

３．国際的な連携能力 

国内外の栄養学関係者と交流し、連携できる能

力及び自立心 
 

４．科学の進歩発展への貢献 

国際社会のニーズに対応するために、栄養科学

の進歩発展に貢献できる人材 

医科栄養学研究科博士後期課程では、栄養学を基盤

として大学、研究所、医療、 行政、企業に加えて、国

際的活動をリードできる人材を養成することをめざ

し、以下の方針で教育課程を編成・実施します。 

 

１．医療系研究科（医・歯・薬・栄養・保健）が合同

で開講する全専攻系共通カリキュラム科目の学習

を通じて、広い視野から基礎的・臨床的知識を習得

させ、栄養学の教育研究者としての倫理観を獲得さ

せる。 

 

２．必須科目「先端健康科学特論」はじめ国内外最先

端栄養学を学習する指定科目を受講させ、最新情報

の取得、理解および解説できる能力を獲得させる。 

 

３．栄養生命科学における課題を見出し、研究活動

を通して問題解決能力を獲得させる。 
 

４．英語による大学院授業科目の受講や研究発表を通

して、国際社会で活躍できる情報発信方法やコミュ

ニケーション能力を獲得させる。 

医科栄養学研究科では、学位授与の方針（ディプ

ロマ・ポリシー）および教育課程編成・実施の方針（カ

リキュラム・ポリシー）を踏まえ、生命科学および

医学に基づいた栄養学の高度な専門知識を持ち、

人々の食生活を改善し、健康の保持・推進に資するこ

とができるとともに、日本国内にとどまらず世界に

おいて活躍することを目指す次のような人を求

めています。 

 

【博士後期課程】 

医科栄養学研究科博士後期課程では、学位授与の

方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編成・

実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、生

命科学および医学に基づいた栄養学のより高度な専門

知識をもち、日本国内にとどまらず世界において、人々

の健康の保持・増進に寄与することができる、次の

ような人を求めています。 

 

●求める人物像 

・これまでに習得した高度な専門知識や技術を臨

床の場で応用・発展させることのできる管理栄

養士 

・国内外の行政機関で、習得した高度な専門知識

や技術を生かした栄養施策を企画・立案し、社

会福祉に貢献したい人 

・栄養生命科学に関する国内外のより専門性の高 

い研究・教育機関で活躍することをめざす人 

 

（医科栄養学研究科：医科栄養学専攻 博士後期課程）【博士（栄養学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 
 

１．国際的な最先端の知識や技術 

英語による最先端栄養科学の知識や研究手法

を習得した人材 

 

２．国際的な情報発信能力 

研究を組み立て、研究成果を国際的に発信できる能

力 

 

３．国際的な連携能力 

国内外の栄養学関係者と交流し、連携できる能

力及び自立心 

 

４．科学の進歩発展への貢献 

国際社会のニーズに対応するために、栄養科学

の進歩発展に貢献できる人材 

医科栄養学専攻では、栄養学を基盤として大学、 研

究所、医療、行政、企業に加えて、国際的活動をリ

ードできる人材を養成することをめざし、以下の方針

で教育課程を編成・実施します。 

 

１．医療系研究科（医・歯・薬・栄養・保健）が合同

で開講する全専攻系共通カリキュラム科目の学習

を通じて、広い視野から基礎的・臨床的知識を習得

させ、栄養学の教育研究者としての倫理観を獲得

させる。 

 

２．必須科目「先端健康科学特論」はじめ国内外最先

端栄養学を学習する指定科目を受講させ、最新情

報の取得、理解および解説できる能力を獲得させ

る。 

 

３．栄養生命科学における課題を見出し、研究活動

を通して問題解決能力を獲得させる。 

 

４．英語による大学院授業科目の受講や研究発表を

通して、国際社会で活躍できる情報発信方法やコミ

ュニケーション能力を獲得させる。 

医科栄養学専攻では、生命科学および医学に基づいた

栄養学のより高度な専門知識をもち、日本国内にとどま

らず世界において、人々の健康の保持・増進に寄与する

ことができる、次のような人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

医学に立脚した高度な専門知識と技術を有し、 

応用・発展させることのできる管理栄養士をめざすと

ともに、社会情勢を鑑み将来、栄養生命科学に関する国

内外のより専門性の高い研究・教育機関等活躍し、社

会に貢献することをめざす人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

幅広い視野と柔軟な感性を有し、今までの知

識・技能をもとに思考を深めて適切に判断かつ表現し

伝えることができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

今までに培った自分の意思や判断力を駆使し、 

問題解決のために、国籍や世代、考え方にとらわれる

こと無く、相手の立場や多様性を尊重しながら互いに

協力出来る人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試（1 次・２次募集） 

個別学力試験では、主として栄養生命科学分野に

関する語学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接は、プレゼンテーション、試問試験を含み、主

として知識技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。 

特別入試（社会人）（1 次・２次募集） 

個別学力試験では、主として栄養生命科学分野に

関する語学力を含めた知識・技能を評価します。 

面接は、プレゼンテーション、試問試験を含み、主

として知識技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。その他に、

社会人大学院生としての志望動機、就学環境、大学院

修了後のビジョンについても評価します。 

私費外国人留学生（1 次・２次募集） 

指導教員の推薦書では、主として栄養生命科学分

野に関するこれまでの学習状況、専門的な知識・技
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【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．国際的な最先端の知識や技術 

英語による最先端栄養科学の知識や研究手法

を習得した人材 

【学修内容】 

必修科目である「先端健康科学特論」及び医療系研究科

（医・歯・薬・栄養・保健）が合同で開講する「全専攻系

共通カリキュラム科目」、「各専攻系間共通カリキュラム科目」、

「指定科目」の一部について英語による講義を行い、国際力を

養う。また、「指定科目」や 

「専門科目」において英語の論文を読み、課題を発表

させることで専門的研究手法や技能を理解させる。 

【学修方法】 

医歯薬学研究部及び先端酵素学研究所に加え、国内外か

ら招聘する外部講師により英語による最先端の講

義を受講させる。講義は、対面あるいは e-learning の形式

で行う。また、英語によるレポートを提出させ、 英語に

よる表現力の向上を図る。指定科目や専門科目において

は、事前に英語論文などの課題を与え、課題について説

明させ議論を行うアクティブラーニング型の授業に

より専門的研究手法や技能を修得させる。 

【学修成果の評価方法】 

出席、レポート提出及び課題発表により理解度や技能

の習得度を客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

医学に立脚した高度な専門知識と技術を有し、 

応用・発展させることのできる管理栄養士をめざすとと

もに、社会情勢を鑑み将来、栄養生命科学に関する国

内外のより専門性の高い研究・教育機関等活躍し、社

会に貢献することをめざす人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

幅広い視野と柔軟な感性を有し、今までの知

識・技能をもとに思考を深めて適切に判断かつ表現し

伝えることができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

今までに培った自分の意思や判断力を駆使し、 

問題解決のために、国籍や世代、考え方にとらわれるこ

と無く、相手の立場や多様性を尊重しながら互いに協

力出来る人 

２．国際的な情報発信能力 

研究を組み立て、研究成果を国際的に発信できる能

力 

【学修内容】 

「英語論文作成法」、「生命科学の研究手法」及び専門科目にお

ける演習・実験科目において研究の組み立てや英語論文作

成の実際を学ばせ、国際的な情報発信能力を修得させる。

特に実験科目では博士論文作成に必要な研究の実施、英語

論文の作成・発表を通じて、技術の修得及び情報発信の方

法について修得させる。 

【学修方法】 

医歯薬学研究部及び先端酵素学研究所の教員による研

究手法や研究倫理、論文作成法に関する最新の知見を

教授する。また、博士論文に係る研究、論文作成、 発

表を行わせる。 

【学修成果の評価方法】 

出席、レポート、研究活動への取り組み状況、博士論文、

発表を通じて研究遂行能力と情報発信能力を評価する。

博士論文及び発表については指導教員以外の審 

査を受け、客観的に評価する。 

３．国際的な連携能力 

国内外の栄養学関係者と交流し、連携できる能

力及び自立心 

【学修内容】 

「先端健康科学特論」では、国内外の著明な研究者に

よる講演や質疑応答を通じて、研究交流活動を行い国

際的な連携能力を修養させる。また、専門科目におけ

る演習・実験科目における議論や研究活動を通じて、 

他の研究者との連携能力や自立心を修養させる。 

能の修得状況、学習・研究意欲について評価します。 

口頭試問では、主として知識技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総合し

て評価します。その他に、日本語運用能力について

も評価します。 

内部進学 

指導教員の推薦書では、主として栄養生命科学分

野に関するこれまでの学習状況、専門的な知識・技

能の修得状況、学習・研究意欲について評価します。 

面接は、プレゼンテーション、試問試験を含み、主

として知識技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。 

英語プログラム（渡日前）私費外国人留学生入試 

（４月入学、秋入学） 

書類審査及びインターネットインタビュー

による面接では、英語の読解力・表現力、専門分野に

関する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。 

英語プログラム（渡日前）国費外国人留学生入試 

（４月入学） 

書類審査及びインターネットインタビュー

による面接では、英語の読解力・表現力、専門分野に

関する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。 
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【学修方法】 

「先端健康科学特論」では、国内外の著明な研究者による

講演と質疑応答に参加させる。演習・実験科目では、博士

論文の内容について国内外の学会等で発表させ、栄養学

関係者との学術交流を行う。 

【学修成果の評価方法】 

出席及びレポートあるいは発表内容について客観的 

に評価する。 

４．科学の進歩発展への貢献 

国際社会のニーズに対応するために、栄養科学

の進歩発展に貢献できる人材 

【学修内容】 

専門科目における演習・実験科目における議論や研究活

動を通じて、社会のニーズを知り、研究課題を見出し、社

会貢献に資する過程を学ばせる。 

【学修方法】 

博士論文の作成に係る研究活動において、栄養学に関

する国際社会のニーズを踏まえた課題設定を行い、研

究活動を通じて、栄養科学の進歩発展に貢献させる。 

【学修成果の評価方法】 

研究活動への取り組み状況、博士論文、発表を通じて

栄養科学の進歩発展への成果について評価する。博士

論文及び発表については指導教員以外の審査を受け、 

客観的に評価する。 
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保健科学研究科 
大学院の目的（大学院学則 第 1 条）  学部（学科）の教育研究上の目的（研究科規則等から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

 本研究科は、保健科学における実践的かつ実証的な教育研究を通して、生命

倫理とチーム医療を尊重し、かつ社会の多様なニーズに応えることのできる人

間性豊かな高度専門職業人及び教育・研究者の養成を目指すとともに、社会の 

要請に貢献する先導的な研究を推進し、保健科学の発展に寄与する。 

保健科学研究科 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に修士の学位を

授与します。 

 

１．高度な理解力と幅広い知識 

専門的知識に基づいて、高度化・専門化する医療・保

健を理解し、人間理解のための幅広い保健科学分野の

知識を修得している。 

 

２．国際的なコミュニケーション能力と協働力 最

先端の専門的技能を有し、チーム医療を推進 

するための豊かなコミュニケーション能力と協

働力を取得するとともに、国際化時代のグローバル・

リテラシー（対話・情報・科学等）を修得している。 

 

３．豊かな人間力と高い倫理観 

豊かな人間性を持った社会性のある医療人と

して、生命尊厳を基盤とした高い倫理観を確立

し、豊かな医療・保健を志向する能力を修得している。 

 

４．実践的な研究能力 

医療・保健の発展に寄与する多様な研究を推進し、課

題の探求と、創造的、開発的な実践的研究能力を修得し

ている。 

保健科学研究科では、学位授与の方針で示す能力

を持った人材を育成するために、以下の方針で教育

課程を編成・実施します。 

 

１．幅広い学問領域の知識を修得させるため、医療系

研究科を横断する共通カリキュラム科目を編成す

る。 

 

２．高度な専門基礎知識の修得及び異なる医療専門

職との協働力を育むための専門科目を編成する。 
 

３．最先端の専門的知識と技能を修得させるため、 

特論科目を編成する。 
 

４．国際的に活躍し得る人材を育成するため、優れた

語学力と情報化社会への対応力を修得させる科目

を教育課程に設ける。 

 

５．生命尊厳を基盤とした高い倫理観を形成させ、 

保健科学分野のリーダーを育成する科目を編成す

る。 

 

６．より良い医療・保健推進のために解決すべき新し

い研究テーマを自ら選択することができ、研究成

果をとりまとめ、研究発表及び論文作成ができる

能力を修得させるため、複数教員の研究指導体制

による特別研究を設定する。 

 

７．高度専門職業人養成のための科目を編成する。 

保健科学研究科では、学位授与の方針（ディプ

ロマ・ポリシー）および教育課程編成・実施の方

針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、豊かな

人間性とともに実地臨床に役立つ新しい知識・技

術を有し、人々の健康の維持・増進に資する高度

な実践力・研究力を獲得することができる、次の

ような人を求めています。 

 

【博士前期課程】 

保健科学研究科博士前期課程では、学位授与

の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程

編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を

踏まえ、実地臨床に役立つ新しい知識をもち、健

康の維持・増進に資することができる、次のよう

な人を求めています。 

 

●求める人物像 

・生命の尊厳を尊重し、健康の維持・増進を援助

する使命感と医療人としての豊かな人間性を有

する人 

・学士課程の教育によって修得した保健学の知識

を、博士前期課程においてさらに深め、高度専門職業

人として、地域社会の保健医療に貢献する意欲の高い

人 

・生命倫理や高い人権意識を獲得し、高度医療の

現場において指導的役割を果たす意欲の高い人 

 

（保健科学研究科：保健学専攻 博士前期課程） 【修士（保健学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に修士の学位を

授与します。 
 

１．高度な理解力と幅広い知識 

専門的知識に基づいて、高度化・専門化する医療・保

健を理解し、人間理解のための幅広い保健科学分野の

知識を修得している。 

 

２．国際的なコミュニケーション能力と協働力  

最先端の専門的技能を有し、チーム医療を推進

するための豊かなコミュニケーション能力と協

働力を取得するとともに、国際化時代のグローバル・

リテラシー（対話・情報・科学等）を修得してい

る。 

 

３．豊かな人間力と高い倫理観 

豊かな人間性を持った社会性のある医療人と

して、生命尊厳を基盤とした高い倫理観を確立

し、豊かな医療・保健を志向する能力を修得している。 

 

４．実践的な研究能力 

医療・保健の発展に寄与する多様な研究を推進し、課

題の探求と、創造的、開発的な実践的研究能力を修得し

ている。 

保健学専攻では、学位授与の方針で示す能力を持

った人材を育成するために、以下の方針で教育課程

を編成・実施します。 

 

１．幅広い学問領域の知識を修得させるため、医療系

研究科を横断する共通カリキュラム科目を編成す

る。 

 

２．高度な専門基礎知識の修得及び異なる医療専門

職との協働力を育むための専門科目を編成する。 

 

３．最先端の専門的知識と技能を修得させるため、 

特論科目を編成する。 

 

４．国際的に活躍し得る人材を育成するため、優れた

語学力と情報化社会への対応力を修得させる科目

を教育課程に設ける。 

 

５．生命尊厳を基盤とした高い倫理観を形成させ、 

保健科学分野のリーダーを育成する科目を編成す

る。 
 

６．より良い医療・保健推進のために解決すべき新し

い研究テーマを自ら選択することができ、研究成

果をとりまとめ、研究発表及び論文作成ができる

能力を修得させるため、複数教員の研究指導体制

による特別研究を設定する。 

 

７．高度専門職業人養成のための科目を編成する。 

保健学専攻では、実地臨床に役立つ新しい知識

をもち、健康の維持・増進に資することができる、 次の

ような人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

高度専門職業人として、地域社会の保健医療に貢

献する意欲の高い人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

医療人としての豊かな人間性を有し、これまでに

修得した知識や技能に基づき、適切に判断し表現する

ことができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自ら学ぶ姿勢を持ち学際的に協働できる人 
 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

個別学力試験では、専門分野に関する英語力を

含めた知識・技能を評価します。 

面接は、知識技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人入試 

個別学力試験では、専門分野に関する英語力を

含めた知識・技能を評価します。 

面接は、知識技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

私費外国人入試 

口頭試問では、語学力（日本語、英語）および専

門分野に関する知識技能、関心・意欲、思考力・判

断力・表現力、主体性、協働性を総合して評価しま

す。 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 
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１．高度な理解力と幅広い知識 

専門的知識に基づいて、高度化・専門化する医療・保

健を理解し、人間理解のための幅広い保健科学分野の

知識を修得している。 

【学修内容】 

５つの研究科（医学研究科・口腔科学研究科・薬学

研究科・医科栄養学研究科・保健科学研究科） を横断

する全専攻系及び各専攻系の共通科目を学ぶことで幅

広い知識を修得するとともに、保健科学分野専門科目

における専門的知識の修得により、高度化・専門化す

る医療・保健を理解し、人間理解のための幅広い知識

を修得するよう教育課程を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

講義や演習では、国際的視点を含めた最新の知識を修

得させ、授業科目に応じてアクティブラーニング等の授業

形態を取り入れた教育方法を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学修目標に即して、講義や演習中の発表内容やディス

カッションの状況、到達度確認試験や課題レポートなど

により到達度を客観的・包括的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

高度専門職業人として、地域社会の保健医療に貢

献する意欲の高い人 
 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

医療人としての豊かな人間性を有し、これまでに

修得した知識や技能に基づき、適切に判断し表現する

ことができる人 
 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自ら学ぶ姿勢を持ち学際的に協働できる人 

２．国際的なコミュニケーション能力と協働力  

最先端の専門的技能を有し、チーム医療を推進 

するための豊かなコミュニケーション能力と協

働力を取得するとともに、国際化時代のグローバル・

リテラシー（対話・情報・科学等）を修得している。 

【学修内容】 

医療・保健領域において、国際的な視野や思考を育

成するとともに、最先端の専門的技能を有してチーム

医療を推進するために必要なコミュニケーション能力

と協働力を養い、基本的な専門用語については英語で

理解できる能力を修得するよう教育課程を編成し、 実

施する。 

 

【学修方法】 

講義や演習などの専門教育科目では、チーム医療を念

頭において、国際的視点を含めた講義により、専門分野

について議論を深めるとともに英語によるコミュ

ニケーション能力や協働力およびグローバル・リテラシ

ーを修得するよう教育方法を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学修目標に即して、講義や演習中の発表内容やディス

カッションの状況、到達度確認試験や課題レポートなど

により到達度を客観的・包括的に評価する。 

３．豊かな人間力と高い倫理観 

豊かな人間性を持った社会性のある医療人と

して、生命尊厳を基盤とした高い倫理観を確立

し、豊かな医療・保健を志向する能力を修得している。 

【学修内容】 

豊かな人間性を持った社会性ある医療人として、生命

尊厳を基盤とした高い倫理観を探求し、倫理的問題を発

見し解決に導ける能力を修得するよう教育課程を

編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

e ラーニングによる研究倫理教育の受講や専門科目

の講義・演習等を通じて生命倫理・生殖倫理に関する課

題を取り合上げるなど医療専門職としての使命感

と倫理観を養う教育方法を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学修目標に即して、講義や演習中の発表内容やディス

カッションの状況、到達度確認試験や課題レポートなど

により到達度を客観的・包括的に評価する。 

４．実践的な研究能力 

医療・保健の発展に寄与する多様な研究を推進し、課

題の探求と、創造的、開発的な実践的研究能力を修得し

ている。 

【学修内容】 

広い視野と高邁な倫理観に立ち、人々の健康と、医療・

保健の発展に寄与する多様な研究を推進するために、課

題を探究し解決に導くための調査・分析力とともに、創

造的、開発的な実践的研究能力を修得するための教育課

程を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

研究内容について指導教員を含めて研究グルー

プの中で討議を行い、論文作成するとともに、複数教員

による研究指導を行う教育体制を実施する。また、研究

過程では、専門の枠を越えた教員や学生と議論を行う中

間発表を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

最終試験は、論文の口頭発表後、審査委員による口頭

試問を公開で行う。審査委員は、保健科学研究科保健学

専攻学位論文審査基準に基づき審査を行う。 
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（保健科学研究科：保健学専攻 博士前期課程） 【修士（看護学）】】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に修士の学位を

授与します。 
 

１．高度な理解力と幅広い知識 

専門的知識に基づいて、高度化・専門化する医療・保

健を理解し、人間理解のための幅広い保健科学分野の

知識を修得している。 

 

２．国際的なコミュニケーション能力と協働力  

最先端の専門的技能を有し、チーム医療を推進 

するための豊かなコミュニケーション能力と協

働力を取得するとともに、国際化時代のグローバル・

リテラシー（対話・情報・科学等）を修得している。 

 

３．豊かな人間力と高い倫理観 

豊かな人間性を持った社会性のある医療人と

して、生命尊厳を基盤とした高い倫理観を確立

し、豊かな医療・保健を志向する能力を修得している。 

 

４．実践的な研究能力 

医療・保健の発展に寄与する多様な研究を推進し、課

題の探求と、創造的、開発的な実践的研究能力を修得し

ている。 

保健学専攻では、学位授与の方針で示す能力を持

った人材を育成するために、以下の方針で教育課程

を編成・実施します。 

 

１．幅広い学問領域の知識を修得させるため、医療系

研究科を横断する共通カリキュラム科目を編成す

る。 

 

２．高度な専門基礎知識の修得及び異なる医療専門

職との協働力を育むための専門科目を編成する。 
 

３．最先端の専門的知識と技能を修得させるため、 

特論科目を編成する。 
 

４．国際的に活躍し得る人材を育成するため、優れた

語学力と情報化社会への対応力を修得させる科目

を教育課程に設ける。 

 

５．生命尊厳を基盤とした高い倫理観を形成させ、 

保健科学分野のリーダーを育成する科目を編成す

る。 

 

６．より良い医療・保健推進のために解決すべき新し

い研究テーマを自ら選択することができ、研究成

果をとりまとめ、研究発表及び論文作成ができる

能力を修得させるため、複数教員の研究指導体制

による特別研究を設定する。 

 

７．高度専門職業人養成のための科目を編成する。 

保健学専攻では、実地臨床に役立つ新しい知識

をもち、健康の維持・増進に資することができる、 次の

ような人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

高度専門職業人として、地域社会の保健医療に貢

献する意欲の高い人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

医療人としての豊かな人間性を有し、これまでに

修得した知識や技能に基づき、適切に判断し表現する

ことができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自ら学ぶ姿勢を持ち学際的に協働できる人 
 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

個別学力試験では、専門分野に関する英語力を

含めた知識・技能を評価します。 

面接は、知識技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人入試 

個別学力試験では、専門分野に関する英語力を

含めた知識・技能を評価します。 

面接は、知識技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

私費外国人入試 

口頭試問では、語学力（日本語、英語）および専

門分野に関する知識技能、関心・意欲、思考力・判

断力・表現力、主体性、協働性を総合して評価しま

す。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．高度な理解力と幅広い知識 

専門的知識に基づいて、高度化・専門化する医療・保

健を理解し、人間理解のための幅広い保健科学分野の

知識を修得している。 

【学修内容】 

５つの研究科（医学研究科・口腔科学研究科・薬学

研究科・医科栄養学研究科・保健科学研究科） を横断

する全専攻系及び各専攻系の共通科目を学ぶことで幅

広い知識を修得するとともに、保健科学分野専門科目

における専門的知識の修得により、高度化・専門化す

る医療・保健を理解し、人間理解のための幅広い知識

を修得するよう教育課程を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

講義や演習では、国際的視点を含めた最新の知識を修

得させ、授業科目に応じてアクティブラーニング等の授業

形態を取り入れた教育方法を実施する。 

実習では、グローバルスタンダードに基づき、高度な

専門知識と技術を持ってキュアとケアの融合を図るた

めの判断力と技術を修得する学修を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学習目標に即して、講義や演習中の発表内容やディ 

スカッションの状況、到達度確認試験や課題レポート

などにより到達度を客観的・包括的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

高度専門職業人として、地域社会の保健医療に貢

献する意欲の高い人 
 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

医療人としての豊かな人間性を有し、これまでに

修得した知識や技能に基づき、適切に判断し表現する

ことができる人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自ら学ぶ姿勢を持ち学際的に協働できる人 

２．国際的なコミュニケーション能力と協働力 最

先端の専門的技能を有し、チーム医療を推進 

するための豊かなコミュニケーション能力と協

働力を取得するとともに、国際化時代のグローバル・

リテラシー（対話・情報・科学等）を修得している。 

【学修内容】 

医療・保健・看護領域において、国際的な視野や思考

を育成するとともに、最先端の専門的技能を有してチー

ム医療を推進するために必要なコミュニケーショ

ン能力と協働力を養い、基本的な専門用語については英

語で理解できる能力を修得するよう教育課程を編

成し、実施する。 

 

【学修方法】 

講義や演習などの専門教育科目では、チーム医療を念

頭において、国際的視点を含めた講義により、専門分野

について議論を深めるとともに英語によるコミュ

ニケーション能力や協働力およびグローバル・リテラシ

ーを修得するよう教育方法を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学習目標に即して、講義や演習中の発表内容やディス

カッションの状況、到達度確認試験や課題レポートなど

により到達度を客観的・包括的に評価する。 
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３．豊かな人間力と高い倫理観 

豊かな人間性を持った社会性のある医療人と

して、生命尊厳を基盤とした高い倫理観を確立し、 

豊かな医療・保健を志向する能力を修得している。 

【学修内容】 

臨床実践や研究課程で生じる倫理的諸課題の高度

化・複雑化に対応する知識を持ち、豊かな人間力と高

い倫理的態度を探求する能力を修得するよう教育課程

を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

e ラーニングによる研究倫理教育の受講や、看護専

門職としての使命感と柔軟な倫理的思考力を養う

ために、事例を用いた PBL 学習やアクティブラーニン

グ等の授業形態を取り入れた教育方法を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学修目標に即して、講義や演習中の発表内容やディス

カッションの状況、到達度確認試験や課題レポートなど

により到達度を客観的・包括的に評価する。 

４．実践的な研究能力 

医療・保健の発展に寄与する多様な研究を推進

し、課題の探求と、創造的、開発的な実践的研究能

力を修得している。 

【学修内容】 

広い視野と高邁な倫理観に立ち、人々の健康と、医療・

保健・看護領域の発展に寄与する研究を推進するために、

課題を探究し解決に導くための、調査・分析力とともに、

創造的、開発的な実践的研究能力を修得するよう教育課

程を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

研究内容について指導教員を含めて研究グルー

プの中で討議を行い、論文作成するとともに、複数教員

による研究指導を行う教育体制を実施する。また、研究

過程では、専門の枠を越えた教員や学生と議論を行う中

間発表を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

最終試験は、論文の口頭発表後、審査委員による口頭

試問を公開で行う。審査委員は、保健科学研究科保健学

専攻学位論文審査基準に基づき審査を行う。 
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保健科学研究科 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を

授与します。 
 

１．複合的な知識・理解 

高度化・専門化する医療・保健の専門知識を基盤に、

複合的な視点で医療・保健を評価・分析・理解する能

力を修得している。 

 

２．先端的技能 

医療・保健のリーダーとして、最先端の専門的教育・

研究技能を備え、地域社会や国際社会に情報発信する

能力を修得している。 

 

３．独創性・探求心 

保健科学の新しい研究領域を切り拓く独創力

と探求心を持ち、豊かな医療・保健を実現するための

リーダーシップを発揮できる能力を修得してい

る。 

 

４．自立性・発展力 

修得した知識と研究経験をもとに、自由な発想によ

り、医療・保健の発展に寄与する学術的かつ総合的で、

独創性と革新性のある研究を遂行する能力を修得し

ている。 

保健科学研究科では、学位授与の方針で示す能力

を持った人材を育成するために、以下の方針で教育

課程を編成・実施します。 

 

１．複合的な視点で保健科学を評価・分析・理解させ

るため、医療系研究科を横断する共通カリキュラ

ム科目を編成する。 

 

２．他領域の研究者と協力し、新たな分野を切り拓

く能力を育むための専門科目を編成する。 

 

３．最先端の専門的知識と研究技能を修得させるた

め、特講科目を編成する。 
 

４．海外教育研究機関の研究者との交流や共同研究

を実施でき、研究成果を国際学会や国際雑誌に発

表できる能力を修得させるため、特講演習を編成

する。 

 

５．生命尊厳の倫理観に立脚した保健科学の新しい

研究領域を切り拓く俯瞰力と独創力を涵養する科

目を編成する。 

 

６．より良い医療・保健推進のために解決すべき独創

的な研究テーマを領域横断的視点から自ら設定

し、研究成果をとりまとめ、研究発表及び論文作

成、さらには、研究のマネージメントができ、研究

者として自立した研究活動を行うに必要な高度な

研究能力を修得させるため、複数教員の研究指導

体制による特別研究を設定する。 

保健科学研究科では、学位授与の方針（ディプロ

マ・ポリシー）および教育課程編成・実施の方針（カ

リキュラム・ポリシー）を踏まえ、豊かな人間性とと

もに実地臨床に役立つ新しい知識・技術を有し、人々

の健康の維持・増進に資する高度な実践力・研究力を

獲得することができる、次のような人を求めていま

す。 

 

【博士後期課程】 

保健科学研究科博士後期課程では、学位授与の方針

（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、 実

地臨床に役立つ新しい知識をもち、健康の維持・増進

に資することができる、次のような人を求めています。 

 

●求める人物像 

・臨床応用を志向し、かつ健康増進と疾病の予防、 医

療、回復支援及び生活支援に資する学問を推

進、発展させることに意欲を持っている人 

・従来の学問の枠組みでは対応しきれない新しい

医療に果敢に取り組む気概のある人 

・最新の医療に関する知識を吸収・理解する熱意

と能力を有し、将来、保健科学における教育者、 

研究者を志望する人 

 

（保健科学研究科：保健学専攻 博士後期課程） 【博士（保健学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を

授与します。 

 

１．複合的な知識・理解 

高度化・専門化する医療・保健の専門知識を基盤に、

複合的な視点で医療・保健を評価・分析・理解する能

力を修得している。 

 

２．先端的技能 

医療・保健のリーダーとして、最先端の専門的教育・

研究技能を備え、地域社会や国際社会に情報発信する

能力を修得している。 

 

３．独創性・探求心 

保健科学の新しい研究領域を切り拓く独創力

と探求心を持ち、豊かな医療・保健を実現するための

リーダーシップを発揮できる能力を修得してい

る。 

 

４．自立性・発展力 

修得した知識と研究経験をもとに、自由な発想によ

り、医療・保健の発展に寄与する学術的かつ総合的で、

独創性と革新性のある研究を遂行する能力を修得して

いる。 

保健学専攻では、学位授与の方針で示す能力を持

った人材を育成するために、以下の方針で教育課程

を編成・実施します。 

 

１．複合的な視点で保健科学を評価・分析・理解させ

るため、医療系研究科を横断する共通カリキュラ

ム科目を編成する。 

 

２．他領域の研究者と協力し、新たな分野を切り拓

く能力を育むための専門科目を編成する。 

 

３．最先端の専門的知識と研究技能を修得させるた

め、特講科目を編成する。 

 

４．海外教育研究機関の研究者との交流や共同研究

を実施でき、研究成果を国際学会や国際雑誌に発

表できる能力を修得させるため、特講演習を編成

する。 

 

５．生命尊厳の倫理観に立脚した保健科学の新しい

研究領域を切り拓く俯瞰力と独創力を涵養する科

目を編成する。 

 

６．より良い医療・保健推進のために解決すべき独創

的な研究テーマを領域横断的視点から自ら設定

し、研究成果をとりまとめ、研究発表及び論文作

成、さらには、研究のマネージメントができ、研究

者として自立した研究活動を行うに必要な高度な

研究能力を修得させるため、複数教員の研究指導

体制による特別研究を設定する。 

保健学専攻では、実地臨床に役立つ新しい知識をもち、

健康の維持・増進に資することができる、次のような人

を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

高度専門職業人として、地域社会の保健医療に貢

献する意欲の高い人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

医療人としての豊かな人間性を有し、これまでに

修得した知識や技能に基づき、適切に判断し表現する

ことができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自ら探求する姿勢を持ち学際的に協働して研究 

することができる人 
 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

個別学力試験では、専門分野に関する英語力を

含めた知識・技能を評価します。 

面接は、試問試験を含み、知識技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総合し

て評価します。 

社会人入試 

個別学力試験では、専門分野に関する英語力を

含めた知識・技能を評価します。 

面接は、試問試験を含み、知識技能、関心・意欲、

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総合し

て評価します。 

私費外国人入試 

口頭試問では、英語力および専門分野に関する知識

技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体

性、協働性を総合して評価します。 

英語プログラム（渡日前）私費外国人留学生入試 

（４月入学、秋入学） 

書類審査及びインターネットインタビュー

による面接では、英語の読解力・表現力、専門分野に

関する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。 

英語プログラム（渡日前）国費外国人留学生入試 
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（４月入学） 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・表現力、専門分野に関する

知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体

性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．複合的な知識・理解 

高度化・専門化する医療・保健の専門知識を基盤に、

複合的な視点で医療・保健を評価・分析・理解する能

力を修得している。 

【学修内容】 

高度化・専門化した医療・保健の専門知識および倫理

観を基盤に、複合的な視点で最先端の医療・保健を理解し

分析・評価できる能力を修得できるよう教育課程を編成

し、実施する。 

 

【学修方法】 

５つの研究科（医学研究科・口腔科学研究科・薬学

研究科・医科栄養学研究科・保健科学研究科）を横断

する共通カリキュラム科目を通じ、e ラーニング等の

授業形態を取り入れた教育方法を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学習目標に即して、ディスカッションの状況、到達確

認試験や課題レポートの提出などにより到達度を

客観的・包括的に評価する 

（知識・技能、関心・意欲） 

高度専門職業人として、地域社会の保健医療に貢

献する意欲の高い人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

医療人としての豊かな人間性を有し、これまでに

修得した知識や技能に基づき、適切に判断し表現する

ことができる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自ら探求する姿勢を持ち学際的に協働して研究 

することができる人 

２．先端的技能 

医療・保健のリーダーとして、最先端の専門的教育・

研究技能を備え、地域社会や国際社会に情報発信する

能力を修得している。 

【学修内容】 

医療・保健領域におけるリーダーとして、最先端の専

門的教育・研究技能とコミュニケーション能力を備え、

地域社会や国際社会に情報発信する能力を修得できるよ

う教育課程を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

専門教育科目を通じ、国内外の最先端の専門的知

見・技術等について学習するとともに、アクティブラー

ニングやフィールドワークを取り入れた教育方法

を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学修目標に即して、ディスカッションの状況、到達度

確認試験や課題レポート内容により、到達度を客観

的・包括的に評価する 

３．独創性・探求心 

保健科学の新しい研究領域を切り拓く独創力

と探求心を持ち、豊かな医療・保健を実現するための

リーダーシップを発揮できる能力を修得してい

る。 

【学修内容】 

保健科学領域の新たな課題に向けた研究領域を切り

拓くために、独創力と探求心を持ち、豊かな医療・保

健を実現するためのリーダーシップを発揮できる能力

を修得できるよう教育課程を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

専門教育科目を通じ、国内外の最先端の専門的知

見・技術等について学習するとともに、アクティブラー

ニングやフィールドワークを取り入れた教育方法

を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

学修目標に即して、ディスカッションの状況、到達度

確認試験や課題レポート内容により、到達度を客観的・

包括的に評価する。 

４．自立性・発展力 

修得した知識と研究経験をもとに、自由な発想によ

り、医療・保健の発展に寄与する学術的かつ総合的で、

独創性と革新性のある研究を遂行する能力を修得し

ている。 

【学修内容】 

修得した知識と研究経験をもとに、医療・保健の発

展に寄与する課題を発見し、自由な発想による学術的

かつ総合的で、独創性と革新性のある研究を遂行する

能力を修得できるよう教育課程を編成し、実施する。 

 

【学修方法】 

複数教員の研究指導体制を設けるとともに、研究グ

ループの中でディスカッション等を行うなどの教育方

法を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 

保健科学研究科保健学専攻学位論文審査基準に基

づき最終試験を実施するとともに、研究プロセスにお

ける自立的な研究遂行や主体的な学術集会等への参

加、研究成果の社会的貢献度などから総合的に評価を

行う。 
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口腔科学研究科 
大学院の目的（大学院学則 第 1 条）  学部（学科）の教育研究上の目的（研究科規則等から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

本研究科における各専攻の教育研究上の目的は、次のとおりとする。 
(1) 口腔保健学専攻は、口腔保健学を中心とした長寿福祉口腔保健学に関する

豊かな専門的知識・技能及び科学的探求心を身につけた、次世代の歯科衛生

士教育を担う教育・研究者又は健康長寿社会の実現に貢献する高度専門職業

人の養成を目的とする。 

(2) 口腔科学専攻は、口腔科学を中心とした生命科学に関する学術の理論及び

応用の教育研究を通して、幅広い科学的基盤を持ち、かつ、専門性に秀でた、

教育・研究・臨床並びに歯科行政などの分野で指導的役割を担う人材の養成

を目的とする。 

 
口腔科学研究科 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 
 
１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い教養と論理的思考を備え、専門分野にお

いて明確な問題意識を持ち研究を進める能力に

加え、専門的な職業に従事できる高度な能力を有

している。 
 
２．倫理観、責任感及び指導力 

コミュニケーションを通して豊かな人間関 

係を築きながら高い倫理観・責任感を身につけ、

知性、理性及び感性が調和し、自立して行動でき

るとともに、チーム医療のなかでリーダーシップ

を発揮し、口腔保健の推進に貢献できる。 
 
３．国際的発信力及び社会貢献 

世界水準を目指す研究成果の発信により地域

を発展させる産業創出又は医療の深化・発展に貢

献することができる。 

口腔科学研究科では、学位授与の方針で示す能力を

持った人材を育成することをめざし、以下の方針で教

育課程を編成・実施します。 
 
１．教育課程の編成 

専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を

修得させる授業科目及び当該専攻分野に関連する

分野の基礎的素養を涵養することができる授業科

目を開設するとともに、修士論文作成又は特定の課

題についての研究に係る研究指導体制を整備した

体系的な教育課程を編成する。 
 
２．教育方法 

体系的な教育課程及び研究指導を通じて、高い研

究遂行能力と研究遂行に求められる高い倫理観を

育む機会を提供する。 
 
３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して

成績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づ

き厳格な評価を行い、修士論文又は特定の課題につ

いての研究の成果の審査及び最終試験を適切に行

う。 

口腔科学研究科では、その理念、目標、学位授与

の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏ま

え、卓越した歯科医学と口腔保健学の知識と技術を

継承するとともに、学びの志と進取の気風をもち、

未来へ飛躍する人材を育成するため、課題に対し自

ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性を理解で

きる能力、協働性をもった次のような人を求めてい

ます。 
 

【博士前期課程】 

口腔保健学専攻博士前期課程では、口腔保健に

関する専門的知識・技能および科学的探究心に加

え、豊かな人間性や倫理観を身につけた次世代の

歯科衛生士教育を担う教育研究者、または健康長

寿社会の実現に貢献する高度専門職業人を養成す

るため、次のような人材を求めています 

 

●求める人物像 

・学士で得た基本的な教養、専門科目の基礎学力

およびコミュニケーション能力を有し、口腔保健

学への深い関心をもって教育・研究分野での活躍

を目指す人 

 

・保健・医療・福祉分野に従事する専門家に求め

られる思考力・判断力に加え、生命の尊厳を尊重

し、豊かな人間性の醸成を目指す人 

 

・保健・医療・福祉の現場において、指導的役割を

果たす意欲をもつ高度専門職業人として多職種と

協働し貢献しようとする人 

 

 
 
（口腔科学研究科：口腔保健学専攻 博士前期課程） 【修士（口腔保健学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
 次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 
 
１．高度な知識 

社会から求められる口腔保健学を理解し、これ

を実践するための高度な知識を有する。 
 
２．高度な専門技能 

教育・研究者として問題解決型授業を主体的に

行う能力や、口腔保健学研究・実験の基本的技能

を有する。また、入院患者へ行う専門的口腔ケア

や、保健福祉活動の場で求められる高度な専門技

能を有する。 
 
３．強い責任感と指導力 

学生の職業意識を培う教育担当者としての自

覚を有し、科学の進歩に関心を持って継続的な生

涯学習を実践できる。また、強い責任感と指導力

を有し、チーム医療や医療連携を重視しながら、

口腔保健を中核的に推進できる高度専門職業人

として健康長寿社会に貢献できる。 
 
４．国際性と問題解決能力 

学際的な科学的知識と国際的視野を併せ持ち、

常に最新の口腔保健関連分野の情報収集と学習

口腔保健学専攻（博士前期課程）では、健康増進及

び疾病管理の視点に立って自らの専門領域を捉えう

る歯科衛生士教育の担い手や高度専門職業人を養成

することをめざし、以下の方針で教育課程を編成・実

施します。 
 
 
１．履修科目は口腔保健学の基礎や基盤を形成する

基礎・専門科目、応用力を養う専門科目及び実践教

育を行う専門科目の３段階を基本として、各レベ

ルに必修科目を設け、学期進行とともに履修可能

科目レベルも上がる段階的教科編成とする。 
 

２．基礎科目として、医療系研究科（医・歯・薬・栄

養・保健）が合同で開講する全専攻系共通カリキュ

ラム科目を受講させ、学際的な基礎的・臨床的知識

を修得させる。 
 
３．専門科目に次世代の歯科衛生士教育の担い手及

び研究者を養成する「教育・研究系コース」と社会

が求める高度専門職業人を育成する「臨床系コー

ス」の２コースを設け、各専門分野の担い手として

卓越した能力が培えるカリキュラム構成とする。 
 
４．先進的な口腔保健・歯科医療・社会福祉技術とリ

口腔保健学専攻では、長寿福祉口腔保健学の分野

で活躍できる人材の育成を目指しています。口腔保

健に関する専門的知識・技能および科学的探究心に

加え、豊かな人間性や倫理観を身につけた次世代の

歯科衛生士教育を担う教育研究者、または健康長寿

社会の実現に貢献する高度専門職業人を養成する

ため、課題に対して自ら進んで取り組む主体性や社

会での協働性をもった次のような人材を求めてい

ます。 
 
●求める人物像 
（知識・技能、関心・意欲） 

学士で得た基本的な教養、専門科目の基礎学力お

よびコミュニケーション能力を有し、口腔保健学

への深い関心をもって教育・研究分野での活躍を

目指す人 
 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 
保健・医療・福祉分野に従事する専門家に求めら

れる思考力・判断力に加え、生命の尊厳を尊重し、

豊かな人間性の醸成を目指す人 
 
（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
保健・医療・福祉の現場において、指導的役割を

果たす意欲をもつ高度専門職業人として多職種



50 
 

に心がけ、科学的視点から口腔保健分野の課題を

分析・評価し、課題を解決する能力を有する。 
サーチマインドを備えた教育・研究者や高度専門

職業人養成のため、必要科目を確実に履修させる

体制を整え、最新の研究成果を学びながら自ら研

究を遂行し、口腔保健学の進歩に貢献できるよう

研究指導を実施する。 

と協働し貢献しようとする人 
 
●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

学力試験の「専門科目」では、人体と口腔の構造

と機能、歯・口腔の健康と予防に関わる人間の社会

の仕組み、臨床歯科医学、歯科予防処置、歯科保健

指導など口腔保健学に関する「知識・技能」「思考

力・判断力」を、また「英語」では口腔保健学全般

にわたる英文情報に関する「知識・教養」「思考力・

判断力」を評価します。 

面接では、専門知識についての試問試験を含め、

口腔保健学への「関心・意欲」「表現力」「態度・

協働性」を総合的に評価します。 

 

外国人留学生特別入試 

英語での学習を希望する外国人に向け、筆記試験

（専門科目・語学）と面接を英語によって実施しま

す。評価の基準は一般入試と同じです。 

 
 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．高度な知識 
社会から求められる口腔保健学を理解し、これ

を実践するための高度な知識を有する。 
 

【学修内容】 
 口腔保健学の基盤を形成する基礎科目と３つの専

門科目（口腔保健学基盤科目、口腔保健学特論科目、

課口腔保健学課題専攻科目）を、学年進行に合わせて

段階的に開講し、社会から求められる口腔保健学に関

する学識と情報収集能力・分析能力を修得させる。 
 
【学修方法】 
 基礎科目としてでは他の医療系研究科が合同で開

講する全専攻系共通カリキュラム科を受講させ、多職

種連携教育（IPE）を実践している。特に本科目では

アクティブラーニング（PBL、反転授業等）を積極的

に取り入れて学問的・人間的な啓発を行い、保健・医

療・福祉分野に従事するチームの一員として学際的な

基礎的・臨床的知識を修得させる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 課題レポートや筆記試験、口頭試問、アクティブラ

ーニングへの能動的参加状況等を総合的に評価する。 
 

（知識・技能、関心・意欲） 
学士で得た基本的な教養、専門科目の基礎学力お

よびコミュニケーション能力を有し、口腔保健学

への深い関心をもって教育・研究分野での活躍を

目指す人 
 
（思考力・判断力・表現力等の能力） 
保健・医療・福祉分野に従事する専門家に求めら

れる思考力・判断力に加え、生命の尊厳を尊重し、

豊かな人間性の醸成を目指す人 
 
（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
保健・医療・福祉の現場において、指導的役割を

果たす意欲をもつ高度専門職業人として多職種

と協働し貢献しようとする人 
 

２．高度な専門技能 
教育・研究者として問題解決型授業を主体的に

行う能力や、口腔保健学研究・実験の基本的技能

を有する。また、入院患者へ行う専門的口腔ケア

や、保健福祉活動の場で求められる高度な専門技

能を有する。 

【学修内容】 
 専門科目には次世代の歯科衛生士教育の担い手及

び研究者を養成する「教育・研究系コース」と社会が

求める高度専門職業人を育成する「臨床系コース」の

２コースを設け、１つを選択する。「教育・研究系コー

ス」では、教育、とくに問題解決型授業に関する知識

と能力、研究・実験の基本的技能や研究倫理に関する

知識を修得し、「臨床系コース」では口腔保健の高度な

臨床に求められる知識と専門技能を修得させる。 
 
【学修方法】 
 社会人も含めた学生の多様な背景に応じた確実な

履修が可能となるように、専門科目の講義や演習には

オムニバス形式を採用し、一部にアクティブラーニン

グや個別指導を実施する。 
 
【学修成果の評価方法】 
 課題レポートや筆記試験、口頭試問、アクティブラ

ーニングへの能動的参加状況等を総合的に評価する。 
 

３．強い責任感と指導力 
学生の職業意識を培う教育担当者としての自覚

を有し、科学の進歩に関心を持って継続的な生涯

学習を実践できる。また、強い責任感と指導力を

有し、チーム医療や医療連携を重視しながら、口

腔保健を中核的に推進できる高度専門職業人とし

て健康長寿社会に貢献できる。 

【学修内容】 
 先進的な口腔保健・歯科医療・社会福祉技術とリサ

ーチマインドを備えた教育・研究者や高度専門職業人

養成のため、３つの専門科目に加えて、必修の口腔保

健学課題研究演習を設けている。この演習では最新の

研究成果を学びながら、口腔保健学の進歩に貢献でき

るよう自らの研究を遂行させる。 

 
【学修方法】 
 各自の研究課題に応じた専門的研究を行い、得られ

た研究成果を分析・考察し研究成果をまとめ、修士論

文を作成させる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 公開審査会において修士論文の研究発表や口頭試

問等を行い、評価する。 



51 
 

 
４．国際性と問題解決能力 
学際的な科学的知識と国際的視野を併せ持ち、

常に最新の口腔保健関連分野の情報収集と学習に

心がけ、科学的視点から口腔保健分野の課題を分

析・評価し、課題を解決する能力を有する。 

【学修内容】 
 グローバル化を見据え、全専攻系共通カリキュラム

では「英語論文作成法」を開講し、また一部の専門科

目においても英語による授業を実践する。 
 
【学修方法】 
 一部の専門科目の講義や研究発表に英語を組み入

れ、また多くの科目や演習には英語論文の抄読を組み

入れる。さらに国際交流プログラムにおいて、交換留

学生との交流を積極的に担わせる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 英語による課題レポートや口頭試問、研究発表にお

ける英語による討議、国際学会への参加・発表、国際

交流プログラムへの能動的参加状況などで総合的に

評価する。 

 
口腔科学研究科 博士後期課程及び博士課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 
 
１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

口腔科学における広い視野と高度な専門知識・

技能を身につけ、自立して研究を遂行し後進を指

導できる又は当該専門的な職業に従事できる卓

越した能力を有している。 
 
２．倫理観、責任感、創造力、応用力、洞察力及び

指導力 
高い倫理観と強固な責任感、独自の発想力や豊

かな創造力、広範な応用力及び深い洞察力をもっ

て、自立して行動できるとともに、歯科臨床の現

場や保健福祉活動の場で求められる高度な専門

技能の応用及び他分野との連携を指導者として

遂行できる。 
 
３．国際的発信力及び社会貢献 

高度な国際的視野を有し、世界をリードする研

究成果を発信するとともに、長寿社会の課題解決

を通して人々の健康と福祉に貢献することがで

きる。 

口腔科学研究科では、学位授与の方針で示す能力を持

った人材を育成することをめざし、以下の教育課程を

編成・実施します。 
 
１．教育課程の編成 

専攻分野に関する卓越した専門的知識及び能力

を修得させる授業科目を開設するとともに、博士論

文作成に係る研究指導体制を整備した体系的な教

育課程を編成する。 
 
２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、自立して

独創的な研究を遂行できる能力と研究遂行に求め

られる高い倫理観やリーダーシップを育む機会を

提供する。学位研究の中間段階から、複数教員によ

る指導体制の場を提供する。優秀な研究活動に対す

る表彰制度を実施する。 
 
３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して

形成的評価として、成績評価基準を各学年毎のアカ

デミックレコードの評価項目として明示し、評価を

行い、最終評価は、博士論文の審査及び最終試験を

厳格に行う。 
 

口腔科学専攻博士課程及び口腔保健学専攻博士

後期課程では、口腔科学、口腔保健学ならびに隣接

する分野に関する学術の理論および応用を教授研

究し、幅広い科学的基盤をもち、かつ専門性にも秀

でた、教育・研究・臨床ならびに歯科行政などの分

野で指導的役割を担う人材ならびに高度専門職業

人を養成するため、次のような人物を求めていま

す。 

 
●求める人物像 
・口腔科学に関する高度な専門的知識・技能と、隣

接する分野にわたる広い視野を身につけ、自立し

て研究を遂行し後進を指導する能力、又は専門医

等の資格取得につながる卓越した能力を修得し

ようとする人 
 
・高い倫理観と強固な責任感、独自の発想力や豊か

な創造力、広範な応用力、深い洞察力を備え、地

域保健医療と国際社会の発展のために高度に貢

献しようとする人 
 
・高度な国際的視野を有し、世界をリードする研究

成果を発信し、他分野とも協働して高度専門分野

を開拓・牽引しようとする人 
 
 

 
（口腔科学研究科：口腔科学専攻 博士後期課程） 【博士（口腔保健学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。  
 
１．高度な理解力と課題解決能力 

長寿福祉口腔保健学に関する学識と多職種連

携を活用して科学的視点から関連の諸課題を解

決できる。 
 
２．教育・研究指導能力 

長寿福祉口腔保健学領域の教育を行う大学等

において、倫理観を備えた教育者・研究者として

指導できる。 
 
３．高度な専門技能と指導能力 

自らも高度な専門技能を有し、歯科臨床の場や

保健福祉活動の場で求められる高度な専門技能

の応用及び他分野との連携を指導者として遂行

できる。 
 
４．国際性と情報発信能力 

長寿福祉口腔保健学領域に関連する世界の諸

課題にも積極的に取り組み、得られた成果を国際

社会に向けて情報発信できる。 
 
５．社会貢献 

長寿社会の口腔保健や社会福祉に関与して

人々の健康と福祉に貢献することができる。 

口腔保健学専攻（博士後期課程）では、長寿福祉口

腔保健学の学際領域の教育・研究を自ら構築し展開で

きる人材を養成することをめざし、以下の方針で教育

課程を編成・実施します。 
 
１．履修科目は長寿福祉口腔保健学の基盤を形成す

る基礎科目と３つの専門科目（専門基礎科目、専門

展開科目、課題研究科目）から構成され、学年進行

に併せた段階的な教育課程の編成としている。 
 
２．基礎科目として、医療系研究科（医・歯・薬・栄

養・保健）が合同で開講する全専攻系共通カリキュ

ラム科目を受講し、多様な学生が学生間で切磋琢

磨しながら、学際的な基礎的・臨床的知識を修得す

る。 
 
３．専門展開科目では特色を有する６領域を設定し

ており、このうちの２領域の専門展開科目を修得

することにより、養成の目的に応じたカリキュラ

ム体制が構築できる。 
 
４．グローバル化を見据えて大学院授業科目の受講

や研究発表に英語を組み入れ、国際社会で通用す

るコミュニケーション能力を獲得させる。 
 
５．博士論文の作成と研究成果の発表を通じて、超高

齢社会における諸問題の理解・解決能力ならびに

 口腔保健学専攻では、長寿福祉口腔保健学の分

野で活躍できる人材の育成を目指しています。口

腔保健に関する専門的知識・技能および科学的探

究心に加え、豊かな人間性や倫理観を身につけた

次世代の歯科衛生士教育を担う教育研究者、また

は健康長寿社会の実現に貢献する高度専門職業人

を養成するため、課題に対して自ら進んで取り組

む主体性や社会での協働性をもった次のような人

材を求めています。 
 
●求める人物像 
（知識・技能、関心・意欲） 

博士前期課程で培った研究活動を遂行する上

で必要な専門分野の学力やコミュニケーション

能力を有し、長寿福祉口腔保健学に対する深い関

心を持って教育・研究分野での活躍を目指す人 
 
（思考力・判断力・表現力等の能力） 

豊かな人間性と生命倫理の尊重に加え、口腔保

健・栄養・社会福祉に関する卓越した思考力・判

断力を身につけ、指導的役割を担う高度専門職業

人を目指す人 
 
（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

我が国の口腔保健・栄養・社会福祉分野での卓

越した研究手法を修得し、その成果をアジア諸国

においても展開するなど、関係する人々と協働し
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新分野を開拓する能力を身につけ、長寿福祉口腔

保健学の進歩に貢献できるよう研究指導を実施す

る。 

て長寿福祉口腔保健学の発展を志す人 
 
●入学者選抜の基本方針 
一般入試 
学力試験の「専門科目」では、長寿福祉口腔保

健学に関する「知識・技能」「思考力・判断力」を、

また「英語」では長寿福祉口腔保健学などの英文

情報に関する「知識・教養」「思考力・判断力」を

評価します。 
面接では、専門知識についての試問試験を含め、

長寿福祉口腔保健学への「関心・意欲」「表現力」

「態度・協働性」を総合的に評価します。 
 

英語プログラム（私費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
英語プログラム（国費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。採用

は徳島大学からの推薦に基づき文部科学省が決定

します。 

 
 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．高度な理解力と課題解決能力 
 長寿福祉口腔保健学に関する学識と多職種連

携を活用して科学的視点から関連の諸課題を解

決できる。 
 

【学修内容】 
 長寿福祉口腔保健学の基盤を形成する基礎科目と
３つの専門科目（専門基礎科目、専門展開科目、課題
研究科目）を、学年進行に合わせて段階的に開講し、
長寿福祉口腔保健学に関する学識と情報収集能力・分
析能力を修得させる。 
 
【学修方法】 
 共通カリキュラム科目では他専攻の大学院生とと
もに学ぶ内容を取り入れ多職種連携教育（IPE）を実
践している。特に本科目ではアクティブラーニング
（PBL、反転授業）を積極的に取り入れて学問的・人
間的な啓発を行い、保健医療・福祉に従事するチーム
の一員として諸問題を解決できる能力を修得させる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 英語による筆記試験、レポート、口頭試問、アクテ
ィブラーニングへの能動的参加状況等を総合的に評
価する。 
 

（知識・技能、関心・意欲） 
博士前期課程で培った研究活動を遂行する上

で必要な専門分野の学力やコミュニケーション

能力を有し、長寿福祉口腔保健学に対する深い関

心を持って教育・研究分野での活躍を目指す人 
 
（思考力・判断力・表現力等の能力） 

豊かな人間性と生命倫理の尊重に加え、口腔保

健・栄養・社会福祉に関する卓越した思考力・判

断力を身につけ、指導的役割を担う高度専門職業

人を目指す人 
 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
我が国の口腔保健・栄養・社会福祉分野での卓

越した研究手法を修得し、その成果をアジア諸国

においても展開するなど、関係する人々と協働し

て長寿福祉口腔保健学の発展を志す人 
 

２．教育・研究指導能力 
長寿福祉口腔保健学領域の教育を行う大学等

において、倫理観を備えた教育者・研究者として
指導できる。 

 

【学修内容】 
 長寿福祉口腔保健学領域の教育者・研究者養成を目
的に６つの演習科目から二つを選択し、教育に関する
知識と手法、研究倫理に関する知識・技能を修得させ
る。 
 
【学修方法】 

社会人も含めた学生の多様な背景に応じた確実な
履修が可能となるように、上記演習にはオムニバス形
式を採用し、すべての科目において英語論文の抄読を
組み入れる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 英語による筆記試験、レポート、口頭試問、少人数
グループ討議への能動的参加状況等を総合的に評価
する。 
 

３．高度な専門技能と指導能力 
自らも高度な専門技能を有し、歯科臨床の場や

保健福祉活動の場で求められる高度な専門技能
の応用及び他分野との連携を指導者として遂行
できる。 

 
 
 

【学修内容】 
 高度な専門職職業人の養成を目的に６つの選択科
目（特別研究）から１科目以上選択し、研究指導者の
もとに研究課題を遂行させる。 
 
【学修方法】 
 各自の研究課題に応じた専門的研究を行い、得られ
た研究成果を分析・考察し研究成果を広く公表すると
ともに博士論文（英語）を作成させる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 博士論文の作成・英文雑誌への投稿・採択の可否・
審査会における発表をもって評価する。 
 

４．国際性と情報発信能力 
長寿福祉口腔保健学領域に関連する世界の諸

課題にも積極的に取り組み、得られた成果を国際
社会に向けて情報発信できる。 

【学修内容】 
 グローバル化を見据え、共通カリキュラムでは「英
語論文作成法」を開講し、また多くの専門基礎科目で
も英語による授業を実施する。 
 
【学修方法】 
 大学院授業科目の受講や研究発表に英語を組み入
れ、さらにすべての科目において英語論文の抄読を組
み入れる。また、国際交流プログラムにおいても交換
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留学生との合同授業やグループディスカッションに
積極的に参加させ、英語によるコミュニケーション能
力の向上を図る。 
 
【学修成果の評価方法】 
 英語による口頭試問、研究発表における英語の討
議、レポート、国際交流プログラムへの能動的参加状
況などで総合的に評価する。 
 

５．社会貢献 
長寿社会の口腔保健や社会福祉に関与して

人々の健康と福祉に貢献することができる。 

【学修内容】 
 「口腔保健栄養福祉学特論」を必修とし、口腔機能
を踏まえた栄養学や社会福祉学に関する制度の基本
とその現状を修得させる。 
 
【学修方法】 
 英語によるオムニバス方式の授業とし、実践的な統
計関連学や保健医療・福祉に関連するトピックスにつ
いて学び、これらの知識を活用して長寿社会の課題を
解決する手法を修得させる。また、各指導者は積極的
にアクティブラーニング（多職種によるグループディ
スカッション）を取り入れて学生の課題可決能力を向
上させ、最終的に人々の健康と福祉に貢献できる人材
を育成する。 
 
【学修成果の評価方法】 
 英語によるレポートと筆記試験、アクティブラーニ
ングへの能動的参加状況等で総合的に評価する。 
 

 
（口腔科学研究科：口腔保健学専攻 博士後期課程） 【博士（学術）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。  
 
１．高度な理解力と課題解決能力 

長寿福祉口腔保健学に関する諸問題に対して

情報収集と分析を行い、科学的視点から保健医

療・福祉に従事するチームの一員として関連の諸

課題を解決できる。 
 
２．教育・研究指導能力 

長寿福祉口腔保健学領域の教育と研究を行う

大学等において、その領域を展開できる教育者・

研究者として指導できる。 
 
３．高度な専門技能と指導能力 
  口腔保健と地域医療福祉に関連する高度な専

門技能を有し、医療と福祉の現場において両者の

知識と技能を駆使した解決策を見いだし、指導的

立場から実践できる。 
 
４．国際性と情報発信能力 
  国際社会における口腔保健と社会福祉に関する

諸問題に対して情報収集能力と分析能力を有し、

あわせて高度なコミュニケーション力を活用して

その対策を立案し、国際社会に向けて発信できる。 
 
５．社会貢献 

口腔保健から見た栄養学や地域社会福祉制度

に関する研究成果を広く社会に開示することで

人々の健康と福祉に貢献することができる。 
 

口腔保健学専攻（博士後期課程）では、長寿福祉口

腔保健学の学際領域の教育・研究を自ら構築し展開で

きる人材を養成することをめざし、以下の方針で教育

課程を編成・実施します。 
 
１．履修科目は長寿福祉口腔保健学の基盤を形成す

る基礎科目と３つの専門科目（専門基礎科目、専門

展開科目、課題研究科目）から構成され、学年進行

に併せた段階的な教育課程の編成としている。 
 
２．基礎科目として、医療系研究科（医・歯・薬・

栄養・保健）が合同で開講する全専攻系共通カリキ

ュラム科目を受講し、多様な学生が学生間で切磋

琢磨しながら、学際的な基礎的・臨床的知識を修得

する。 
 
３．専門展開科目では特色を有する６領域を設定し

ており、このうちの２領域の専門展開科目を修得

することにより、養成の目的に応じたカリキュラ

ム体制が構築できる。 
 
４．グローバル化を見据えて大学院授業科目の受講

や研究発表に英語を組み入れ、国際社会で通用す

るコミュニケーション能力を獲得させる。 
 
５．博士論文の作成と研究成果の発表を通じて、超

高齢社会における諸問題の理解・解決能力ならび

に新分野を開拓する能力を身につけ、長寿福祉口

腔保健学の進歩に貢献できるよう研究指導を実施

する。 

口腔保健学専攻では、長寿福祉口腔保健学の分野

で活躍できる人材の育成を目指しています。口腔保

健に関する専門的知識・技能および科学的探究心に

加え、豊かな人間性や倫理観を身につけた次世代の

歯科衛生士教育を担う教育研究者、または健康長寿

社会の実現に貢献する高度専門職業人を養成する

ため、課題に対して自ら進んで取り組む主体性や社

会での協働性をもった次のような人材を求めてい

ます。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

博士前期課程で培った研究活動を遂行する上

で必要な専門分野の学力やコミュニケーション

能力を有し、長寿福祉口腔保健学に対する深い関

心を持って教育・研究分野での活躍を目指す人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

豊かな人間性と生命倫理の尊重に加え、口腔保

健・栄養・社会福祉に関する卓越した思考力・判

断力を身につけ、指導的役割を担う高度専門職業

人を目指す人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

我が国の口腔保健・栄養・社会福祉分野での卓

越した研究手法を修得し、その成果をアジア諸国

においても展開するなど、関係する人々と協働し

て長寿福祉口腔保健学の発展を志す人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

学力試験の「専門科目」では、長寿福祉口腔保健

学に関する「知識・技能」「思考力・判断力」を、

また「英語」では長寿福祉口腔保健学などの英文情

報に関する「知識・教養」「思考力・判断力」を評

価します。 

面接では、専門知識についての試問試験を含め、

長寿福祉口腔保健学への「関心・意欲」「表現力」

「態度・協働性」を総合的に評価します。 

 

英語プログラム（私費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
英語プログラム（国費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。採用
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は徳島大学からの推薦に基づき文部科学省が決定

します。 

 
 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 
１．高度な理解力と課題解決能力 

長寿福祉口腔保健学に関する諸問題に対して

情報収集と分析を行い、科学的視点から保健医

療・福祉に従事するチームの一員として関連の諸

課題を解決できる。 
 

【学修内容】 
 長寿福祉口腔保健学の基盤を形成する基礎科目と
３つの専門科目（専門基礎科目、専門展開科目、課題
研究科目）を、学年進行に合わせて段階的に開講し、
長寿福祉口腔保健学に関する学識と情報収集能力・分
析能力の修得を目指す。 
 
【学修方法】 
 共通カリキュラム科目では他専攻の大学院生とと
もに学ぶ内容を取り入れ多職種連携教育（IPE）を実
践する。特に本科目では積極的にアクティブラーニン
グ（PBL、反転授業）を取り入れて学問的・人間的な
啓発を行い、保健医療・福祉に従事するチームの一員
として諸問題を解決できる能力を修得させる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 英語による筆記試験、レポート、口頭試問、アクテ
ィブラーニングへの能動的参加状況等を総合的に評
価する。 
 

（知識・技能、関心・意欲） 

博士前期課程で培った研究活動を遂行する上

で必要な専門分野の学力やコミュニケーション

能力を有し、長寿福祉口腔保健学に対する深い関

心を持って教育・研究分野での活躍を目指す人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

豊かな人間性と生命倫理の尊重に加え、口腔保

健・栄養・社会福祉に関する卓越した思考力・判

断力を身につけ、指導的役割を担う高度専門職業

人を目指す人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

我が国の口腔保健・栄養・社会福祉分野での卓

越した研究手法を修得し、その成果をアジア諸国

においても展開するなど、関係する人々と協働し

て長寿福祉口腔保健学の発展を志す人 

 
２．教育・研究指導能力 

長寿福祉口腔保健学領域の教育と研究を行う

大学等において、その領域を展開できる教育者・

研究者として指導できる。 
 

【学修内容】 
 長寿福祉口腔保健学領域の教育者・研究者養成を目
的に６つの専門展開科目（演習）から二つを選択し、
教育に関する知識と手法、研究倫理に関する知識・技
能を修得する。なお「博士（学術）」の学位付与にあた
っては専門展開科目として「口腔保健福祉学特別演
習」または「地域医療福祉学特別演習」を履修した学
生を対象とする。 
 
【学修方法】 
社会人も含めた学生の多様な背景に応じた確実な

履修が可能となるように、上記６つの専門展開科目
（演習）にはオムニバス形式を採用し、個別指導を取
り入れている。また、全ての科目に英語論文の抄読を
組み入れる 
  
【学修成果の評価方法】 
 英語による筆記試験、レポート、口頭試問、少人数
グループ討議への能動的参加状況等を総合的に評価
する。 

３．高度な専門技能と指導能力 
口腔保健と地域医療福祉に関連する高度な専

門技能を有し、医療と福祉の現場において両社の

知識と技能を駆使した解決策を見いだし、指導的

立場から実践できる。 
 

【学修内容】 
 高度な専門職職業人の養成を目的に６つの選択科
目（特別研究）から１科目以上選択し、研究指導者の
もとに研究課題を遂行させる。なお「博士（学術）」の
学位付与に当たっては課題研究科目において「口腔保
健福祉学特別研究」または「地域医療福祉学特別研究」
を履修した学生を対象とする。 
 
【学修方法】 
 各自の研究課題に応じた専門的研究を行い、得られ
た研究成果を分析・考察し研究成果を広く公表すると
ともに博士論文（英語）を作成させる。 
 
【学修成果の評価方法】 
 博士論文の作成・英文雑誌への投稿・採択の可否・
審査会における発表をもって評価する。 
 

４．国際性と情報発信能力 
国際社会における口腔保健と社会福祉に関す

る諸問題に対して情報収集能力と分析能力を有

し、あわせて高度なコミュニケーション力を活用

してその対策を立案し、国際社会に向けて発信で

きる。 
 

 

【学修内容】 
 グローバル化を見据え、共通カリキュラムでは「英
語論文作成法」を開講し、また多くの専門基礎科目で
も英語による授業を実践する。 
 
【学修方法】 
 大学院授業科目の受講や研究発表に英語を組み入
れ、さらにすべての科目において英語論文の抄読を組
み入れる。また国際交流プログラムにおいても交換留
学生との合同授業やグループディスカッションに積
極的に参加させ、英語によるコミュニケーション能力
の向上を図る。 
 
【学修成果の評価方法】 
 英語による口頭試問、研究発表における英語の討
議、レポート、国際交流プログラムへの能動的参加状
況などで総合的に評価する。 
 

５．社会貢献 
口腔保健から見た栄養学や地域社会福祉制度

に関する研究成果を広く社会に開示することで
人々の健康と福祉に貢献することができる 

【学修内容】 
 「口腔保健栄養福祉学特論」を必修とし、口腔機能
を踏まえた栄養学や社会福祉学に関する制度の基本
とその現状を修得させる。 
 
【学修方法】 
 英語によるオムニバス方式の授業とし、実践的な統
計関連学や保健医療・福祉に関連するトピックスにつ
いて学び、これらの知識を活用して長寿社会の課題を
解決する手法を修得する。また各指導者は積極的にア
クティブラーニング（多職種によるグループディスカ
ッション）を取り入れて学生の課題可決能力を向上さ
せ、最終的に人々の健康と福祉に貢献できる人材を育
成する。 
 
【学修成果の評価方法】 
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 英語によるレポートと筆記試験、アクティブラーニ
ングへの能動的参加状況等で総合的に評価する。 
 

 
（口腔科学研究科：口腔科学専攻 博士課程） 【博士（歯学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
 次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 
 

幅広い科学的基盤を持ち、口腔科学に関する研究

を立案、実行するとともに、実践的な英語能力を含

め、国際社会で活躍できる人材。加えて、各種専門

医取得のために基本的ならびに先進的な臨床経験

を積むとともに、生命倫理・研究倫理を理解し、ヒ

トを対象とした臨床研究から、臨床の科学的根拠見

出せる人材。 
 
修得すべき能力は以下のとおりである。 
 
１．高度な理解力 

口腔科学及び関連する医学や工学についての

最新の研究動向を把握し理解できる能力 
 
２．国際性と課題解決能力 

科学的思考に基づいた論理展開を行い、倫理観

を備えた研究者として地域社会及び国際社会で

活躍できる能力 
 
３．新たな可能性の探索能力 

固定概念にとらわれない自由な発想により、新

たな研究や発展的研究の可能性と実現性を探索

できる能力 
 
４．高度専門技術 

修得した幅広い学識と高度な臨床・研究能力に

基づき、口腔関連領域の研究指導ができるととも

に、高度専門技術とリサーチマインドを備えた医

療人として臨床教育、臨床研究指導ができる能力 
 

口腔科学専攻（博士課程）では、国際的に通用する

研究者及びリサーチマインドを備えた専門的医療人

を養成することをめざし、以下の方針で教育課程を編

成・実施します。 
 
１．医療系研究科（医・歯・薬・栄養・保健）が合同

で開講する全専攻系共通カリキュラム科目の学習

を通じて、広い視野から基礎的・臨床的知識を習得

させ、医学系研究者としての倫理観を育成する。 
（基盤的な知識と倫理観） 
 
２．口腔科学に関する各専門分野の講義、演習、実験

実習を展開させ、歯科医療の進歩に寄与できる口

腔科学研究のエキスパートとしての能力を獲得さ

せる。（専門的知識） 
 
３．口腔科学における課題を見出し、研究活動を通し

て問題解決能力を育成する。（課題解決能力） 
 
４．英語による大学院授業科目の受講や研究発表を

通して、国際社会で通用するコミュニケーション

能力を獲得させる。（国際性） 
 
５．先端医学を学びながら口腔科学の進歩に貢献で

きる基盤的研究を展開し、国際的に活躍できる研

究者を育成できるカリキュラム構成とするととも

に、先進的な歯科医療技術とリサーチマインドを

備えた専門的医療人養成のため、種々の臨床技術

（診断、検査、治療など）を習得させ、ヒトを対象

とした臨床研究を行いながら、高度な歯科専門教

育の指導者を養成できるカリキュラム構成とす

る。 

口腔科学専攻では、口腔科学ならびに隣接する分

野に関する学術の理論および応用を教授研究し、幅

広い科学的基盤をもち、かつ専門性にも秀でた、教

育・研究・臨床ならびに歯科行政などの分野で指導

的役割を担う人材の養成を目指しています。そのた

めに、次のような人物を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能・関心・意欲） 

口腔科学に関する興味と情熱に溢れ、歯学科課程

（6年制）で修得すべきレベルの口腔科学および

歯科臨床についての高度な専門的知識と技能を

有し、これをさらに磨くことにより後進を指導す

る能力を身につけ、口腔科学の進歩と社会的課題

の解決に意欲を燃やす人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生命倫理を尊重し、論理的思考と科学的根拠に基

づく歯科医療の開発と実践を志す人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自立して社会や地域の問題に向き合い、その課題

解決のために他者の意見を真摯に受けとめ、協働

して国際社会や地域社会の発展に貢献しようす

る人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

個別学力検査では、主として専門分野に係る語学

力を含めた知識・技能を評価します。 

「専門科目」試験では、人体と口腔の構造・機能、

歯と口腔の健康と疾患発症に関する生命科学、臨床

歯科医学に関する歯学科課程（6年制）で修得する

レベルの専門的な問題とします。 

「英語」試験では、一般医学・歯学の全般に関わ

る英文情報の理解を問う問題とします。 

面接では、専門知識と技能に関する試問試験を含

め、歯学・口腔科学への関心・意欲、思考力・判断

力・表現力、倫理観、主体性、協働性を総合的に評

価します。 

 

社会人特別入試 

社会の現場で活躍している開業医及び勤務医、大

学院修士課程修了後、研究又は医療業務などに従事

している社会人等に対し、リカレント教育の門戸を

開く目的で、入学時の学力試験を免除した特別入試

を実施します。 

面接では、専門知識と技能に関する試問試験を含

め、先端の歯学・口腔科学への強い関心・学習意欲

と合わせて、思考力・判断力・表現力、倫理観、主

体性、協働性を総合的に評価します。入学後、在学

中に語学試験（英語）に合格することが要求されま

す。 

 

外国人留学生特別入試 

英語での学習を希望する外国人に向け、筆記試験

（専門科目・語学）と面接を英語によって実施しま

す。評価の基準は一般入試と同じです。 

 

英語プログラム（国費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。採用

は徳島大学からの推薦に基づき文部科学省が決定

します。 

 

英語プログラム（私費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表
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現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 
１．高度な理解力 

口腔科学及び関連する医学や工学についての

最新の研究動向を把握し理解できる能力 
 

【学修内容】 
 口腔科学に関する高度な理解力を修得するために、
シラバスから講義、実験、実習を選択させる。さらに、
随時開催される最新研究を踏まえた講義、セミナーな
どを有効に活用するとともに、実験、実習では最新技
術、高度な専門技術を積極的に習得できる学修内容を
設定する。ならびに臨床実地の中から得られる知識と
ともに、最新臨床歯学の研究動向を十分に理解できる
学修内容を盛り込む。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニングな
どを中心に、個々の能力、目標に沿った学修方法を設
定する。中間発表会では、複数の指導教員による研究
の方向性についての確認を行い、研究の質ならびに発
展性を検討する。また、英語による理解力を深める学
修指導を実践する。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英文論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
 

（知識・技能・関心・意欲） 

口腔科学に関する興味と情熱に溢れ、歯学科課程

（6年制）で修得すべきレベルの口腔科学および

歯科臨床についての高度な専門的知識と技能を

有し、これをさらに磨くことにより後進を指導す

る能力を身につけ、口腔科学の進歩と社会的課題

の解決に意欲を燃やす人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生命倫理を尊重し、論理的思考と科学的根拠に基

づく歯科医療の開発と実践を志す人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自立して社会や地域の問題に向き合い、その課題

解決のために他者の意見を真摯に受けとめ、協働

して国際社会や地域社会の発展に貢献しようす

る人 

 

２．国際性と課題解決能力 
科学的思考に基づいた論理展開を行い、倫理観

を備えた研究者として地域社会及び国際社会で

活躍できる能力 
 

【学修内容】 
 国際性と課題解決能力を修得させるために、最新研
究の理解、研究課題に関する方針などを十分に検討す
るとともに、科学的思考を植え付け、研究者としての
基本的能力を開発する。また、研究倫理を十分に身に
つけることができる学修内容を提案する。また、臨床
医科学概論や先端口腔医科学特論など国際性および
地域性を兼ね備えた医療人として、十分な課題解決能
力を修得できる学修内容を設定する。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニングな
どを中心に、個々の能力、目標に沿った学修方法を設
定する。各学修項目に英語による内容を盛り込む。ま
た、国内外の学会への参加を促進させることによっ
て、国際性ならびに課題解決能力を修得させる。さら
に、研究倫理の講義などに注力する。英語によるコミ
ュニケーション能力の向上を図る。中間発表会では、
英語による発表を行い、国際性への対応を学習させ
る。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英語論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
 

３．新たな可能性の探索能力 
 固定概念にとらわれない自由な発想により、新
たな研究や発展的研究の可能性と実現性を探索で
きる能力 
 

【学修内容】 
 新たな研究や発展的研究の可能性と実現性を探索
できる能力を養うために、指導教員とのコミュニケー
ションを十分にとりながら、研究の進捗を議論するこ
とによって、発展的な進展を目指し、探索能力を培う
学修内容を設定する。さらに、臨床研究の発展性を探
索する契機になるような学修内容を設定する。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニングな
どを中心に、個々の能力、目標に沿った学修方法を設
定する。中間発表会では、多様な研究に触れ、新たな
可能性の探索を図る。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英文論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
 

４．高度専門技術 
修得した幅広い学識と高度な臨床・研究能力に

基づき、口腔関連領域の研究指導ができるととも

に、高度専門技術とリサーチマインドを備えた医

療人として臨床教育、臨床研究指導ができる能力 

【学修内容】 
 リサーチマインドを備えた医療人の育成を目指し
て、研究課題とともに幅広い異分野の研究内容、実験
技術を身につけることのできる学修内容を設定する。
英語論文作成技術の修得にも務めさせる。幅広い臨床
研究が実践でき、さらに、指導者としてのコースワー
クを修得できる学修内容を設定する。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニング、
学内外のセミナーなどを中心に、個々の能力、目標に
沿った、高度専門技術の修得に必要な学修方法を設定
する。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英文論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
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（口腔科学研究科：口腔科学専攻 博士課程） 【博士（学術）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
 次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 
 

科学的・学際的基盤を持ち、口腔科学領域にとら

われず、幅広い分野で研究を立案、実行するととも

に、実践的な英語能力を持った、国際社会で活躍で

きる人材。 
 
 修得すべき能力は以下のとおりである。 
 
１．高度な理解力 

口腔科学及び関連する医学や工学についての

最新の研究動向を把握し理解できる能力 
 
２．国際性と課題解決能力 

科学的思考に基づいた論理展開を行い、倫理観

を備えた研究者として地域社会及び国際社会で

活躍できる能力 
 
３．新たな可能性の探索能力 

固定概念にとらわれない自由な発想により、新

たな研究や発展的研究の可能性と実現性を探索

できる能力 
 
４．高度専門技術 

修得した高度な専門知識・研究技術と経験に基

づき、口腔領域にとらわれず幅広い分野で研究指

導ができる能力 
 

口腔科学専攻（博士課程）では、国際的に通用する

研究者及びリサーチマインドを備えた専門的医療人

を養成することをめざし、以下の方針で教育課程を編

成・実施します。 
 
１．医療系研究科（医・歯・薬・栄養・保健）が合同

で開講する全専攻系共通カリキュラム科目の学習

を通じて、広い視野から基礎的・臨床的知識を習得

させ、医学系研究者としての倫理観を育成する。

（基盤的な知識と倫理観） 
 
２．口腔科学に関する各専門分野の講義、演習、実験

実習を展開させ、歯科医療の進歩に寄与できる口

腔科学研究のエキスパートとしての能力を獲得さ

せる。（専門的知識） 
 
３．口腔科学における課題を見出し、研究活動を通し

て問題解決能力を育成する。（課題解決能力） 
 
４．英語による大学院授業科目の受講や研究発表を

通して、国際社会で通用するコミュニケーション

能力を獲得させる。（国際性） 
 
５．先端医学を学びながら口腔科学の進歩に貢献で

きる基盤的研究を展開し、国際的に活躍できる研

究者を育成できるカリキュラム構成とする。 

口腔科学専攻では、口腔科学ならびに隣接する分

野に関する学術の理論および応用を教授研究し、幅

広い科学的基盤をもち、かつ専門性にも秀でた、教

育・研究・臨床ならびに歯科行政などの分野で指導

的役割を担う人材の養成を目指しています。そのた

めに、次のような人物を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能・関心・意欲） 

口腔科学に関する興味と情熱に溢れ、歯学科課程

（6年制）で修得すべきレベルの口腔科学および

歯科臨床についての高度な専門的知識と技能を

有し、これをさらに磨くことにより後進を指導す

る能力を身につけ、口腔科学の進歩と社会的課題

の解決に意欲を燃やす人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

生命倫理を尊重し、論理的思考と科学的根拠に基

づく歯科医療の開発と実践を志す人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自立して社会や地域の問題に向き合い、その課題

解決のために他者の意見を真摯に受けとめ、協働

して国際社会や地域社会の発展に貢献しようす

る人 

 

●入学者選抜の基本方針 

一般入試 

個別学力検査では、主として専門分野に係る語学

力を含めた知識・技能を評価します。 

「専門科目」試験では、人体と口腔の構造・機能、

歯と口腔の健康と疾患発症に関する生命科学、臨床

歯科医学に関する歯学科課程（6年制）で修得する

レベルの専門的な問題とします。 

「英語」試験では、一般医学・歯学の全般に関わ

る英文情報の理解を問う問題とします。 

面接では、専門知識と技能に関する試問試験を含

め、歯学・口腔科学への関心・意欲、思考力・判断

力・表現力、倫理観、主体性、協働性を総合的に評

価します。 

 

外国人留学生特別入試 

英語での学習を希望する外国人に向け、筆記試験

（専門科目・語学）と面接を英語によって実施しま

す。評価の基準は一般入試と同じです。 

 

英語プログラム（国費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。採用

は徳島大学からの推薦に基づき文部科学省が決定

します。 

 

 

英語プログラム（私費）外国人留学生入試 

書類審査及びインターネットインタビューによ

る面接では、英語の読解力・理解力、専門分野に関

する知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表

現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 

 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．高度な理解力 
口腔科学及び関連する医学や工学についての

最新の研究動向を把握し理解できる能力 
 
 
 
 

【学修内容】 
 口腔科学に関する高度な理解力を修得するために、
最新研究を踏まえた講義、セミナーなどを有効に活用
するとともに、実験、実習では最新技術、高度な専門
技術を積極的に修得できる学修内容を設定する。先端
口腔科学特論などで最新臨床歯学とともに生命科学
の研究動向を十分に理解できる学修内容を盛り込む。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニングな
どを中心に、個々の能力、目標に沿った学修方法を設
定する。英語による理解力を深める学修指導を実践す

（知識・技能・関心・意欲） 

口腔科学に関する興味と情熱に溢れ、歯学科課程

（6年制）で修得すべきレベルの口腔科学および

歯科臨床についての高度な専門的知識と技能を

有し、これをさらに磨くことにより後進を指導す

る能力を身につけ、口腔科学の進歩と社会的課題

の解決に意欲を燃やす人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 
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る。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英文論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
 

生命倫理を尊重し、論理的思考と科学的根拠に基

づく歯科医療の開発と実践を志す人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

自立して社会や地域の問題に向き合い、その課題

解決のために他者の意見を真摯に受けとめ、協働

して国際社会や地域社会の発展に貢献しようす

る人 
２．国際性と課題解決能力 

科学的思考に基づいた論理展開を行い、倫理観

を備えた研究者として地域社会及び国際社会で

活躍できる能力 
 

【学修内容】 
 国際性と課題解決能力を修得させるために、最新研
究の理解、研究課題に関する方針などを十分に検討す
るとともに、科学的思考を植え付け、研究者としての
基本的能力を開発する。また、研究倫理を十分に身に
つけることができる学修内容を提案する。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニングな
どを中心に、個々の能力、目標に沿った学修方法を設
定する。各学修項目に英語による内容を盛り込む。ま
た、国内外の学会への参加を促進させることによっ
て、国際性ならびに課題解決能力を修得させる。さら
に、研究倫理の講義などに注力する。英語によるコミ
ュニケーション能力の向上を図る。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英文論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
 

３．新たな可能性の探索能力 
固定概念にとらわれない自由な発想により、新

たな研究や発展的研究の可能性と実現性を探索

できる能力 
 

【学修内容】 
 新たな研究や発展的研究の可能性と実現性を探索
できる能力を養うために、指導教員とのコミュニケー
ションを十分にとりながら、研究の進捗を議論するこ
とによって、発展的な進展を目指し、探索能力を培う
学修内容を設定する。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニングな
どを中心に、個々の能力、目標に沿った学修方法を設
定する。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英文論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
 

４．高度専門技術 
修得した高度な専門知識・研究技術と経験に基

づき、口腔領域にとらわれず幅広い分野で研究指
導ができる能力 

【学修内容】 
 リサーチマインドを備えた医療人の育成を目指し
て、研究課題とともに幅広い異分野の研究内容、実験
技術を身につけることのできる学修内容を設定する。
英語論文作成技術の修得にも務める。さらに、指導者
としてのコースワークを修得できる学修内容を設定
する。 
 
【学修方法】 
 講義、演習、実験、実習、アクティブラーニングな
どを中心に、個々の能力、目標に沿った学修方法を設
定する。 
 
【学修成果の評価方法】 
 試験、口頭試問、レポート、実習、英文論文作成、
学会への能動的参加状況などについてのアカデミッ
クレコードを総合的に評価する。 
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薬学研究科 
大学院の目的（大学院学則 第 1 条）  薬学研究科の教育研究上の目的（薬学研究科規則から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

 本研究科における各専攻の教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

(1) 創薬科学専攻は、創薬科学に関する体系的な教育及び研究指導を通して、 広

い視野及び国際的に通用する力量を持った創薬・製薬の研究を遂行できる人材の

養成を目的とする。 

(2) 薬学専攻は、医療現場に直結した研究指導及び臨床薬剤師としてのリス

クマネジメント等の実務実習を通して、最先端の薬物治療を支える研究実践能力

を備えた高度な職能を有し、国民の健康増進に寄与する指導的薬剤師及び医療薬学

研究者の養成を目的とする。 

薬学研究科 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に修士の学位を

授与します。 
 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い教養と論理的思考を備え、創薬科学の専門知

識を体系的に修復し、創薬に関する問題を解決する方

法とその結果を的確かつ論理的に展開する能力

に加え、専門的な職業に従事できる高度な能力を有し

ている。 

 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら高い医療倫理観・責任感を備え、創薬科

学の分野において自立して行動できる。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際社会で通用するコミュニケーション能力

を身につけ、世界水準を目指す研究を通じて、創薬・

製薬・育薬の研究者、技術者として社会に貢献するこ

とができる。 

薬学研究科では、学位授与の方針で示す能力を持った

人材を育成するために、以下の教育方針で教育課程を編

成・実施します。 

 

１．教育課程の編成 

創薬科学分野の知識を体系的に修得し、関連分野の

研究展開能力を高めるため、複数教員による分野横断

的創薬関連８特論を提供するとともに、国際コミュニ

ケーション力を醸成するため、英語論文作成科目を設

置する。さらに、医療倫理観醸成に関する講義を配し、

人権、生命倫理、個人情報保護、実験動物愛護に関す

る基本的知識を修得させる。 

 

２．教育方法 

体系的な教育課程と指導教員制度による教育指

導を通じて骨太かつきめ細やかな指導体制を実現

する。 
 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

薬学研究科では、その理念、目標、学位授与の

方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏

まえ、創薬・製薬および医療薬学の知識と技術を

継承するとともに、志気と向上心をもち、高い倫

理観と責任感を備え、薬学への見識のある人材を

養成するため、課題に対し自ら積極的に取り組む

行動力、社会の多様性を理解できる能力、協調性

をもった次のような人を求めています。 

 
【博士前期課程】 

博士前期課程では、創薬・製薬に関心を持ち、 

専攻分野に関する研究を通じて社会に貢献する意

欲のある者で、未知の課題に対し自ら研究計画を

立案でき、問題解決能力・研究推進能力を備えた

国際的に通用する研究者および薬学教育者を目指

す人を求めています。 

 

●求める人物像 

・創薬・製薬研究を学ぶために必要な専門的知識と

論理的思考を備え、明確な問題意識をもって研究を進

める能力に加え、専門的な職業に従事できる高度な能

力を修得しようとする人 

・創薬・製薬研究の専門家として、修得した知識・教養を

基盤に思考を深化、展開し、科学的根拠に基づいて未

知の課題に対して適切な解法を見いだせる素養

を有する人 

・世界に通用する研究成果の発信を通じて、地域の

発展や医療の深化・発展のために貢献しようとする人 
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（薬学研究科：創薬科学専攻 博士前期課程） 【修士（薬科学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に修士の学位を

授与します。 

 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い教養と論理的思考を備え、創薬科学の

専門知識を体系的に修復し、創薬に関する問題

を解決する方法とその結果を的確かつ論理的に

展開する能力に加え、専門的な職業に従事でき

る高度な能力を有している。 

 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら高い倫理観・責任感を備え、創薬科

学の分野において自立して行動できる。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際社会で通用するコミュニケーション能力

を身につけ、世界水準を目指す研究を通じて、 

創薬・製薬・育薬の研究者、技術者として社会に

貢献することができる。 

創薬科学専攻では、創薬科学の専門知識を体系的に学習

し、深い探究心や豊かな創造力及び国際的に通用する力量

を身につけ、高い応用力、洞察力、国際コミュニケーショ

ン力、医療倫理観を併せ持つ創薬・製薬研究者を養成する

ために、以下の方針で教育課程を編成・実施します。 

 

 

１．教育課程の編成 

創薬科学分野の知識を体系的に修得し、関連分野の研

究展開能力を高めるため、複数教員による分野横断的創

薬関連８特論を提供するとともに、国際コミュニケーシ

ョン力を醸成するため、英語論文作成科目を設置する。

さらに、医療倫理観醸成に関する講義を配し、人権、生

命倫理、個人情報保護、実験動物愛護に関する基本的知

識を修得させる。 

 

２．教育方法 

体系的な教育課程と指導教員制度による教育指

導を通じて骨太かつきめ細やかな指導体制を実現

する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適切に行

う。 

創薬科学専攻では、生命科学に根ざした創薬・

製薬に関心を持ち、専攻分野に関する未知の課題

に対し自ら研究計画を立案でき、主体的に課題に

取り組むことで、問題解決能力・学際的な研究推

進能力を備えた国際的に通用する研究者および薬

学教育者の育成をめざしています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

創薬・製薬研究を学ぶために必要な、薬学の

広範な知識・技能を有する人 

創薬・製薬研究に関わる広範な領域に強い関

心とそれらの学びに対する意欲があり、自ら未

踏分野を開拓しようとする姿勢・態度を有する

人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

創薬・製薬研究の専門家として、習得した知

識・教養を基盤に思考を深化、展開し、科学的根

拠に基づいて未知の課題に対して適切な解法を

見いだせる素養を有する人 

自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手

の視点に立って表現できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

創薬・製薬研究の専門家として、他分野の人

と協働でき、活躍できる素養を有する人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲、 

態度を評価します。個別学力検査では、生命

科学分野に関する設問に筆答させることで、 

思考力・判断力・表現力を評価します。これ

らの結果を総合して判定します。 

社会人特別選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲、 

態度を評価します。個別学力検査では、生命

科学分野に関する設問に筆答させることで、 

思考力・判断力・表現力を評価します。これ

らの結果を総合して判定します。 

外国人留学生特別選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲、 態

度を評価します。個別学力検査では、生命科学

分野に関する設問に筆答させることで、 思考

力・判断力・表現力を評価します。さらに志望

する研究室分野の研究概要に対する知識と見

識を筆答させ、これらの結果を総合して評価

します。 
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【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

幅広い教養と論理的思考を備え、創薬科学の専門知

識を体系的に修復し、創薬に関する問題を解決する方

法とその結果を的確かつ論理的に展開する能力

に加え、専門的な職業に従事できる高度な能力を有し

ている。 

【学修内容】 

複数教員による全専攻系共通カリキュラム科目、各専

攻系間共通カリキュラム科目および専門科目の履修を

通し、幅広い領域に触れる学修を実施する。 

【学修方法】 

講義については、対面又は e-learning の形式で行う。 

【学修成果の評価方法】 

レポートを主に、試験、出席率等を含め客観的に評価

する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

創薬・製薬研究を学ぶために必要な、薬学の広範

な知識・技能を有する人 

創薬・製薬研究に関わる広範な領域に強い関心とそ

れらの学びに対する意欲があり、自ら未踏分野を開拓

しようとする姿勢・態度を有する人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

創薬・製薬研究の専門家として、習得した知

識・教養を基盤に思考を深化、展開し、科学的根拠に

基づいて未知の課題に対して適切な解法を見い

だせる素養を有する人 

自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手の視

点に立って表現できる人 
 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

創薬・製薬研究の専門家として、他分野の人と協

働でき、活躍できる素養を有する人 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら高い倫理観・責任感を備え、創薬科学の

分野において自立して行動できる。 

【学修内容】 

薬科学演習１および薬科学特別研究による教員との交

流・指導を通じて高い倫理観・責任感を備え、創薬科

学の分野において自立して行動できる学修を実施す

る。 

【学修方法】 

演習、実習、実験等の必修科目における少人数指導。

修士論文の作成指導。 

【学修成果の評価方法】 

修士論文を審査によって評価する。 

ルーブリック評価表を作成し、到達度を客観的に評価

する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際社会で通用するコミュニケーション能力を

身につけ、世界水準を目指す研究を通じて、創薬・製薬・

育薬の研究者、技術者として社会に貢献す 
ることができる。 

【学修内容】 

英語によって誌上、口頭発表し国際社会でコミュニケ

ーションできるスキルを学修する。 
【学修方法】 

講義・プレゼンテーションやディスカッションを行

う。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等によって到達度を客観的に評価する。 

ルーブリック評価表を作成し、到達度を客観的に評価

する。 
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薬学研究科 博士後期課程及び博士課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を

授与します。 

 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

広範な教養と最先端の薬学に関する知識・技能を

身につけ、未知の課題に対し自ら研究計画を立案し、問

題解決を図ることができる研究能力を有する。さらに

博士後期課程では後進を指導できる又は当該専門的

な職業に従事できる卓越した能力を、博士課程で

は臨床薬剤師、専門薬剤師、レギュラトリーサイエ

ンスに精通した薬剤師研究者、及びこれらの人材

を養成できる医療系教育者として卓越した能力を有

している。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び洞察力 

 医療倫理観を備え、強い責任感、独自の発想力や

豊かな創造力、広範な応用力、深い洞察力及び客観

的な判断力を身につけ、自立して行動できる。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際的に通用する力量を身につけ、世界をリードす

る研究成果を発信することができる。さらに博士後期

課程では先導的創薬・基礎薬学研究者及び薬学教育者

として国際的・学際的に活躍することを通じ、博士課

程では指導的薬剤師や臨床薬剤師として活躍すること

を通じ、社会の発展に高度に貢献することができる。 

薬学研究科では、学位授与の方針で示す能力を持った

人材を育成するために、以下の教育方針で教育課程を編

成・実施します。 

 

１．教育課程の編成 

広範な教養と客観的な判断力を養うための分

野横断的な演習科目及び特論を開設するとともに、博

士論文研究では、広い視点からの研究指導を目的とし

た主指導教員と２名の副指導教員による複数指

導体制を実現する。博士後期課程では国際的視野で活

躍できる人材の養成を目指し、国際学会発表、国際誌

への論文投稿、英語論文の査読を体系的に学ぶ特論を

設置する。博士課程では国際コミュニケーション醸成

のため英語論文作成科目、がん専門薬剤師養成を目的

としたアドバンス科目群を設置する。 

 

２．教育方法 

博士後期課程ではプレゼンテーション力や質

疑応答能力の涵養を行う演習科目、及び分野横断的な

演習科目の導入と複数指導体制を通じて、未知の課題

に対して自ら研究計画を立案でき、問題解決能

力・学際的な研究推進能力を備えた国際的に通用する

力量を持った先導的創薬・基礎薬学研究者及び薬学教

育者となれる機会を提供する。 

博士課程では大学病院と連携した実践演習と

複数指導体制を通じて、臨床への橋渡し研究を遂行で

きる能力と国際的に通用する力量を持ち、臨床に根ざ

した先端的研究能力を有した臨床薬剤師、高度な職能

を持つ専門薬剤師、レギュラトリーサイエンスに精通

した医療薬学研究者及びこれらの人材を育成で

きる医療系薬学教育者になれる機会を提供する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、博士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

薬学研究科では、その理念、目標、学位授与の

方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏

まえ、創薬・製薬および医療薬学の知識と技術を

継承するとともに、志気と向上心をもち、高い倫

理観と責任感を備え、薬学への見識のある人材を

養成するため、課題に対し自ら積極的に取り組む

行動力、社会の多様性を理解できる能力、協調性

をもった次のような人を求めています。 

 
【博士後期課程】 

博士後期課程では、創薬・製薬を中心に生命科学全般

に関心を持ち、高い倫理観と責任感をもって独創的な研究

を推進し、これを通じて創薬・製薬研究の発展に貢献する

意欲のある者で、未知の課題に対し自立して研究を遂

行し世界に向けて成果を発表するとともに後進

を指導する能力を修得しようとする次のような人

を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・創薬・製薬研究に関わる未知の課題を解決するため

に必要な、薬学の広範な知識・技能を有する人 

・創薬・製薬研究に関わる広範な領域に強い関心とそ

れらの学びに対する意欲があり、独創的な研究を

推進し、これを通じて創薬・製薬研究の発展に貢

献しようとする姿勢・態度を有する人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

・創薬・製薬研究の専門家として、修得した専門知識

及び教養を基盤に思考を深化、展開し、科学的根

拠に基づいて未知の課題に対して適切な解法を

見いだせる素養を有する人 

・自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手の視

点に立って表現できる人 

（主体性を持って様々な人々と協働して学ぶ態度） 

・創薬・製薬研究の専門家として、他分野の人と協働

でき、活躍できる素養を有する人 

 

【博士課程】 

博士課程では、生命科学に関心を持ち、高い倫理観と

責任感をもって臨床に根ざした先端的研究能力を

有する臨床薬剤師を志望する者、高度な職能を持つ専門

薬剤師を志望する者、そして医療薬学研究者を志望する

者で、未知の課題に対し自立して研究を遂行し国際的

に通用する pharmacist-scientist を目指すととも

に、後進を指導する能力を有する医療系薬学教育者へ

の能力を修得しようとする意欲のある次のような

人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・薬学部で習得すべき基礎的かつ広範な知識や技

能及び教養を有する人 

・薬剤師免許を有する人、もしくは取得する可能性の

ある人 

・生命科学を主体とする薬学に関わる広範な領域に

強い関心と、医薬品の適正使用及び薬物治療の安

全性確保に貢献する意欲を持ち、自ら未踏分野を

開拓しようとする姿勢・態度を有する人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

・薬物療法の専門家として、習得した知識・技能を基

盤に、思考を深化、展開し、科学的根拠に基づい

て未知の課題に対して適切な解法を見いだせる

素養を有する人 

・自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手の視

点に立って表現できる人 

（主体性を持って様々な人々と協働して学ぶ態度） 

・薬物療法の専門家として、他職種の人と協働で

き、活躍できる素養を有する人 

・チーム医療を推進できる協調性を有する人 
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（薬学研究科：創薬科学専攻  博士後期課程） 【博士（薬科学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を

授与します。 

 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

広範な教養及び高度な専門知識・技能を身につ

け、創薬に関する未知の課題に対し自立した創

薬・製薬研究者として自ら研究計画を立案でき、 

問題解決に向けた研究推進能力を有し、後進を指

導できる又は当該専門的な職業に従事できる卓越

した能力を有している。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び洞察力 

医療倫理観を備え、強い責任感、独自の発想力や

豊かな創造力、広範な応用力、深い洞察力及び客観

的な判断力を身につけ、自立して行動できる。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際的に通用する力量を身につけ、世界をリードす

る研究成果を発信し、先導的創薬・基礎薬学研究者及び

薬学教育者として国際的・学際的に活躍することを通

じ、社会の発展に貢献することができる。 

創薬科学専攻では、薬学の専門性を確保した上で広範

な教養を持ち、未知の課題に対し自ら研究計画を立案で

き、問題解決能力・学際的な研究推進能力を備えた国際的

に通用する力量を持った先導的創薬・基礎薬学研究者及

び薬学教育者を養成するために、以下の方針で教育課程

を編成・実施します。 

 

１．教育課程の編成 

広範な教養と客観的な判断力を養うための分野横

断的な演習科目を設置するとともに、国際的視野で

活躍できる人材の養成をめざし、国際学会発表、 国

際誌への論文投稿、英語論文の査読を体系的に学ぶ

特論を設置する。さらに、博士論文研究では、広い

視点からの研究指導を目的とした主指導教員と２名

の副指導教員による複数指導体制を実現する。 

 

２．教育方法 

プレゼンテーション力や質疑応答能力の涵養

を行う演習科目、及び分野横断的な演習科目の導入と

主指導教員と２名の副指導教員による複数指導

体制を通じて、未知の課題に対して自ら研究計画を立

案でき、問題解決能力・学際的な研究推進能力を備え

た国際的に通用する力量を持った先導的創薬・基礎薬

学研究者及び薬学教育者となれる機会を提供す

る。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、博士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

創薬科学専攻では、博士前期課程創薬科学専攻

の方針に加え、創薬・製薬に関する未知の課題に

対し自立して研究を遂行し、世界に向けて成果を

発表するとともに後進を指導する能力を有する者

の育成を目指しています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

創薬・製薬研究に関わる未知の課題を解決するため

に必要な、薬学の広範な知識・技能を有する人 

創薬・製薬研究に関わる広範な領域に強い関心とそ

れらの学びに対する意欲があり、独創的な研究を推進

し、これを通じて創薬・製薬研究の発展に貢献しよう

とする姿勢・態度を有する人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

創薬・製薬研究の専門家として、修得した専門知識

及び教養を基盤に思考を深化、展開し、科学的根拠に

基づいて未知の課題に対して適切な解法を見い

だせる素養を有する人 

自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手の

視点に立って表現できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

創薬・製薬研究の専門家として、他分野の人と協

働でき、活躍できる素養を有する人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲を評価し

ます。個別学力検査では、生命科学分野に関する設

問に筆答させることで、思考力・表現力・判断力を

評価します。口頭試問では出願書類に基づいた研究

発表を実施し、思考力、判断力、表現力および態度

を評価します。これらの結果を総合して判定しま

す。 

社会人特別選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲を評価し

ます。個別学力検査では、生命科学分野に関する設

問に筆答させることで、思考力・表現力・判断力を

評価します。口頭試問では出願書類に基づいた研究

発表を実施し、思考力、判断力、表現力および態度

を評価します。これらの結果を総合して判定しま

す。 

外国人留学生特別選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲を評価し

ます。個別学力検査では、生命科学分野に関する設

問に筆答させることで、思考力・表現力・判断力を

評価します。口頭試問では出願書類に基づいた研究

発表を実施し、思考力、判断力、表現力および態度

を評価します。これらの結果を総合して判定しま

す。 

英語プログラム（渡日前）国費外国人留学生特別

選抜 

日本国政府奨学金により、 徳島大学大学院 

（医学、医科栄養学、保健科学、口腔科学、薬学）研

究科において博士号の取得を目指す外国人で、指

定の国籍を保有し新たに海外から留学を希望する者

を対象に実施します。直近過去2 年間の学業成績

係数が 2.30 以上で十分な英語能力（英語能力証

明書を提出）を有することが条件となり、採用は徳

島大学からの推薦に基づき文部科学省が決定しま

す。 

英語プログラム（渡日前）私費外国人留学生特

別選抜 

本プログラムでは 21 世紀における世界的課

題である人間環境、栄養、保健、医療の分野における

諸問題に対応できるように、世界の各国で活躍でき

る教育・研究者及び行政の専門家を育成することを

目的として、医学、栄養学、保健学、歯学、薬学に

関する講義・実習・セミナ 

ーを全て英語で行います 。入学選抜は、提出

された書類に基づき行います。 
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【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

広範な教養及び高度な専門知識・技能を身に

つけ、創薬に関する未知の課題に対し自立した

創薬・製薬研究者として自ら研究計画を立案で

き、問題解決に向けた研究推進能力を有し、後進

を指導できる又は当該専門的な職業に従事でき

る卓越した能力を有している。 

【学修内容】 
専門分野の演習を通じて高度な専門知識・技能の修得 
をするとともに自立した研究者としての態度を養う 
学修を実施する。講義、演習等の専門教育科目におけ 

る教育および所属研究室を中心としたゼミナール及 
び少人数教育、博士論文の作成の指導を行う。 

 

【学修方法】 
研究室での教員による指導を通じて倫理観、責任感、 
創造力、応用力、洞察力等を身につける学修を実施する。 

 

【学修成果の評価方法】 
博士論文を審査によって評価する。その他の項目は、 
ルーブリック評価表を作成し到達度を客観的に評価 
する。 

（知識・技能、関心・意欲） 
創薬・製薬研究に関わる未知の課題を解決す 

るために必要な、薬学の広範な知識・技能を有 
する人 

創薬・製薬研究に関わる広範な領域に強い関 
心とそれらの学びに対する意欲があり、独創的 
な研究を推進し、これを通じて創薬・製薬研究の

発展に貢献しようとする姿勢・態度を有する人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

創薬・製薬研究の専門家として、修得した専

門知識及び教養を基盤に思考を深化、展開し、 

科学的根拠に基づいて未知の課題に対して適切 
な解法を見いだせる素養を有する人 

自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手

の視点に立って表現できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

創薬・製薬研究の専門家として、他分野の人

と協働でき、活躍できる素養を有する人 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び洞察力 

医療倫理観を備え、強い責任感、独自の発想力や

豊かな創造力、広範な応用力、深い洞察力及び客観

的な判断力を身につけ、自立して行動でき

る。 

 

【学修内容】 
研究室での教員による指導を通じて倫理観、責任感、 
創造力、応用力、洞察力を身につける学修を実施する。 

 

【学修方法】 
ゼミナール、実験等の少人数指導。 

 

【学修成果の評価方法】 
ルーブリック評価表を作成し到達度を客観的に評価 

する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際的に通用する力量を身につけ、世界をリー

ドする研究成果を発信し、先導的創薬・基礎薬学研

究者及び薬学教育者として国際的・学際的に活躍

することを通じ、社会の発展に貢献することがで

きる。 

【学修内容】 
英語によって誌上、口頭発表し国際学会でコミュニケ 
ーションできるスキルを学修させる。 

 

【学修方法】 

ゼミナール、実験等の少人数指導。 
 

【学修成果の評価方法】 
ルーブリック評価表を作成し到達度を客観的に評価 
する。 
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（薬学研究科：薬学専攻 博士課程） 【博士（薬学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を

授与します。 

 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

広範な教養、最先端の薬物治療を支える研究実践能

力及び客観的な判断力を身につけ、臨床に根ざした新

たな医療薬学研究の道を切り開き、臨床薬剤師、専門

薬剤師、レギュラトリーサイエンスの精通した薬剤

師研究者及びこれらの人材を育成できる医療系

薬学教育者として卓越した能力を有している。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び洞察力 

医療倫理観を備え、強い責任感、独自の発想力や

豊かな創造力、広範な応用力、深い洞察力及び客観

的な判断力を身につけ、自立して行動できる。 

 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際的に通用する力量を身につけ、世界をリードす

る研究成果を発信し、指導的薬剤師や臨床薬剤師とし

て活躍することを通じ、社会の発展に貢献することが

できる。 

薬学専攻では、臨床への橋渡し研究を遂行できる能力

と国際的に通用する力量を持ち、臨床に根ざした先端的

研究能力を有した臨床薬剤師、高度な職能を持つ専門薬

剤師、レギュラトリーサイエンスに精通した医療薬学研

究者及びこれらの人材を育成できる医療系薬学教育

者を養成するために、以下の方針で教育課程を編成・実

施します。 

 

１．教育課程の編成 

広範な教養と客観的な判断力を養うための分野横

断的な演習科目及び特論を設置するとともに、国際

コミュニケーション力醸成のため英語論文作成科

目、がん専門薬剤師養成を目的としたアドバンスド

科目群を設置する。さらに、博士論文研究では、 広

い視点からの研究指導を目的とした主指導教員と２

名の副指導教員による複数指導体制を実現する。 

 

２．教育方法 

大学病院と連携した実践演習と指導教員と２

名の副指導教員による複数指導体制を通じて、臨床へ

の橋渡し研究を遂行できる能力と国際的に通用

する力量を持ち、臨床に根ざした先端的研究能力を有

した臨床薬剤師、高度な職能を持つ専門薬剤師、レギ

ュラトリーサイエンスに精通した医療薬学研究

者及びこれらの人材を育成できる医療系薬学教

育者になれる機会を提供する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、博士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

薬学専攻では、生命科学に関心を持ち、高い倫

理観と責任感をもって臨床に根ざした先端的研究

能力を有する臨床薬剤師を志望する者、高度な職能

を持つ専門薬剤師を志望する者、そして医療薬学研

究者を志望する者で、未知の課題に対し自立し て

研 究 を 遂 行 し 国 際 的 に 通 用 す る

p h a r m a c i s t - s c i e n t i s t を目指すととも

に、後進を指導する能力を有する医療系薬学教育

者への能力を修得しようとする意欲のある次のよ

うな人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

薬学部で習得すべき基礎的かつ広範な知識や

技能及び教養を有する人 

薬剤師免許を有する人、もしくは取得する可能性

のある人 

生命科学を主体とする薬学に関わる広範な領

域に強い関心と、医薬品の適正使用及び薬物治療の安

全性確保に貢献する意欲を持ち、自ら未踏分野を開

拓しようとする姿勢・態度を有する人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

薬物療法の専門家として、習得した知識・技能を基

盤に、思考を深化、展開し、科学的根拠に基づいて未

知の課題に対して適切な解法を立案できる素養

を有する人 

自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手の

視点に立って表現できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

薬物療法の専門家として、他職種の人と協働で

き、活躍できる素養を有する人 

チーム医療を推進できる協調性を有する人 
 

●入学者選抜の基本方針

一般選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲を評価し

ます。個別学力検査では、生命科学分野に関する設

問に筆答させることで、思考力・表現力・判断力を

評価します。口頭試問では出願書類に基づいた研究

発表を実施し、思考力、判断力、表現力および態度

を評価します。これらの結果を総合して判定しま

す。 

社会人特別選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲を評価し

ます。個別学力検査では、生命科学分野に関する設

問に筆答させることで、思考力・表現力・判断力を

評価します。口頭試問では出願書類に基づいた研究

発表を実施し、思考力、判断力、表現力および態度

を評価します。これらの結果を総合して判定しま

す。 

外国人留学生特別選抜 

出願書類により知識・技能、関心・意欲を評価し

ます。個別学力検査では、生命科学分野に関する設

問に筆答させることで、思考力・表現力・判断力を

評価します。口頭試問では出願書類に基づいた研究

発表を実施し、思考力、判断力、表現力および態度

を評価します。これらの結果を総合して判定しま

す。 

英語プログラム（渡日前）国費外国人留学生特別

選抜 

日本国政府奨学金により、 徳島大学大学院 

（医学、医科栄養学、保健科学、口腔科学、薬学）研

究科において博士号の取得を目指す外国人で、指

定の国籍を保有し新たに海外から留学を希望する者

を対象に実施します。直近過去2 年間の学業成績

係数が 2.30 以上で十分な英語能力（英語能力証

明書を提出）を有することが条件となり、採用は徳

島大学からの推薦に基づき文部科学省が決定しま

す。 

英語プログラム（渡日前）私費外国人留学生特

別選抜 

本プログラムでは 21 世紀における世界的課

題である人間環境、栄養、保健、医療の分野における

諸問題に対応できるように、世界の各国 

で活躍できる教育・研究者及び行政の専門家を 
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  育成することを目的として、医学、栄養学、保健学、

歯学、薬学に関する講義・実習・セミナーを全て英

語で行います 。入学選抜は、提出 

された書類に基づき行います。 

 
 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

広範な教養、最先端の薬物治療を支える研究

実践能力及び客観的な判断力を身につけ、臨床

に根ざした新たな医療薬学研究の道を切り開

き、臨床薬剤師、専門薬剤師、レギュラトリーサ

イエンスの精通した薬剤師研究者及びこれらの

人材を育成できる医療系薬学教育者として卓越

した能力を有している。 

【学修内容】 
複数教員による全学共通カリキュラム、各専攻間共通 
カリキュラム科目および専門科目の履修を通し、広汎 
な領域に触れる学修を実施する。さらに専門分野の演 

習を通じて高度な専門知識・技能の修得をするととも 
に自立した研究者としての態度を養う学修を実施す 
る。 

 

【学修方法】 

講義及び演習形式。 
 

【学修成果の評価方法】 
レポートを主に、試験、出席率も含め、客観的に評価 
する。博士論文を審査によって評価する。 
さらに、ルーブリック評価表を作成し到達度を客観的 
に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

薬学部で習得すべき基礎的かつ広範な知識や

技能及び教養を有する人 

薬剤師免許を有する人、もしくは取得する可

能性のある人 

生命科学を主体とする薬学に関わる広範な領

域に強い関心と、医薬品の適正使用及び薬物治

療の安全性確保に貢献する意欲を持ち、自ら未

踏分野を開拓しようとする姿勢・態度を有する

人 
 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

薬物療法の専門家として、習得した知識・技能

を基盤に、思考を深化、展開し、科学的根拠に基

づいて未知の課題に対して適切な解法を立案で

きる素養を有する人 

自分が伝えたいことを適切かつ簡潔に、相手

の視点に立って表現できる人 
 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

薬物療法の専門家として、他職種の人と協働

でき、活躍できる素養を有する人 

チーム医療を推進できる協調性を有する人 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び洞察力 

医療倫理観を備え、強い責任感、独自の発想力や

豊かな創造力、広範な応用力、深い洞察力及び客観

的な判断力を身につけ、自立して行動でき

る。 

 

 

【学修内容】 
研究室での教員による指導を通じて倫理観、責任感、 

創造力、応用力、洞察力を身につける学修を実施する。 
 

【学修方法】 

ゼミナール、実験等の少人数指導。 
 

【学修成果の評価方法】 
ルーブリック評価表を作成し到達度を客観的に評価

する。 

３．国際的発信力及び社会貢献 

国際的に通用する力量を身につけ、世界をリー

ドする研究成果を発信し、指導的薬剤師や臨床薬 

剤師として活躍することを通じ、社会の発展に貢 
献することができる。 

【学修内容】 

英語によって誌上、口頭発表し国際学会でコミュニケーシ

ョンできるスキルを学修させる。 

 
【学修方法】 
ゼミナール、実験等の少人数指導。 

 

【学修成果の評価方法】 
ルーブリック評価表を作成し到達度を客観的に評価 

する。 
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総合科学教育部 
大学院の目的（大学院学則 第 1 条）  学部（学科）の教育研究上の目的（教育部部規則等から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

 教育部は、持続可能な地域社会を目指して、文化環境・社会環境・自然環境

を総合・融合・俯瞰する環境調和型の地域社会づくりに携わる人材、並びに、 

地域再生・地域創生の担い手となる教育研究者及び専門的実務者を養成するこ 

とを目的とする。 

総合科学教育部 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 

 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視

点に基づく幅広い知識と論理的思考を備え、地

域科学又は臨床心理学の関連領域において明確

な問題意識を持ち研究を進める能力に加え、持

続可能な地域社会の構築や心のケアに係る専門

的な職業に従事できる高度な能力を有してい

る。 

 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら、持続可能な社会の構築や公共の

福祉に貢献できる高い倫理観・責任感を身につ

け、知性、理性及び感性が調和し、自立して行

動できる。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

世界水準を目指す研究成果の発信により、地

域科学又は臨床心理学の課題探究と地域社会の

問題解決、持続可能な地域社会の構築に貢献す

ることができる。 

総合科学教育部博士前期課程では、人文・社会・自

然科学からなる総合科学の視点に基づく幅広い知識と

論理的思考を備え、地域科学又は臨床心理学の課題探

究と地域社会の問題解決、持続可能な地域社会の構築

に貢献する人材を育成するために、以下の方針で教育

課程を編成・実施します。 

 

１．教育課程の編成 

以下のような授業科目を開設するとともに、修士

論文作成又は特定の課題についての研究に係る研究

指導体制を整備した体系的な教育課程を編成する。 

 

(1) 地域・情報・環境・行動諸科学の学習を通じて地域科

学又は臨床心理学に関わる総合的視点、幅広い領

域の専門知識を修得させる授業科目（教育部共通

科目）  。 

 

(2) 地域科学又は臨床心理学に関連した基礎・専門知識

と倫理観を身につけさせる授業科目（分野コア科目

又は臨床心理学専攻必修科目）。 

 

(3) 地域科学又は臨床心理学に関連した高度の専門

知識を修得させる授業科目（分野専門科目又は臨床

心理学専攻選択科目）。 

 

(4) 総合的視点及び地域科学又は臨床心理学に関連

した基礎・専門知識を基に、各領域に応じた研究手

法を用いて地域社会の諸問題の理解・解決能力を

身につけさせる授業科目（地域科学特別演習Ⅰ 又

は臨床心理学特別演習）。 

 

２． 教育方法 

体系的な教育課程及び研究指導を通じて、地域科

学又は臨床心理学の関連領域における高い研究遂行

能力と研究遂行に求められる高い倫理観を育む機会

を提供する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、修士論文又は特定の課題についての

研究の成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

総合科学教育部では、人文・社会・自然科学か

らなる総合科学の視点に基づく幅広い知識と論理

的思考を備え、さらに高度な専門知識の獲得に励

み、地域科学又は臨床心理学の課題探求と、地域

社会の問題解決、持続可能な地域社会の構築に主

体的かつ協調的な姿勢で貢献する人材の養成を目

指しています。 

 

【博士前期課程】 

総合科学教育部博士前期課程では、人文・社会・自然

科学からなる総合科学の視点に基づく幅広い知識

と論理的思考を備え、地域科学又は臨床心理学の課

題探究と地域社会の問題解決、持続可能な地域社会

の構築に貢献する人材の育成を目指し、 次のような

人物を求めています。 

 

●求める人物像 

・総合科学の視点に基づく幅広い知識と論理的思

考を備え、地域科学又は臨床心理学の領域にお

いて明確な問題意識を持ち研究を進める能力に

加え、持続可能な地域社会の構築または心のケ

アに関わる専門的な職業に従事できる高度な能

力を修得しようとする人 

・多様な情報を的確に把握し、自らの自由な発想

でその真偽と活用を判断し、高い倫理観・責任

感を身につけ、自立して行動しようとする人 

・世界水準を目指す研究成果の発信により、地域

科学又は臨床心理学の課題探求と地域社会の問

題解決、持続可能な地域社会の構築に貢献しよ

うとする人 

 

（総合科学教育部：博士前期課程 地域科学専攻） 【修士（学術）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 

 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視点に基づ

く幅広い知識と論理的思考を備え、地域科学の関連領

域において明確な問題意識を持ち研究を進める

能力に加え、持続可能な地域社会の構築に係る専門

的な職業に従事できる高度な能力を有してい

る。 

 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら、持続可能な社会の構築に貢献できる高

い倫理観・責任感を身につけ、知性、理性及び感性が

調和し、自立して行動できる。 

 

３． 国際的発信力及び社会貢献 

世界水準を目指す研究成果の発信により、地域科学

の課題探究と地域社会の問題解決、持続可能な地域社

会の構築に貢献することができる。 

博士前期課程地域科学専攻では、人文・社会・自然

科学からなる総合科学の視点に基づく幅広い知識と

論理的思考を備え、地域科学の課題探究と地域社会

の問題解決、持続可能な地域社会の構築に貢献する

人材を育成するために、以下の方針で教育課程を編

成・実施します。 

 

１．教育課程の編成 

以下のような授業科目を開設するとともに、修士論

文作成又は特定の課題についての研究に係る研

究指導体制を整備した体系的な教育課程を編成

する。 

(1) 地域・情報・環境・行動諸科学の学習を通じて地

域科学に関わる総合的視点、幅広い領域の専門知識

を修得させる授業科目（教育部共通科目）。 

(2) 地域科学に関連した基礎・専門知識と倫理観を

身につけさせる授業科目（分野コア科目）。 

(3) 地域科学に関連した高度の専門知識を修得させ

る授業科目（分野専門科目）。 

(4) 総合的視点及び地域科学に関連した基礎・専門

知識を基に、各領域に応じた研究手法を用いて地域

博士前期課程地域科学専攻では、人文・社会・

自然科学からなる総合科学の視点に基づく幅広い

知識と論理的思考を備え、地域科学の課題探究と

地域社会の問題解決、持続可能な地域社会の構築

に貢献する人材の育成を目指し、次のような人物

を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

自らの専門領域を中心とした幅広い知識や技

能を身につけた上で、総合科学の視点と、地域科学の

課題探究に強い関心を持ち、将来、持続可能な地域社

会の構築に関わる専門的な職業に従事すること

を志す人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

専門領域の知識・技能を活用して多様な情報を的確

に把握し、適切な手法を用いて課題を解決する能力、及

び自らの考えを論理的にわかりやすく表現する能力

を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

高い倫理観と責任感を有し、多様な領域の人々 
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社会の諸問題の理解・解決能力を身につけさせる授

業科目（地域科学特別演習Ⅰ）。 
 

２．教育方法 

体系的な教育課程及び研究指導を通じて、地域科

学の関連領域における高い研究遂行能力と研究遂行

に求められる高い倫理観を育む機会を提供する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究

の成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

と協働しながら、地域科学の課題探究と地域社会の問

題解決、持続可能な地域社会の構築に主体的に取り組

む意欲を持つ人 

●入学者選抜の基本方針

一般入試（Ⅰ期） 

入学者の選抜は、専攻により筆記試験、面接及び

書類審査の結果等によって総合的に判断して

行います。 

筆記試験では、主として各分野の専門領域に係る

語学力を含めた知識・技能、思考力・判断力・表現

力を評価します。 

面接は口頭発表・口頭試験を含み、知識・技能、

関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協

調性を総合して評価します。 

一般入試（Ⅱ期） 

入学者の選抜は、面接及び書類審査の結果等に

よって総合的に判断して行います。 

面接は口頭発表・口頭試験を含み、知識・技能、

関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協

調性を総合して評価します。 

一般入試（Ⅲ期） 

入学者の選抜は、面接及び書類審査の結果等に

よって総合的に判断して行います。 

面接は口頭発表・口頭試験を含み、知識・技能、

関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協

調性を総合して評価します。 

推薦入学特別入試 

入学者選抜は、面接（口頭試問を含む）及び

書類審査の結果を総合して判定します。 

面接は口頭発表・口頭試験を含み、知識・技

能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体

性、協調性を総合して評価します 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視点に基づ

く幅広い知識と論理的思考を備え、地域科学の関連領

域において明確な問題意識を持ち研究を進める

能力に加え、持続可能な地域社会の構築に係る専門

的な職業に従事できる高度な能力を有してい

る。 

【学修内容】 

地域・情報・環境・行動諸科学の学習を通じて地域科

学に関わる総合的視点、幅広い分野の専門知識を修得さ

せ、総合的視点及び地域科学の分野に関する基礎・

専門知識を基に、各分野に応じた研究手法を用いて地域

社会の諸問題の理解・解決能力を身につけさせる学修を

実施する。 

【学修方法】 

総合科学の理念と体系・方法を学ぶ教育部共通科目と、

地域科学に関する講義及び演習・実習・実験等による分

野専門科目の受講ならびに地域科学特別演習Ⅰで

の修論作成指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

（知識・技能、関心・意欲） 

自らの専門領域を中心とした幅広い知識や技

能を身につけた上で、総合科学の視点と、地域科学の

課題探究に強い関心を持ち、将来、持続可能な地域社

会の構築に関わる専門的な職業に従事すること

を志す人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

専門領域の知識・技能を活用して多様な情報を的確

に把握し、適切な手法を用いて課題を解決する能力、及

び自らの考えを論理的にわかりやすく表現する能力

を有する人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

高い倫理観と責任感を有し、多様な領域の人々 

と協働しながら、地域科学の課題探究と地域社会の問

題解決、持続可能な地域社会の構築に主体的に取り組

む意欲を持つ人 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら、持続可能な社会の構築に貢献できる高

い倫理観・責任感を身につけ、知性、理性及び感性が

調和し、自立して行動できる。 

【学修内容】 

地域科学の分野における高い研究遂行能力と研究

遂行に求められる基礎・専門知識と地域の諸問題に主

体的に取り組み、持続可能な社会の構築に寄与できる

ように他の人と協調的に関わる姿勢と倫理観を身につ

けさせる学修を実施する。 

【学修方法】 

教育部共通科目で必修科目である地域社会と積極

的に関わるプロジェクト型実習（プロジェクト研究

Ⅰ）、地域科学に関連した基礎・専門知識と倫理観を

身につけさせる分野コア科目の受講と、分野専門科目

での地域科学に関する講義及び演習・実習・実験等な

らびに地域科学特別演習Ⅰでの修論作成指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 
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３． 国際的発信力及び社会貢献 

世界水準を目指す研究成果の発信により、地域科

学の課題探究と地域社会の問題解決、持続可能な地域

社会の構築に貢献することができる。 

【学修内容】 

地域科学の分野に関する高度の専門知識を修得

さるとともに、総合的視点及び地域科学の分野に関する

基礎・専門知識を基に、各分野に応じた研究手法を用い

て地域社会の諸問題に理解・解決能力を身につけさせ、か

つ世界水準を目指す高度な専門性と研究成果の発信力を

養う学修を実施する。 

【学修方法】 

地域社会と関わるプロジェクト型実習（プロジェクト

研究Ⅱ）などの教育部共通科目や、地域科学に関連した

高度の専門知識を修得させる分野専門科目の受講

と、各領域に応じた研究手法を用いて地域社会の諸問題

の理解・解決能力を身につけさせる地域科学特別演習Ⅰ

での修論作成指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

 

 

（総合科学教育部：博士前期課程 臨床心理学専攻） 【修士（臨床心理学）】 
ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に修士の学位

を授与します。 
 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視点に基づ

く幅広い知識と論理的思考を備え、臨床心理学の関連

領域において明確な問題意識を持ち研究を進め

る能力に加え、心のケアに係る専門的な職業に従事で

きる高度な能力を有している。 

 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら、心の問題に対応できる教育研究者ある

いは実務家として公共の福祉に貢献できる高い

倫理観・責任感を身につけ、知性、理性及び感性が調

和し、自立して行動できる。 

 

３． 国際的発信力及び社会貢献 

世界水準を目指す研究成果の発信により、臨床心理

学の課題探究と地域社会の問題解決に貢献するこ

とができる。 

博士前期課程臨床心理学専攻では、人文・社会・自

然科学からなる総合科学の視点に基づく幅広い知識

と論理的思考を備え、臨床心理学の課題探究と地域

社会の問題解決にあたる人材を育成するために、 以

下の方針で教育課程を編成・実施します。 

 

１．教育課程の編成 

以下のような授業科目を開設するとともに、修士論

文作成又は特定の課題についての研究に係る研

究指導体制を整備した体系的な教育課程を編成

する。 

(1) 地域・情報・環境・行動諸科学の学習を通じて臨

床心理学に関わる総合的視点、幅広い領域の専門知

識を修得させる授業科目（教育部共通科目）。 

(2) 臨床心理学に関連した基礎・専門知識、技能、 実

践能力、倫理観を身につけさせる授業科目（必修科

目）。 

(3) 臨床心理学に関連した高度の専門知識を修得さ

せる授業科目（選択科目）。 

(4) 総合的視点及び臨床心理学に関連した基礎・専

門知識を基に、地域社会の諸問題の理解・解決能力

を身につけさせる授業科目（臨床心理学特別演習）。 

 

２．教育方法 

体系的な教育課程及び研究指導を通じて、臨床心理

学の関連領域における高い研究遂行能力と研究

遂行に求められる高い倫理観を育む機会を提供

する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究

の成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

博士前期課程臨床心理学専攻では、人文・社会・自然

科学からなる総合科学の視点に基づく幅広い知識

と論理的思考を備え、臨床心理学の課題探究と地域

社会の問題解決にあたる人材の育成を目指し、次の

ような人物を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

自らの専門領域を中心とした幅広い知識や技

能を身につけた上で、総合科学の視点と、臨床心理学

の課題探究に強い関心を持ち、将来、心のケアに関わ

る専門的な職業（臨床心理士）に従事することを志

す人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

専門領域の知識・技能を活用して多様な情報を的確

に把握し、適切な手法を用いて課題を解決する能力、及

び自らの考えを論理的にわかりやすく表現する能力

を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

高い倫理観と責任感を有し、多様な領域の 

人々と協働しながら、臨床心理学の課題探究と

地域社会の問題解決に主体的に取り組む意欲を

持つ人 

●入学者選抜の基本方針

一般入試（Ⅰ期） 

入学者の選抜は、専攻により筆記試験、面接及び

書類審査の結果等によって総合的に判断して

行います。 

筆記試験では、主として各分野の専門領域に係る

語学力を含めた知識・技能、思考力・判断力・表現

力を評価します。 

面接は口頭発表・口頭試験を含み、知識・技能、

関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協

調性を総合して評価します。 

一般入試（Ⅱ期） 

入学者の選抜は、筆記試験・面接のほか書類審査

の結果等によって総合的に判断して行いま

す。 

筆記試験では、主として各分野の専門領域に係る

語学力を含めた知識・技能、思考力・判断力・表現

力を評価します。 

面接は口頭発表・口頭試験を含み、知識・技

能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体

性、協調性を総合して評価します。 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 
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１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視点に基づ

く幅広い知識と論理的思考を備え、臨床心理学の関連

領域において明確な問題意識を持ち研究を進め

る能力に加え、心のケアに係る専門的な職業に従事で

きる高度な能力を有している。 

【学修内容】 

地域・情報・環境・行動諸科学の学習を通じて地域科

学に関わる総合的視点、幅広い分野の専門知識を修得さ

せ、総合的視点及び臨床心理学の分野に関する基礎・専

門知識を基に、各分野に応じた研究手法を用いて心のケ

アに係る諸問題の理解・解決能力を身につけさせる学修

を実施する。 

【学修方法】 

総合科学の理念と体系・方法を学ぶ教育部共通科目

と、講義や演習・実験・実習による臨床心理学に関連

した基礎・専門知識、技能、実践能力、倫理観を身に

つけさせる授業科目（必修科目）と関連する選択科目

の受講と、臨床心理学特別演習Ⅰでの修論作成指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

（知識・技能、関心・意欲） 

自らの専門領域を中心とした幅広い知識や技

能を身につけた上で、総合科学の視点と、臨床心理学

の課題探究に強い関心を持ち、将来、心のケアに関わ

る専門的な職業（臨床心理士）に従事することを志

す人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

専門領域の知識・技能を活用して多様な情報を的確

に把握し、適切な手法を用いて課題を解決する能力、及

び自らの考えを論理的にわかりやすく表現する能力

を有する人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

高い倫理観と責任感を有し、多様な領域の 

人々と協働しながら、臨床心理学の課題探究と

地域社会の問題解決に主体的に取り組む意欲を

持つ人 

２．倫理観及び責任感 

コミュニケーションを通して豊かな人間関係

を築きながら、心の問題に対応できる教育研究者ある

いは実務家として公共の福祉に貢献できる高い

倫理観・責任感を身につけ、知性、理性及び感性が調

和し、自立して行動できる。 

【学修内容】 

臨床心理学の分野における高い研究遂行能力と

研究遂行に求められる基礎・専門知識と主体的・持続的

に、そして他の人と協調的に関わる姿勢と倫理観を身に

つけさせる学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等による臨床心理学に関連

した基礎・専門知識、技能、実践能力、倫理観を身につけ

させる必修科目の受講、ならびに臨床心理学特別演習Ⅰ

での修論作成指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

３． 国際的発信力及び社会貢献 

世界水準を目指す研究成果の発信により、臨床心

理学の課題探究と地域社会の問題解決に貢献す

ることができる。 

【学修内容】 

臨床心理学の分野に関する高度の専門知識を修

得さるとともに、総合的視点及び臨床心理学の分野に関

する基礎・専門知識を基に、分野に応じた研究手法を用

いて研究を進め、世界水準を目指す高度な専門性と研究

成果の発信力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

総合的視点及び臨床心理学に関連した基礎・専門知識

を基に、地域社会の諸問題の理解・解決能力を身につけ

させる少人数での臨床心理学特別演習での修論作

成指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、修士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

 

総合科学教育部 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 
 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視点

と地域科学に関連する高度な専門知識を身につ

け、自立して研究を遂行し後進を指導できる又は持続

可能な地域社会の構築に指導的な立場から貢献

する職業に従事できる卓越した能力を有してい

る。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び洞察力

持続可能な社会の構築や公共の福祉に貢献で 

きる高い倫理観と強固な責任感、独自の発想力や豊か

な創造力、広範な応用力及び深い洞察力をもっ

て、自立して行動できる。 
 

３．国際的発信力及び社会貢献 

高度な国際的視野を有し、世界をリードする研究

成果を発信し、地域科学に関連する研究分野を高い水準

で牽引することで、地域科学の課題探究と国内外の地域

社会の問題解決、持続可能な地域社会の構築に指導

総合科学教育部博士後期課程では、人文・社会・自

然科学からなる総合科学の視点と地域科学に関連し

た高度な専門知識を身につけ、地域科学の課題探究

と国内外の地域社会の問題解決、持続可能な地域社

会の構築に指導的な立場から貢献できる人材を育成

するために、以下の方針で教育課程を編成・実施しま

す。 

 

１． 教育課程の編成 

以下のような授業科目を開設するとともに、博士論文

作成に係る研究指導体制を整備した体系的な教育課程

を編成する。 

 

(1) 地域づくりに係る戦略的研究を推進するために

必要な総合的視野、高度かつ幅広い専門知識、高度な

倫理観を修得させるための授業科目（教育部共通科

目）。 

 

(2) 総合的視点及び地域科学に関連した専門知識を

基に、それぞれの領域に応じた研究手法を用いて、 地

域社会における諸問題を理解・解決する能力ならびに

新分野を開拓する能力を身につけさせる授業科

総合科学教育部では、人文・社会・自然科学からな

る総合科学の視点に基づく幅広い知識と論理的

思考を備え、さらに高度な専門知識の獲得に励み、地

域科学又は臨床心理学の課題探求と、地域社会の問題

解決、持続可能な地域社会の構築に主体的かつ協調

的な姿勢で貢献する人材の養成を目指していま

す。 

 

【博士後期課程】 

総合科学教育部博士後期課程では、人文・社

会・自然科学からなる総合科学の視点と地域科学に関

連した高度な専門知識を身につけ、地域科学の課題探

究と国内外の地域社会の問題解決、持続可能な地域

社会の構築に指導的な立場から貢献できる人材

の育成を目指し、次のような人物を求めています。 

 

●求める人物像 

・総合科学の視点と地域科学に関連する高度な

専門知識・技能を身につけ、自立して研究を遂行し後

進を指導する能力、又は地域科学に基づく持続可能な

地域社会の構築に関わる職業に従事できる卓越

した能力を修得しようとする人 
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的な立場から貢献することができる。 目（地域科学特別演習Ⅱ）。 

 

２． 教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、地域科学の

関連領域において自立して独創的な研究を遂行できる

能力と研究遂行に求められる高い倫理観やリーダーシ

ップを育む機会を提供する。 

 

３． 学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績評

価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な評価

を行い、博士論文の審査及び最終試験を適切に行う。 

・高い倫理観と強固な責任感、独自の発想力や豊

かな創造力、広範な応用力、深い洞察力をもって、地域

と国際社会の発展のために高度に貢献しようとする

人 

・高度な国際的視野を有し、世界をリードする研

究成果を発信し、地域科学に関連する研究分野を高い

水準で牽引しようとする人、又は国内外の地域社会の

問題解決、持続可能な地域社会の構築に指導的な立場

から携わろうとする人 

 

（総合科学教育部：博士後期課程 地域科学専攻） 【博士（学術）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 

 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視点と地

域科学に関連する高度な専門知識を身につけ、

自立して研究を遂行し後進を指導できる又は持続可

能な地域社会の構築に指導的な立場から貢献す

る職業に従事できる卓越した能力を有してい

る。 

 

２．倫理観及び責任感 

持続可能な社会の構築や公共の福祉に貢献で

きる高い倫理観と強固な責任感、独自の発想力や豊か

な創造力、広範な応用力及び深い洞察力をもっ

て、自立して行動できる。 

 

３． 国際的発信力及び社会貢献 

高度な国際的視野を有し、世界をリードする研究成 

果を発信し、地域科学に関連する研究分野を高い水準で

牽引することで、地域科学の課題探究と国内外の地域社

会の問題解決、持続可能な地域社会の構築に指導的

な立場から貢献することができる。 

博士後期課程地域科学専攻では、人文・社会・自然

科学からなる総合科学の視点と地域科学に関連した

高度な専門知識を身につけ、地域科学の課題探究と

国内外の地域社会の問題解決、持続可能な地域社会

の構築に指導的な立場から貢献できる人材を育成す

るために、以下の方針で教育課程を編成・実施しま

す。 

 

１．教育課程の編成 

以下のような授業科目を開設するとともに、博士論

文作成に係る研究指導体制を整備した体系的な

教育課程を編成する。 

(1) 地域づくりに係る戦略的研究を推進するために

必要な総合的視野、高度かつ幅広い専門知識、高度

な倫理観を修得させるための授業科目（教育部共通

科目）。 

(2) 総合的視点及び地域科学に関連した専門知識を

基に、それぞれの領域に応じた研究手法を用い

て、地域社会における諸問題を理解・解決する能力

ならびに新分野を開拓する能力を身につけさ

せる授業科目（地域科学特別演習Ⅱ）。 

 

２．教育方法 

体系的な教育課程と研究指導を通じて、地域科学の

関連領域において自立して独創的な研究を遂行

できる能力と研究遂行に求められる高い倫理観

やリーダーシップを育む機会を提供する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、博士論文の審査及び最終試験を適切に行

う。 

 

博士後期課程地域科学専攻では、人文・社会・

自然科学からなる総合科学の視点と地域科学に関

連した高度な専門知識を身につけ、地域科学の課

題探究と国内外の地域社会の問題解決、持続可能

な地域社会の構築に指導的な立場から貢献できる

人材の育成を目指し、次のような人物を求めてい

ます。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

自らの専門領域における高度な知識・技能を身につ

けた上で、総合科学の視点と、地域科学に関連したより

応用的・発展的な課題探究に強い関心を持ち、将来、自

立して研究を遂行し後進を指導できる又は持続可能

な地域社会の構築に指導的な立場から貢献する

職業に従事することを志す人 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

高度な専門知識・技能を活用して多様な情報

を的確に把握し、適切な方法を用いて課題を解

決する能力、及び自らの考えを論理的にわかり

やすく表現する能力を有する人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

高い倫理観と責任感を有し、多様な領域の 

人々と協働しながら、地域科学の高度な課題探

究と国内外の地域社会の問題解決に、より指導

的な立場から主体的に取り組む意欲を持つ人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

入学者の選抜は、筆記試験（外国語または小論

文）、面接及び書類審査の結果等によって総合的

に判断して行います。 

筆記試験では、主として各分野の専門領域に係る

語学力を含めた知識・技能、思考力・判断力・表現

力を評価します。 

面接は口頭発表・口頭試験を含み、知識・技

能、関心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体

性、協調性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．学識、研究能力及び高度専門職業能力 

人文・社会・自然科学からなる総合科学の視点と地

域科学に関連する高度な専門知識を身につけ、

自立して研究を遂行し後進を指導できる又は持続可

能な地域社会の構築に指導的な立場から貢献す

る職業に従事できる卓越した能力を有してい

る。 

【学修内容】 

地域づくりに係る戦略的研究を推進するために必

要な総合的視野、高度かつ幅広い専門知識、高度な倫

理観を修得させ、総合的視点及び地域科学の分野に関

する基礎・専門知識を基に、各分野に応じた研究手法

を用いて地域社会の諸問題の理解・解決能力ならびに

新分野を開拓する能力を身につけさせる学修を実施す

る。 

【学修方法】 

地域づくりに係る戦略的研究を推進するために必

要な総合的視野、高度かつ幅広い専門知識、高度な倫理観

を修得させるための授業科目（教育部共通科目） の受

講と、地域科学特別演習Ⅱでの研究指導ならびに論文作成

指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、博士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

（知識・技能、関心・意欲） 

自らの専門領域における高度な知識・技能を身につ

けた上で、総合科学の視点と、地域科学に関連したより

応用的・発展的な課題探究に強い関心を持ち、将来、自

立して研究を遂行し後進を指導できる又は持続可能

な地域社会の構築に指導的な立場から貢献する

職業に従事することを志す人 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

高度な専門知識・技能を活用して多様な情報を的確

に把握し、適切な方法を用いて課題を解決する能力、及

び自らの考えを論理的にわかりやすく表現する能力

を有する人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
高い倫理観と責任感を有し、多様な領域の人々 

と協働しながら、地域科学の高度な課題探究と国内外
の地域社会の問題解決に、より指導的な立場から主体
的に取り組む意欲を持つ人 
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２．倫理観及び責任感 

持続可能な社会の構築や公共の福祉に貢献で

きる高い倫理観と強固な責任感、独自の発想力や豊か

な創造力、広範な応用力及び深い洞察力をもっ

て、自立して行動できる。 

【学修内容】 

持続可能な地域づくりに係る戦略的研究を推進する

ために必要な総合的視野、高度かつ幅広い専門知識を

身につけ、豊かな発想力・想像力を持って地域科学の

諸課題に指導的立場から主体的かつ協調的に取り組む

姿勢と高度な倫理観を修得させる学修を実施する。 

【学修方法】 

総合科学的視点での地域科学についての体系的な講

義ならびに地域社会と積極的に関わるプロジェクト型

実習（プロジェクト研究Ⅱ）からなる教育部共通科目

の受講と、少人数での地域科学特別演習Ⅱでの研究指

導ならびに論文作成指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、博士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 

３． 国際的発信力及び社会貢献 

高度な国際的視野を有し、世界をリードする研

究成果を発信し、地域科学に関連する研究分野を

高い水準で牽引することで、地域科学の課題探究

と国内外の地域社会の問題解決、持続可能な地域

社会の構築に指導的な立場から貢献することがで

きる。 

【学修内容】 

地域科学の分野に関する高度の専門知識を修得さる

とともに、総合的視点及び地域科学の分野に関する基

礎・専門知識を基に、各分野に応じた研究手法を用い

て地域社会の諸問題の理解・解決能力ならびに新分野

を開拓する能力を身につけさせ、かつ世界的な視野を

有する高度な専門性と研究成果の発信力を養う学修を

実施する。 

【学修方法】 

総合的視点及び地域科学に関連した専門知識を

基に、それぞれの領域に応じた研究手法を用いた授業科目

（地域科学特別演習Ⅱ）での研究指導ならびに論文作成

指導。 

【学修成果の評価方法】 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成績

評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格な

評価を行い、博士論文又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験を適切に行う。 
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先端技術科学教育部 

大学院の目的（大学院学則 第 1 条）  学部（学科）の教育研究上の目的（教育部部規則等から抜粋） 

徳島大学大学院は、徳島大学の目的使命に則り、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成

することを目的とする。 

 本教育部の教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

(1) 豊かな人格と教養並びに自発的意欲を育て、工学の基礎知識を基とした分

析力や課題探求・解決能力を備え、社会の変化に柔軟に対応できる自律的な応用力と

創造力を持つ技術者・研究者を育成する。 

(2) 工業分野の広角的な教育を実施し、幅広い視点で現代社会に生じている問

題の分析力や解決能力を備えた人材を育成する。 

(3) 国際レベルの先進的研究を推進し、豊かで健全な社会の創造に貢献する。(4)
地域社会の活力ある発展のために、社会人の再教育、地域企業との共同研 

究による技術開発を推進する。 
(5)平和な国際社会を構築するための国際交流を活性化する。 

 

先端技術科学教育部 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与します。 

 

１．深い学識と自立的な研究能力及び高度専門職

業能力 

広い視野と高度な専門知識・技能を身につけ、 

自立して研究を遂行できる能力を備えるととも

に、後進を指導し、工学分野の専門的な職業に従事で

きる卓越した能力を有している。 

 

２．倫理観、責任感、創造力、応用力及び洞察力 

高い倫理観と強固な責任感、独自の発想力や豊か

な創造力、広範な応用力及び深い洞察力をもって、自

立して行動できる。 

 

３．国際的発信力及び社会貢献 

高度な国際的視野を有し、世界をリードする研究成

果を発信するとともに、専門分野を牽引して地域と国際

社会の発展に貢献することができる。 

先端技術科学教育部では、学位授与の方針で示す

能力を持った人材を育成するために、以下の方針で

教育課程を編成・実施します。 
 

１．教育課程の編成 

豊かな人格と教養並びに自発的意欲を育て、工学分

野の卓越した専門的知識及び能力を修得させる

授業科目を開設するとともに、博士論文作成に係る研

究指導体制を整備した体系的な教育課程を編成

する。 

 

２．教育方法 

国際レベルの先進的研究並びに地域企業との

共同研究による技術開発を推進し、体系的な教育と研

究指導を行うとともに、国際交流を活性化し、自立し

て独創的な研究を遂行できる能力と高い倫理観

やリーダーシップを育む機会を提供する。 

 

３．学修成果の評価 

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して成

績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳

格な評価を行い、博士論文の審査及び最終試験を適切

に行う。 

先端技術科学教育部は、その理念、目標、学位

授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課

程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

を踏まえ、卓越した学術及び文化を継承するとと

もに、学びの志と進取の気風をもって未来へ飛躍

する人材を養成します。そのため、課題に対して

自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性を理

解できる能力、協働性をもった次のような人を求

めています。 

 

【博士後期課程】 

先端技術科学教育部博士後期課程は、その理

念、目標、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 及び

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシ

ー）を踏まえ、卓越した学術及び文化を継承するとと

もに、学びの志と進取の気風をもって未来へ飛躍する

人材を養成します。そのため、課題に対して自ら積極

的に取り組む主体性、社会の多様性を理解できる能

力、協働性をもった次のような人を求めています。 

 

●求める人物像 

・社会人としてだけでなく、研究者あるいは技術者

としての高い倫理観を持ち、社会を豊かにすることを

目的とした科学技術の創造及び学問分野の開拓

に熱意をもって取り組むことができる人 

・自身の専門の立場から現代の科学技術に対する

課題を提起し、専門知識と洞察力を発揮してその本質

を捉え、独自の発想や創造によって解決することに旺

盛な意欲を持っている人 

・豊かな国際的視野と社会性を持ち、世界をリード

する研究者として最先端の研究成果を世界に発

信し、かつ地域社会の中で技術を牽引する立場として

活躍することを強く望む人 

 

（先端技術科学教育部：知的力学システム工学専攻 建設創造システム工学コース） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与する。 
 

１．専門知識と卓抜した技能 

工学における幅広い教養と建設工学分野におけ

る高度な専門知識及び卓抜したスキルを備え、 

即戦力として実社会で応用する能力や先駆的な学

術研究を推進できる能力を有する。 

 

２．問題解決能力と新分野創造力 

現代社会に生じている問題に対して指導的な

立場から分析・問題解決にあたる能力を有し、かつ、

社会・自然の変化に柔軟に対応しつつ新たな分野を創

造・構築することのできる能力を有する。 

 

３．論理的表現能力 

社会の問題を解決する方法とその結果を的確

かつ論理的に表現する能力を有する。 

 

４．自立的学習能力 

未知の分野に対する興味を持ち、旺盛な自発的学

習能力を有する。 

建設創造システム工学コースでは、社会基盤を担

う建造物の建設技術と自然環境の保全技術に関する

高度かつ広範な知識を有し、指導的な立場から問題

を解決するのみならず自ら問題を探求・設定する能

力を身につけるとともに、豊かな人格と教養及び自

発的意欲を模範的に示し、建設創造システム工学を

独創的に創造できる人材を養成することをめざし、 

以下のようなカリキュラムを編成している。 

 

１．多様な分野の科目を履修させることで、学問の高

度化と総合化をはかる。地域企業の活性化、ベンチ

ャー企業の立ち上げができる能力、実践的な英語

力やプレゼンテーション能力を高めさせて、 国際

や実社会で活躍できる能力を身につけさせる。 

 

２．持続可能な社会システムの構築に向けての環境

保全の分野と省エネ、再生可能エネルギー、ＣＯ 

２削減等の環境エネルギーの分野の知識を身につ

けさせる。 

 

３．自身の専門領域以外に関する演習を行うことで、 

他の領域からの視点や方法論などを学ばせ、幅広い

知的力学システム工学専攻では、基礎的知識であ

る力学的理論を学習した上で、豊かな人格と教養及

び自発的意欲を持ち、知的力学システムを独創的に

創造できる人材の育成を目指しています。そのた

め、課題に対し自ら積極的に取り組む主体性、社会

の多様性を理解できる能力、協働性をもった次のような

人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・工学における幅広い教養と知的力学システム工学

における高い専門知識を修得し、幅広い視点から

問題を分析・解決しようとする人 

・生活・生産基盤施設、交通施設、防災施設、環境保全

施設等の調査・解析・計画、設計・施工・運用システム

及び維持管理に関わる技術を研究するのに必要

な高い専門能力と自立的に行動できる能力を持

つ学生を求めています。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

論理的な思考や判断に基づいた豊かな表現力

を有し、応用力及び創造力を駆使して社会や自然の変

化に柔軟に対応しようとする人 
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５．コミュニケーション及びリーダシップ能力  

コミュニケーション及び役割分担を指導的立 

場から確立して、グループによる共同プロジェクトを

管理運営する能力を有する。 
 

６．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力

国際社会に対する高度なコミュニケーション能

力を有し、平和な社会の構築と国際化を指導的 

立場から推進できる能力を有する。 

知識を身につけさせる。 

 

４．博士論文に関連の深い分野の演習を行うことで、 

専門性を深めさせる。 
 

５．社会基盤を構築する各種施設・構造物の設計や施

工、保全・補修に関する高度な力学的理論と専門的

な研究手法と、環境エネルギー工学の基礎知識に

基づき工学技術が環境に及ぼす影響を考慮しなが

ら建設工学に関わる先駆的な学術研究を推進・展

開する能力を身につけさせるとともに、最新の情

報システムと環境システムを融合した高度な知的

力学システムの創造を指導的な立場から推進でき

る能力を涵養させる。 

 

６．これまでに学んだ2つ以上の専門性と幅広い分野に 

わたる知識を生かし、国内外で認められる質の高い

研究論文を作成させる。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

強い責任感と高い倫理観を有し、かつ、自主

的・継続的に学習し、多様な人々と協働して地域や国

際社会に貢献しようとする人 
 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験

を含み、語学力、知識・技能、関心・意欲、 

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を

総合して評価します。 

社会人特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含 

み、主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断

力・表現力、主体性、協働性を総合して評価しま

す。 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．専門知識と卓抜した技能 

工学における幅広い教養と建設工学分野におけ

る高度な専門知識及び卓抜したスキルを備え、 

即戦力として実社会で応用する能力や先駆的な学

術研究を推進できる能力を有する。 

【学修内容】 

工学分野の共通的な知識と、社会基盤システムと自然

環境の保全に関する専門知識とスキルについて学修

し、それらを活用できる能力を養う。 

【学修方法】 

総合科目や専門科目の講義や演習により学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験等により到達度を客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・工学における幅広い教養と知的力学システム工学

における高い専門知識を修得し、幅広い視点から問

題を分析・解決しようとする人 

・生活・生産基盤施設、交通施設、防災施設、環境保全

施設等の調査・解析・計画、設計・施工・運用システム

及び維持管理に関わる技術を研究するのに必要

な高い専門能力と自立的に行動できる能力を持

つ学生を求めています。 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

論理的な思考や判断に基づいた豊かな表現力

を有し、応用力及び創造力を駆使して社会や自然の変

化に柔軟に対応しようとする人 
 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

強い責任感と高い倫理観を有し、かつ、自主

的・継続的に学習し、多様な人々と協働して地域や国

際社会に貢献しようとする人 

２．問題解決能力と新分野創造力 

現代社会に生じている問題に対して指導的な立

場から分析・問題解決にあたる能力を有し、かつ、 

社会・自然の変化に柔軟に対応しつつ新たな分野 
を創造・構築することのできる能力を有する。 

【学修内容】 

幅広い分野の問題点を認識でき、問題解決にあたる能

力と新たな研究分野を創造する能力を養う。 

【学修方法】 

総合科目をはじめとする多様な分野の科目の履修によ

り学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

試験等により到達度を客観的に評価する。 

３．論理的表現能力 

社会の問題を解決する方法とその結果を的確か

つ論理的に表現する能力を有する。 

【学修内容】 

社会問題の解決に向けた論理的表現能力と情報発信力

を養う。 

【学修方法】 

異分野を含む基礎的及び実践的なテーマ設定のも

とに行われた課題演習・調査・実験を通じて学修させる。

【学修成果の評価方法】 

レポート等に基づいて評価する。 

４．自立的学習能力 

未知の分野に対する興味を持ち、不足する知識を

自覚し自発的な学習をする能力を有する。 

【学修内容】 

課題発見能力を養うとともに、解決に導くための必要

な知識を自覚し、身に付ける能力を養う。 

【学修方法】 

社会基盤に関する応用的、実践的な研究を通じて学修

させる。 

【学修成果の評価方法】  

博士論文として評価する。 

５．コミュニケーション及びリーダシップ能力   

コミュニケーション及び役割分担を確立して、 

グループによる共同プロジェクトを運営する能

力を有する。 

【学修内容】 

豊かな教養及び専門知識に基づいた計画・企画の実

施、実行方法を学修させる。 

【学修方法】 

少人数グループにおける演習・実習・実験や、博士論

文の研究を通じて学修させる。 

【学修成果の評価方法】 

博士論文等の発表を通して評価する。 

６．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力

国際社会に対する高度なコミュニケーション能力

を有し、平和な社会の構築と国際化を指導的立 
場から推進できる能力を有する。 

【学修内容】 

実践的な英語力やプレゼンテーション能力を高め、国

際や実社会で活躍できる能力を身に付けさせる。 

【学修方法】 

国際共同研究や国際学会での発表等を通じて学修させ

る。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等により到達度を客観的に評価する。 
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（先端技術科学教育部：知的力学システム工学専攻 機械創造システム工学コース） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与する。 

 

１．高度な専門知識 

知的力学システム工学における最先端の高度

な専門知識を有する。 
 

２．創造的解決能力 

現代社会に生じている問題の本質を分析する

とともに、専門知識を高度に駆使し、創造的に解決す

る能力を有する。 
 

３．リーダシップ 

問題解決に向けてプロジェクトを立案すると

ともに、リーダーとしてグループを牽引するリーダシ

ップを有する。 
 

４．国際的コミュニケーション能力 

自らの成し遂げた成果を広く社会に発信する

ことのできる国際的なコミュニケーション能力

を有する。 

 

５．人間的品格 

国際社会に通用する高い見識と倫理観を有す

る。 

機械創造システム工学コースでは、機械工学に関

する高度の専門知識と研究能力を有する創造的な技

術者・研究者を養成することをめざし、以下のような

カリキュラムを編成している。 

 

１．多様な分野の科目を履修させることで、学問の高

度化と総合化をはかる。地域企業の活性化、ベンチ

ャー企業の立ち上げができる能力、実践的な英語

力やプレゼンテーション能力を高めさせて、 国際

や実社会で活躍できる能力を身につけさせる。 

 

２．持続可能な社会システムの構築に向けての環境

保全の分野と省エネ、再生可能エネルギー、ＣＯ 

２削減等の環境エネルギーの分野の知識を身につ

けさせる。 

 

３．自身の専門領域以外に関する演習を行なうこと

で、他の領域からの視点や方法論などを学ばせ、 

幅広い知識を身につけさせる。 
 

４．博士論文に関連の深い分野の演習を行なうこと

で、専門性を深めさせる。 
 

５．機械工学に関する専門性を更に深化・発展させる

とともに、周辺分野との学際的な専門知識を有す

る創造的技術者・研究者を養成する。また、プロジ

ェクトリーダーとして研究開発を主導できるコミ

ュニケーション能力やリーダシップを有し、 創造

的に問題解決を成し遂げることで豊かで健全な社

会の構築に貢献するとともに、高い倫理感を涵養

する。 

 

６．これまでに学んだ 2つ以上の専門性と幅広い分野

にわたる知識を生かし、国内外で認められる質の高

い研究論文を作成させる。 

知的力学システム工学専攻では、基礎的知識であ

る力学的理論を学習した上で、豊かな人格と教養及

び自発的意欲を持ち、知的力学システムを独創的に

創造できる人材の育成を目指しています。そのた

め、課題に対し自ら積極的に取り組む主体性、社会

の多様性を理解できる能力、協働性をもった次のような

人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・工学における幅広い教養と知的力学システム工学

における高い専門知識を修得し、幅広い視点から

問題を分析・解決しようとする人 

・機械工学に関する基礎学力を有し、より高い専門性

と幅広い専門基礎の素養を身につけたい優秀な

学生を求めています。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

論理的な思考や判断に基づいた豊かな表現力

を有し、応用力及び創造力を駆使して社会や自然の変

化に柔軟に対応しようとする人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

強い責任感と高い倫理観を有し、かつ、自主

的・継続的に学習し、多様な人々と協働して地域や国

際社会に貢献しようとする人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験

を含み、語学力、知識・技能、関心・意欲、 

思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を

総合して評価します。 

社会人特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．高度な専門知識 

知的力学システム工学における最先端の高度

な専門知識を有する。 

【学修内容】 

総合科目、環境工学科目、専門科目、及び、特別演習・実験科目

を通して、機械工学に関する専門性をさらに深化、発展させ

るとともに、多様な分野の科目を履修させることによって、

専門知識の高度化と総合化を促進させる。 

【学修方法】 

総合科目、環境工学科目、及び、専門科目においては、 講

義・演習等による教育と指導を実施する。また、特別演

習・実験科目に含まれる機械創造システム工学特別演習・特

別研究においては、個別指導による少人数教育を実施す

る。 

【学修成果の評価方法】 

試験やレポート等により到達度を客観的に評価する。た

だし、機械創造システム工学特別演習・特別研究について

は、研究室での取組み状況、学位論文及び学位 

論文公聴会における発表等を厳正に審査する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・工学における幅広い教養と知的力学システム

工学における高い専門知識を修得し、幅広い視点

から問題を分析・解決しようとする人 

・機械工学に関する基礎学力を有し、より高い専

門性と幅広い専門基礎の素養を身につけたい

優秀な学生を求めています。 
 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

論理的な思考や判断に基づいた豊かな表現力

を有し、応用力及び創造力を駆使して社会や自

然の変化に柔軟に対応しようとする人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

強い責任感と高い倫理観を有し、かつ、自主

的・継続的に学習し、多様な人々と協働して地域

や国際社会に貢献しようとする人 

２．創造的解決能力 

現代社会に生じている問題の本質を分析するとと

もに、専門知識を高度に駆使し、創造的に解決す

る能力を有する。 

【学修内容】 

総合科目、環境工学科目、専門科目、及び、特別演習・実験科目

を通して、幅広い視点から現代社会における問題の本質を分

析し、高度な知識を利用して解決する能力の基盤を身に付け

させる。さらに、特別演習・実験科目に含まれる機械創造シ

ステム工学特別演習・特別研究を通して、機械工学の特定分

野に関する専門知識と他分野に関する専門知識を高度

に駆使することによって、対象とする問題を多様な方法論

を用いて創造的に解決する経験を積ませる。これによって、

自身で問題を発見、理解、分析し、多角的な視野から創造的

に解決する能力を養成する。 

【学修方法】 

総合科目、環境工学科目、及び、専門科目においては、 講

義・演習等による教育と指導を実施する。また、特別演

習・実験科目に含まれる機械創造システム工学特別演習・特
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別研究においては、個別指導による少人数教育を実施す

る。 

【学修成果の評価方法】 

試験やレポート等により到達度を客観的に評価する。た

だし、機械創造システム工学特別演習・特別研究について

は、研究室での取組み状況、学位論文及び学位 

論文公聴会における発表等を厳正に審査する。 

３．リーダシップ 

問題解決に向けてプロジェクトを立案すると

ともに、リーダーとしてグループを牽引するリ

ーダシップを有する。 

【学修内容】 

機械創造システム工学特別演習・特別研究を通じて、 所

属する研究室において、その主宰教員の指導の下、 自身

が従事する研究開発をプロジェクトとして立案させ

るとともに、自身がそのプロジェクトのリーダーとして、同

研究室の博士前期課程学生や学部学生に対して指導的な役

割を果たしつつ、その研究開発を主導、牽引する経験を

積ませる。これによって、研究開発におけるリーダーシッ

プを醸成する。 

【学修方法】 

個別指導による少人数教育を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

研究室での取組み状況、学位論文及び学位論文公聴会にお

ける発表等を厳正に審査する。 

４．国際的コミュニケーション能力 

自らの成し遂げた成果を広く社会に発信すること

のできる国際的なコミュニケーション能力を有す

る。 

【学修内容】 

プレゼンテーションやコミュニケーションに関する

総合科目及び機械創造システム工学特別演習・特別研究を

通じて、対象とする問題と解決方法及びその結果を英語に

より正確に伝達することによって、自らが成し遂げた

成果を世界に的確に発信できるプレゼンテーシ

ョン能力、及び、世界の研究者や技術者と意見交換できる能

力を練成させる。これによって、外国人に対して、伝えるべ

き情報や事柄を的確に表現しつつ論理的に説明でき、かつ、

議論できる国際的なコミュニケーション能力を身に付け

させる。 

【学修方法】 

プレゼンテーションやコミュニケーションに関する

総合科目においては、講義、演習等による教育と指導や学会

発表等についての個別指導を実施する。また、 機械創造

システム工学特別演習・特別研究においては、個別指

導による少人数教育を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

プレゼンテーションやコミュニケーションに関する

総合科目については、レポートやポートフォリオ等により

到達度を客観的に評価する。また、機械創造シス 

テム工学特別演習・特別研究については、研究室での取組
み状況、学位論文及び学位論文公聴会における発 

表等を厳正に審査する。 

５．人間的品格 

国際社会に通用する高い見識と倫理観を有す

る。 

【学修内容】 

総合科目、環境工学科目、専門科目、特別演習・実験科目、

及び、自由科目を通して、専門分野を含めた多様な分野に

関する高い見識と国際的なコミュニケーション能力

を身に付かせるとともに、機械工学が人と国際社会を支

え、工業分野から地球環境・エネルギーに至る地球規模の

課題を解決する学問であることを理解させ、持続可能

な国際的な社会システムを構築するための倫理観を涵養

する。 

【学修方法】 

総合科目、環境工学科目、専門科目、特別演習・実験科目、

及び、自由科目においては、講義、実験、演習等による教

育と指導を実施する。さらに、入学時にe-ラーニング

による研究倫理教育プログラムを受講することを義

務付けることによって、倫理観の涵養を図る。 

【学修成果の評価方法】 

試験やレポート等により到達度を客観的に評価する。た

だし、機械創造システム工学特別演習・特別研究について

は、研究室での取組み状況、学位論文及び学位論文公聴会に

おける発表等を厳正に審査する。また、 e-ラーニングに

よる研究倫理教育プログラムを受講 

し、修了することを義務化している。 
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（先端技術科学教育部：物質生命システム工学専攻 化学機能創生コース） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与する。 

 

１．専門知識と技能 

物質創生の基礎としての化学分野を、幅広くその

周辺領域－物理学や生命科学等－も含め、深く理解し

応用させるだけではなく、新たな分野を構築すること

のできる能力を有する。また、環境工学科目を履修す

ることで、環境に与える化学及び化学技術の影響を

具体的に把握する能力を有する。さらに、環境工

学履修モデルの学生は、その課程を修了することで、高

度環境工学技術者としての能力を有する。 

 

２．問題解決能力 

現代社会が直面する種々の問題を主として化

学的な視点から指導的立場で分析し、解決する能力を

有する。特に、化学物質の創製を、人間や自然環境へ

の影響とそれを評価するシステムを考慮しなが

ら指導的立場で進展させることができる能力を

有する。 

 

３．論理的表現能力及びコミュニケーション能力 

問題分析過程において、問題点を論理的、かつ明

確に表現し伝えるコミュニケーション能力を 

有する。 
 

４．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力 

豊かで健全な国際社会を構築するための国際

交流に指導的な立場で積極的に寄与できる能力 

を有する。 

 

５．統合的な研究推進力と新たなる分野の構築・

発展能力 

化学及び化学技術に関する高度に専門的な研

究手法を用いて、新しい原理、方法、現象等の探求を行

い、更に高度に発展させる能力を有する。 

化学機能創生コースでは、化学及び化学技術に関

する新しい原理、方法、現象等の探求を通じてその成

果を更に高度に発展させることに興味を持ち、将来、

国際的、学際的な研究プロジェクトの中核となる人

材を養成することをめざし、以下のようなカリキュ

ラムを編成している。 

 

１．問題分析過程において、指導的立場で、問題点を

明確に表現し伝えるコミュニケーション能力、 地

域社会を含む産業界の活性化に指導的立場で貢献

する能力及び豊かで健全な国際社会を構築するた

めの国際交流に指導的な立場で寄与できる能力を

養成する（学習・教育目標のＤ及びＥに対応する総

合科目及び企業関連の総合科目の履修により実

施）。 

 

２．環境に与える化学及び化学技術の影響を指導的

立場で具体的に把握する能力を養成する（資源エ

ネルギー変換特論の履修により実施）。 

 

３．物質創生の基礎としての化学分野を、幅広くその

周辺領域－物理学や生命科学等－も含め、深く理

解し応用させるだけではなく、新たな分野を構築

することのできる能力を養成する（学習・教育目標

のＡに対応する総合科目・専門科目の履修により実

施）。 

 

４．化学物質の創製を、人間や自然環境への影響とそ

れを評価するシステムを考慮しながら指導的立場

で進展させることができる能力及び現代社会が直

面する種々の問題を主として化学的な視点から指

導的立場で分析し、解決する能力を養成する（学習・教

育目標のＢ及びＣに対応する専門科目からの履修

により実施）。 

 

５．化学及び化学技術に関する高度に専門的な研究

手法を用いて、新しい原理、方法、現象等の探求を

行い、さらに高度に発展させる能力を養成する 

（化学機能創生特別演習、化学機能創生特別研究

の履修により実施）。 

物質生命システム工学専攻では、化学工学、生

物工学を融合させ、新素材の開発、生体分子の構

造と機能解析、資源循環、化学プラントの開発及

び生命現象の解明と技術応用を通じて、人間 

性豊かで想像力に富み、工学の幅広い分野に関す

る汎用的能力を備えた人材の育成を目指していま

す。そのため、課題に対し自ら積極的に取り組む

主体性、社会の多様性を理解できる能力、協働性

をもった次のような人を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・生命及び地球環境の保全、グリーン・ケミストリー、

食料・化学物質・資源などの物質循環、 生物多

様性の保全、などのテーマに関する高度な知識や

技能を習得し、修了後は当該研究分野のさらなる

発展や、社会の発展に貢献しようとする人 

・化学及び化学技術に関する研究テーマを深く探求

し、その過程で身につけた高度な専門知識や実験

技能、問題解決能力などを通じて社会や産業界に

貢献できる学生を求めています。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

グローバル化へ向かう多種多様な情報や価値

観の中において、自分独自の思考力、判断力に基づい

て問題を考察し、国際的コミュニケーションを通じて

その結果を表現しようとする人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

様々な問題を解決する上で、自らの主体性を持つと

同時に、異なる教育・研究の背景を持つ人々の考えも

尊重して学び、協働しようとする人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

語学力、知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．専門知識と技能 

物質創生の基礎としての化学分野を、幅広く

その周辺領域－物理学や生命科学等－も含め、 

深く理解し応用させるだけではなく、新たな分

野を構築することのできる能力を有する。また、 

環境工学科目を履修することで、環境に与える

化学及び化学技術の影響を具体的に把握する能

力を有する。さらに、環境工学履修モデルの学

生は、その課程を修了することで、高度環境工

学技術者としての能力を有する。 

【学修内容】 

専門科目群及び総合科目群から、化学の様々な専門分

野及び周辺分野に関する科目を履修する。また環境工

学科目である資源エネルギー変換特論を履修させる。 

【学修方法】 

講義及び演習による。 

【学修成果の評価方法】 

試験などによって到達度を客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・生命及び地球環境の保全、グリーン・ケミスト

リー、食料・化学物質・資源などの物質循環、 生物

多様性の保全、などのテーマに関する高度な知識や

技能を習得し、修了後は当該研究分野のさらなる発

展や、社会の発展に貢献しようとする人 

・化学及び化学技術に関する研究テーマを深く

探求し、その過程で身につけた高度な専門知識や

実験技能、問題解決能力などを通じて社会や産業

界に貢献できる学生を求めています。 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

グローバル化へ向かう多種多様な情報や価値

観の中において、自分独自の思考力、判断力に基

づいて問題を考察し、国際的コミュニケー

ションを通じてその結果を表現しようとする人 
 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

様々な問題を解決する上で、自らの主体性を

持つと同時に、異なる教育・研究の背景を持つ

人々の考えも尊重して学び、協働しようとする

人 

２．問題解決能力 

現代社会が直面する種々の問題を主として化

学的な視点から指導的立場で分析し、解決する

能力を有する。特に、化学物質の創製を、人間や

自然環境への影響とそれを評価するシステムを

考慮しながら指導的立場で進展させることがで

きる能力を有する。 

【学修内容】 

専門科目群から、化学の様々な専門分野及びその周辺分野

に関する科目を履修させる。また環境工学科目である資源

エネルギー変換特論を履修させる。 

【学修方法】 

講義及び演習による。 

【学修成果の評価方法】 

試験などによって到達度を客観的に評価する。 
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３．論理的表現能力及びコミュニケーション能力 

問題分析過程において、問題点を論理的、か

つ明確に表現し伝えるコミュニケーション能力

を有する。 

【学修内容】 

総合科目群からプレゼンテーション技法を、特別演

習・実験科目群から化学機能創生特別演習及び化学機能創

生特別研究を履修させる。 

【学修方法】 

講義や演習、さらに学生によるプレゼンテーションをコー

ス内の発表会、学外の研究集会において行う。 

【学修成果の評価方法】 

講義や演習は試験などにより評価し、プレゼンテー

ションは指導教員らが審査、評価する。 

４．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力 

豊かで健全な国際社会を構築するための国際

交流に指導的な立場で積極的に寄与できる能力

を有する。 

【学修内容】 

総合科目群から国際先端技術科学特論 1 及び同 2 を、 

特別演習・実験科目群から化学機能創生特別演習及び化学

機能創生特別研究を履修させる。 

【学修方法】 

講義や演習、輪講、さらに学生によるプレゼンテー

ションをコース内の発表会や、学外の研究集会において行

う。これらのために必要な指導を指導教員から受ける。 

【学修成果の評価方法】 

講義や演習は試験などにより評価し、輪講やプレゼン

テーションは指導教員らが審査、評価する。 

５．統合的な研究推進力と新たなる分野の構築・

発展能力 

化学及び化学技術に関する高度に専門的な研究

手法を用いて、新しい原理、方法、現象等の探求

を行い、更に高度に発展させる能力を有する。 

【学修内容】 

総合科目群から国際先端技術科学特論 1 及び同 2 を、 

特別演習・実験科目群から化学機能創生特別演習及び化学

機能創生特別研究を履修させる。 

【学修方法】 

研究室における輪講や日々の研究活動、博士論文の執筆、

そして学会における発表活動などを行う。これらのために

必要な指導を指導教員から受ける。 

【学修成果の評価方法】 

輪講、研究活動、プレゼンテーションなどは指導教員が評

価する。博士論文は指導教員を含む複数の教員による審査

の上、プレゼンテーション（公聴会）を行い、 口頭試問を

行った後に評価する。 

 
（先端技術科学教育部：物質生命システム工学専攻 生命テクノサイエンスコース） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与する。 
 

１． 専門知識の自立的学習能力と活用能力 

生命科学研究の基礎として生命科学の幅広い

分野を自立的に学習・理解し、それを応用する能力を

有する。 

 

２．生命科学技術者倫理の理解と活用能力 

生物の多様性や生物工学技術が生物及び地球

環境に与える影響を理解し、健全な社会や環境の保

全・創造に寄与する能力を修得している。 

 

３．問題分析力と解決能力 

主として生物工学的な視点から、現代社会が直面す

る種々の問題を論理的かつ明確に分析し、それを解決

する能力を有する。 

 

４．論理的コミュニケーション能力と情報発信能

力 

問題点の把握・分析・解決策立案の過程を論理的に

表現して伝え議論するコミュニケーション能力

を有する。また研究成果等の情報を分かり易く社会に

発信できる能力を有する。 

 

５．国際的貢献能力 

豊かで健全な国際社会構築のための国際交流や

国際協力に積極的に寄与できる能力を有する。 

 

６. リーダシップ能力 

生命科学の課題解決と発展にリーダシップを発

揮できる能力を有する。 

生命テクノサイエンスコースでは、世界をリード

する生物工学、生命科学の研究、技術開発を行い、環

境、医薬、化学エネルギー、食糧生産の分野での諸問

題を生物工学により解決し、国際的に活躍できる人

材を養成することをめざし、以下のようなカリキュ

ラムを編成している。 

 

１．多様な分野の科目を履修させることで、学問の高

度化と総合化をはかる。地域企業の活性化、ベンチ

ャー企業の立ち上げができる能力、実践的な英語

力やプレゼンテーション能力を高めさせて、 国際

や実社会で活躍できる能力を身につけさせる。 

 

２．持続可能な社会システムの構築に向けての環境

保全の分野と省エネ、再生可能エネルギー、ＣＯ 

２削減等の環境エネルギーの分野の知識を身につ

けさせる。 

 

３．自身の専門領域以外に関する演習を行うことで、 

他の領域からの視点や方法論などを学ばせ、幅広い

知識を身につけさせる。 

 

４．博士論文に関連の深い分野の演習を行うことで、 

専門性を深めさせる。 
 

５．生物工学領域の高度な専門的知識を理解し、そ

れを最先端技術開発や社会・環境の保全・創造に

活用する能力を養わせるとともに、学会発表・原

著論文作成・特許申請等を通じて研究成果を広く

世界に発信し、国際的かつ学術的な研究プロジェク

トを推進できる能力を「微生物分子論」、「酵素機能工

学」、「生体機能工学」、「分子病源微生物論」等により修得

させる。 

 

６．これまでに学んだ2つ以上の専門性と幅広い分野に

わたる知識を生かし、国内外で認められる質の高い

研究論文を作成させる。 

物質生命システム工学専攻では、化学工学、生物

工学を融合させ、新素材の開発、生体分子の構造と

機能解析、資源循環、化学プラントの開発及び生命

現象の解明と技術応用を通じて、人間性豊かで想像

力に富み、工学の幅広い分野に関する汎用的能力を

備えた人材の育成を目指しています。そのため、課

題に対し自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性

を理解できる能力、協働性をもった次のような人を求め

ています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・生命及び地球環境の保全、グリーン・ケミストリー、

食料・化学物質・資源などの物質循環、 生物多

様性の保全、などのテーマに関する高度な知識や

技能を習得し、修了後は当該研究分野のさらなる

発展や、社会の発展に貢献しようとする人 

・生物工学技術者・研究者をめざし、本コースに強い

入学意欲を持った向学心の旺盛な学生を求めていま

す。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

グローバル化へ向かう多種多様な情報や価値

観の中において、自分独自の思考力、判断力に基づい

て問題を考察し、国際的コミュニケーションを通じて

その結果を表現しようとする人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

様々な問題を解決する上で、自らの主体性を持つと

同時に、異なる教育・研究の背景を持つ人々の考えも

尊重して学び、協働しようとする人 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

語学力、知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・
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表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、主

として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。 

 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１． 専門知識の自立的学習能力と活用能力 

生命科学研究の基礎として生命科学の幅広い

分野を自立的に学習・理解し、それを応用する能力を

有する。 

【学修内容】 

専門科目群において生命科学の諸分野を幅広く学修さ

せる。 

【学修方法】 

講義形式による少人数指導を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

試験・レポート・プレゼンテーションにより到達度を

客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・生命及び地球環境の保全、グリーン・ケミストリー、

食料・化学物質・資源などの物質循環、 生物多

様性の保全、などのテーマに関する高度な知識や

技能を習得し、修了後は当該研究分野のさらなる

発展や、社会の発展に貢献しようとする人 

・生物工学技術者・研究者をめざし、本コースに強い

入学意欲を持った向学心の旺盛な学生を求めていま

す。 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

グローバル化へ向かう多種多様な情報や価値

観の中において、自分独自の思考力、判断力に基づい

て問題を考察し、国際的コミュニケーションを通じて

その結果を表現しようとする人 
 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

様々な問題を解決する上で、自らの主体性を持つと

同時に、異なる教育・研究の背景を持つ人々の考えも

尊重して学び、協働しようとする人 

２．生命科学技術者倫理の理解と活用能力 

生物の多様性や生物工学技術が生物及び地球

環境に与える影響を理解し、健全な社会や環境の保

全・創造に寄与する能力を修得している。 

【学修内容】 

環境工学科目群の資源エネルギー変換特論において健

全な社会や環境の保全・創造に寄与する能力を身に付

ける学修を実施する。 

【学修方法】 

講義形式による少人数指導を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

試験やレポートにより到達度を客観的に評価する。 

３．問題分析力と解決能力 

主として生物工学的な視点から、現代社会が直面す

る種々の問題を論理的かつ明確に分析し、それを解決

する能力を有する。 

【学修内容】 

専門科目群の生命テクノサイエンス特別演習・特別実

験において種々の科学的問題を論理的かつ明確に分析

し、それを解決する能力を身に付ける学修を実施する。 

【学修方法】 

演習・実験・研究における少人数指導を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

試験やレポートにより到達度を客観的に評価する。 

４．論理的コミュニケーション能力と情報発信能

力 

問題点の把握・分析・解決策立案の過程を論理的に

表現して伝え議論するコミュニケーション能力

を有する。また研究成果等の情報を分かり易く社会に

発信できる能力を有する。 

【学修内容】 

総合科目のプレゼンテーション技法においてコミュニ

ケーション能力や研究成果等の情報発信能力を身に付

ける学修を実施する。 

【学修方法】 

集中講義形式による少人数指導を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

学会発表やレポートにより到達度を客観的に評価す

る。 

５．国際的貢献能力 

豊かで健全な国際社会構築のための国際交流や

国際協力に積極的に寄与できる能力を有する。 

【学修内容】 

総合科目の国際先端技術科学特論において世界の先端

技術・科学の動向や実情に関する理解を深め、国際交

流や国際協力に積極的に寄与できる能力を身に付ける

学修を実施する。 

【学修方法】 

指導教員による少人数指導を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

レポート及びポートフォリオにより到達度を客観的 

に評価する。 

６. リーダシップ能力 

生命科学の課題解決と発展にリーダシップを

発揮できる能力を有する。 

【学修内容】 

博士論文の研究において生命科学の課題解決と発

展にリーダシップを発揮できる能力を身に付ける

学修を実施する。 

【学修方法】 

博士論文の作成の指導を実施する。 

【学修成果の評価方法】 

博士論文は指導教員を含む複数の教員による審査の 

上、プレゼンテーション（公聴会）を行い、口頭試問

を行った後に評価する。 

 

（先端技術科学教育部：システム創生工学専攻 電気電子創生工学コース） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与する。 

 

１．専門知識と深い理解力 

工学・電気電子工学の幅広い先端知識をベースに専

門分野に関する深い理解と応用力を有する。 
 

２．コミュニケーション能力・情報収集・発信能

電気電子創生工学コースでは、デバイス、エネルギ

ー、電子回路、システム等の技術を統合した電気電子

システムを創生することのできる総合的な人材を養

成することをめざし、以下のようなカリキュラムを

編成している。 

 

１．多様な分野の科目を履修させることで、学問の高

度化と総合化をはかる。地域企業の活性化、ベンチ

システム創生工学専攻では、デバイス、ハード

ウェア、ソフトウェア、ネットワーク等の基礎技

術を体系的に教育したうえで、これらの技術を統

合したシステムを創生することのできる総合的な

人材の育成を目指しています。そのため、課題に

対し自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性

を理解できる能力、協働性をもった次のような人

を求めています。 
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力 

コミュニケーション能力・プレゼンテーション能

力、情報収集・処理・発信能力を有する。 
 

３．国際的視野と高い倫理観 

電気電子工学に関する諸現象を様々な視点か

ら考察でき、国際社会に通用する高い見識と倫理観を

もって情報発信できる能力を有する。 

 

４．問題解決能力 

電気電子工学に関する諸問題について分析す 

る能力を有し、自ら、その解決のための課題設定能力及

び解決能力を有する。 

ャー企業の立ち上げができる能力、実践的な英語

力やプレゼンテーション能力を高めさせて、 国際

や実社会で活躍できる能力を身につけさせる。 

 

２．持続可能な社会システムの構築に向けての環境

保全の分野と省エネ、再生可能エネルギー、ＣＯ 

２削減等の環境エネルギーの分野の知識を身につ

けさせる。 

 

３．自身の専門領域以外に関する演習を行うことで、 

他の領域からの視点や方法論などを学ばせ、幅広い

知識を身につけさせる。 

 

４．博士論文に関連の深い分野の演習を行うことで、 

専門性を深めさせる。 

 

５．電気電子工学に関する高度な専門知識を教授す

る専門科目を設置し、専攻分野において国際水準

の研究を実施できる技術者を養成する。 

 

６．これまでに学んだ2つ以上の専門性と幅広い分野 

にわたる知識を生かし、国内外で認められる質の高

い研究論文を作成させる。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・システムを構成する電気、電子、光、情報分野など

の要素技術から、これらを統合したシステムを創

生できる十分な知識と技能を持つ研究者として

の素養を備えており、地域及び国際社会が抱える

技術課題にいち早く着眼し、その解決を自立的に

進めることができる人 

・電気電子工学に関する課題を、幅広い視野と論理的

な思考で解決し、地域社会、国際社会に貢献でき

る研究者・技術者を育成するため、勉学に強い意

欲を持った学生を求めています。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い視

野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視点から

柔軟で創造的な解決手段を見いだすことができ

る判断力を有するとともに、その思考過程と結論を

正確かつ豊かな表現力で社会に発信できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門分

野を超えたチームを構成してその協力のもとで

課題解決を図ることのできる、国際的な高いコミュニ

ケーション能力を持ち、自らが修得した知識と技能

を主体的に世界及び地域に展開して社会貢献を

しようとする積極的な姿勢を持つ人 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

語学力、知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、主

として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・表現

力、主体性、協働性を総合して評価します。 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．専門知識と深い理解力 

工学・電気電子工学の幅広い先端知識をベースに専

門分野に関する深い理解と応用力を有する。 

【学修内容】 

専門科目群を通して、基礎的な専門分野を発展させた

特定専門分野あるいはそれらを融合発展させた新しい

専門分野に関する高度な専門知識・技術・応用力を有

する専門技術者を育成する学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等の専門科目における少人

数指導 

【学修成果の評価方法】 

試験、口頭試問、レポート等によって到達度を客観的

に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・システムを構成する電気、電子、光、情報分野など

の要素技術から、これらを統合したシステムを創

生できる十分な知識と技能を持つ研究者として

の素養を備えており、地域及び国際社会が抱える

技術課題にいち早く着眼し、その解決を自立的に

進めることができる人 

・電気電子工学に関する課題を、幅広い視野と論理的

な思考で解決し、地域社会、国際社会に貢献でき

る研究者・技術者を育成するため、勉学に強い意

欲を持った学生を求めています。 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い視

野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視点から

柔軟で創造的な解決手段を見いだすことができ

る判断力を有するとともに、その思考過程と結論を

正確かつ豊かな表現力で社会に発信できる人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門分

野を超えたチームを構成してその協力のもとで

課題解決を図ることのできる、国際的な高いコ

ミュニケーション能力を持ち、自らが修得した知識

と技能を主体的に世界及び地域に展開して社会

２．コミュニケーション能力・情報収集・発信能

力 

コミュニケーション能力・プレゼンテーション能

力、情報収集・処理・発信能力を有する。 

【学修内容】 

総合科目群及び電気電子創生工学特別研究を通して、 

専門技術分野に関する情報収集、解析能力を有し問題

点を探求し論理的な思考をもとに解決し、情報発信で

きる能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等の専門科目における少人数

指導。個別指導による研究内容の対外発表指導及び博士

論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験、口頭試問、レポート、博士論文の発表等によって

到達度を客観的に評価する。博士論文は審査によって評

価する。 
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３．国際的視野と高い倫理観 

電気電子工学に関する諸現象を様々な視点か

ら考察でき、国際社会に通用する高い見識と倫理観を

もって情報発信できる能力を有する。 

【学修内容】 

総合科目群及びコース専門科目群などを通して、地域

社会・国際社会における豊かで健全な社会発展を、安

全性と信頼性をベースとした高い視野から物事を捉え

判断する能力を養う学習を実施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等の専門科目における少人数

指導。個別指導による研究内容の対外発表指導及び博士

論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験、口頭試問、レポート等によって到達度を客観的

に評価する。博士論文は審査によって評価する。 

貢献をしようとする積極的な姿勢を持つ人 

４．問題解決能力 

電気電子工学に関する諸問題について分析す

る能力を有し、自ら、その解決のための課題設定能力及

び解決能力を有する。 

【学修内容】 

コース専門科目群及び電気電子創生工学特別研究

を通して、電気電子工学内の専門分野の問題点や研究課

題を明確に認識理解し、創造性・独創性豊かな研究開発

を、自律的・計画的に行う問題解決能力を養う学修を実

施する。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習・実験等の専門科目における少人数

指導。個別指導による研究内容の対外発表指導及び博士

論文作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験、口頭試問、レポート等によって到達度を客観的

に評価する。博士論文は審査によって評価する。 

 

（先端技術科学教育部：システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与する。 

 

１．専門知識と卓抜した技能 

工学における幅広い教養と情報通信及び知能

工学における専門的な知識及び卓抜したスキル

を備え、即戦力として実社会で応用する能力を有す

る。 

 

２．問題解決能力と創造能力 

問題を発見、設定、分析、解決するだけでなく、 それ

をヒントに新しいものを生み出す能力を有す

る。 
 

３．論理的表現能力 

問題とその解決方法及び解決結果を明確かつ

論理的に表現する能力を有する。 

 

４．自立的学習能力 

未知の分野に対する興味を持ち、不足している知

識があれば、自発的に修得する能力を有する。 

 

５．コミュニケーション及びリーダシップ能力   

コミュニケーション及び役割分担を確立して、 

グループによる共同プロジェクトを管理運営す

る能力を有する。 

 

６．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力

国内のみならず国際社会に対して、情報を発信

したり、吸収したりする能力を有する。 

知能情報システム工学コースでは、デバイス、ハードウ

ェア、ソフトウェア、ネットワーク等の技術を統合し

た知能情報システムを創生することのできる総合的

な人材を養成することをめざし、以下のようなカリキ

ュラムを編成している。 

 

１．多様な分野の科目を履修させることで、学問の高

度化と総合化をはかる。地域企業の活性化、ベンチ

ャー企業の立ち上げができる能力、実践的な英語

力やプレゼンテーション能力を高めさせて、 国際

や実社会で活躍できる能力を身につけさせる。 

 

２．持続可能な社会システムの構築に向けての環境

保全の分野と省エネ、再生可能エネルギー、ＣＯ 

２削減等の環境エネルギーの分野の知識を身につ

けさせる。 

 

３．自身の専門領域以外に関する演習を行うことで、 

他の領域からの視点や方法論などを学ばせ、幅広い

知識を身につけさせる。 

 

４．博士論文に関連の深い分野の演習を行うことで、 

専門性を深める。 

 

５．専攻分野において国際水準の研究を実施できる

ように、社会での実応用を意識した実践的な専門

応用技術を身につけさせる。 

 

６．これまでに学んだ2つ以上の専門性と幅広い分野に

わたる知識を生かし、国内外で認められる質の高い

研究論文を作成させる。 

システム創生工学専攻では、デバイス、ハード

ウェア、ソフトウェア、ネットワーク等の基礎技

術を体系的に教育したうえで、これらの技術を統

合したシステムを創生することのできる総合的な

人材の育成を目指しています。そのため、課題に

対し自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性

を理解できる能力、協働性をもった次のような人

を求めています。 

 

●求める人物像 

（知識・技能、関心・意欲） 

・システムを構成する電気、電子、光、情報分野など

の要素技術から、これらを統合したシステムを創

生できる十分な知識と技能を持つ研究者として

の素養を備えており、地域及び国際社会が抱える

技術課題にいち早く着眼し、その解決を自立的に

進めることができる人 

・知能情報工学の技術者としての標準的水準の能力

を持ち、広い視野と自律的に行動できる能力を持

つ国内外の社会に貢献できる人材を育成するた

めに、基礎学力と旺盛な勉学意欲を持つ学生を求

めています。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い視

野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視点から

柔軟で創造的な解決手段を見いだすことができ

る判断力を有するとともに、その思考過程と結論を

正確かつ豊かな表現力で社会に発信できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門分

野を超えたチームを構成してその協力のもとで

課題解決を図ることのできる、国際的な高いコミュニ

ケーション能力を持ち、自らが修得した知識と技能

を主体的に世界及び地域に展開して社会貢献を

しようとする積極的な姿勢を持つ人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

語学力、知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

外国人留学生特別入試 



82 
 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含 

み、主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断

力・表現力、主体性、協働性を総合して評価しま

す。 
【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．専門知識と卓抜した技能 

工学における幅広い教養と情報通信及び知能

工学における専門的な知識及び卓抜したスキル

を備え、即戦力として実社会で応用する能力を有す

る。 

【学修内容】 

環境工学科目、専門科目の履修を通じて、幅広い教養

と専門知識、応用能力を身につける学修を実施する。 

【学修方法】 

講義・演習・実習等により教育を行う。 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達度

を客観的に評価する。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・システムを構成する電気、電子、光、情報分野など

の要素技術から、これらを統合したシステムを創

生できる十分な知識と技能を持つ研究者として

の素養を備えており、地域及び国際社会が抱える

技術課題にいち早く着眼し、その解決を自立的に

進めることができる人 

・知能情報工学の技術者としての標準的水準の能力

を持ち、広い視野と自律的に行動できる能力を持つ

国内外の社会に貢献できる人材を育成するため

に、基礎学力と旺盛な勉学意欲を持つ学生を求め

ています。 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い視

野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視点から

柔軟で創造的な解決手段を見いだすことができ

る判断力を有するとともに、その思考過程と結論を

正確かつ豊かな表現力で社会に発信できる人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門分

野を超えたチームを構成してその協力のもとで

課題解決を図ることのできる、国際的な高いコミュニ

ケーション能力を持ち、自らが修得した知識と技能

を主体的に世界及び地域に展開して社会貢献を

しようとする積極的な姿勢を持つ人 

２．問題解決能力と創造能力 

問題を発見、設定、分析、解決するだけでなく、 それ

をヒントに新しいものを生み出す能力を有す

る。 

【学修内容】 

総合科目、専門科目の履修を通じて、問題発見、設定、 分

析、解決力を高め、創造能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義・演習・実習等により教育を行う。 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達度

を客観的に評価する。 

３．論理的表現能力 

問題とその解決方法及び解決結果を明確かつ

論理的に表現する能力を有する。 

【学修内容】 

専門科目の履修を通じて、問題解決方法及び結果を論

理的に表現する能力を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義・演習・実習等により教育を行う。 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達度

を客観的に評価する。 

４．自立的学習能力 

未知の分野に対する興味を持ち、不足している

知識があれば、自発的に修得する能力を有する。 

【学修内容】 

特別演習・実験科目の履修を通じて、未知の分野への

興味や、自己学習能力を身につける学修を実施する。 

【学修方法】 

講義・演習・実習等により教育を行う。 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達度

を客観的に評価する。 

５．コミュニケーション及びリーダシップ能力   

コミュニケーション及び役割分担を確立して、 

グループによる共同プロジェクトを管理運営す

る能力を有する。 

【学修内容】 

特別演習・実験科目の履修を通じて、コミュニケーシ

ョン能力及びチームによるプロジェクト管理能力を養

う学修を実施する。 

【学修方法】 

講義・演習・実習等により教育を行う。 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達度

を客観的に評価する。 

６．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力

国内のみならず国際社会に対して、情報を発信 

したり、吸収したりする能力を有する。 

【学修内容】 

総合科目及び特別演習・実験科目の履修を通じて、国

際や実社会で活躍できる情報発信能力を身につける学

修を実施する。 

【学修方法】 

講義・演習・実習等により教育を行う。 

【学修成果の評価方法】 

レポート、実習への能動的参加状況等によって到達度

を客観的に評価する。 

 

（先端技術科学教育部：システム創生工学専攻 光システム工学コース） 【博士（工学）】 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位

を授与する。 
 

１．専門知識と卓抜した技能 

工学における幅広い教養と情報通信及び光応

用工学における専門的な知識及び卓抜したスキ

ルを備え、即戦力として実社会で応用する能力を有す

る。 

 

２．問題解決能力と創造能力 

光システム工学コースでは、デバイス、ハードウェア、

ソフトウェア、ネットワーク等の技術を統合した光応

用システムを創生することのできる総合的な人材を

養成することをめざし、以下のようなカリキュラ

ムを編成している。 

 

１．多様な分野の科目を履修させることで、学問の高

度化と総合化をはかる。地域企業の活性化、ベンチ

ャー企業の立ち上げができる能力、実践的な英語

力やプレゼンテーション能力を高めさせて、 国際

システム創生工学専攻では、デバイス、ハード

ウェア、ソフトウェア、ネットワーク等の基礎技

術を体系的に教育したうえで、これらの技術を統

合したシステムを創生することのできる総合的な

人材の育成を目指しています。そのため、課題に

対し自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性

を理解できる能力、協働性をもった次のような人

を求めています。 

 

●求める人物像 
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問題を発見、設定、分析、解決するだけでなく、 それ

をヒントに新しいものを生み出す能力を有す

る。 
 

３．論理的表現能力 

問題とその解決方法及び解決結果を明確かつ

論理的に表現する能力を有する。 

 

４．自立的学習能力 

未知の分野に対する興味を持ち、不足している知

識があれば、自発的に修得する能力を有する。 
 

５．コミュニケーション及びリーダシップ能力   

コミュニケーション及び役割分担を確立して、 

グループによる共同プロジェクトを管理運営す

る能力を有する。 
 

６．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力

国内のみならず国際社会に対して、情報を発信

したり、吸収したりする能力を有する。 

や実社会で活躍できる能力を身につけさせる。 

 

２．持続可能な社会システムの構築に向けての環境

保全の分野と省エネ、再生可能エネルギー、ＣＯ 

２削減等の環境エネルギーの分野の知識を身につ

けさせる。 

 

３．自身の専門領域以外に関する演習を行うことで、 

他の領域からの視点や方法論などを学ばせ、幅広い

知識を身につけさせる。 

 

４．博士論文に関連の深い分野の演習を行うことで、 

専門性を深めさせる。 

 

５．光応用工学分野の基礎知識を活用しつつ、幅広く

環境問題を工学的・技術的に解決できる高度サス

テナブル社会の構築に資する能力を身につけさせ

る。 

６．これまでに学んだ 2つ以上の専門性と幅広い分野

にわたる知識を生かし、国内外で認められる質の高

い研究論文を作成させる。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・システムを構成する電気、電子、光、情報分野など

の要素技術から、これらを統合したシステムを創

生できる十分な知識と技能を持つ研究者として

の素養を備えており、地域及び国際社会が抱える

技術課題にいち早く着眼し、その解決を自立的に

進めることができる人 

・高い専門能力と広い視野で、社会のリーダーとなり、

また国際的なコミュニケーション能力を身につ

けた研究者・技術者を育成します。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い視

野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視点から

柔軟で創造的な解決手段を見いだすことができ

る判断力を有するとともに、その思考過程と結論を

正確かつ豊かな表現力で社会に発信できる人 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門分

野を超えたチームを構成してその協力のもとで

課題解決を図ることのできる、国際的な高いコミュニ

ケーション能力を持ち、自らが修得した知識と技能

を主体的に世界及び地域に展開して社会貢献を

しようとする積極的な姿勢を持つ人 

 

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

語学力、知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

社会人特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

外国人留学生特別入試 

面接では、プレゼンテーション、試問試験を含み、

主として知識・技能、関心・意欲、思考力・判断力・

表現力、主体性、協働性を総合して評価します。 

【学修成果の到達目標】 【学修内容・学修方法及び学修成果の評価方法】 【求める資質・能力】 

１．専門知識と卓抜した技能 

工学における幅広い教養と情報通信及び光応

用工学における専門的な知識及び卓抜したスキ

ルを備え、即戦力として実社会で応用する能力を有す

る。 

【学修内容】 

専門科目及び特別演習・実験科目にて、工学における幅広

い教養と、情報通信及び光応用工学における専門的知識を

学び、卓越したスキルを身につけ、総合科目において実

社会で応用するための力を養う。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等による教育の実施。主専攻及び

他専攻教員による個別指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート等によって到達度を客観的に評価す 

る。光システム工学特別演習は審査によって評価す

る。 

（知識・技能、関心・意欲） 

・システムを構成する電気、電子、光、情報分野など

の要素技術から、これらを統合したシステムを創

生できる十分な知識と技能を持つ研究者として

の素養を備えており、地域及び国際社会が抱える

技術課題にいち早く着眼し、その解決を自立的に

進めることができる人 

・高い専門能力と広い視野で、社会のリーダーとなり、

また国際的なコミュニケーション能力を身につ

けた研究者・技術者を育成します。 

 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

システムとその構成要素の本質について、広い視

野のもとで深く洞察することができ、俯瞰的視点から

柔軟で創造的な解決手段を見いだすことができ

る判断力を有するとともに、その思考過程と結論を

正確かつ豊かな表現力で社会に発信できる人 

 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

課題探求とその解決において、国内外及び専門分

野を超えたチームを構成してその協力のもとで

課題解決を図ることのできる、国際的な高いコミュニ

ケーション能力を持ち、自らが修得した知識と技能

を主体的に世界及び地域に展開して社会貢献を

しようとする積極的な姿勢を持つ人 

２．問題解決能力と創造能力 

問題を発見、設定、分析、解決するだけでなく、 それ

をヒントに新しいものを生み出す能力を有す

る。 

【学修内容】 

工学に関わる問題点の発見、課題設定、調査、分析を経て

解決に導くための力、さらにそれらをヒントに新しいも

のを生み出す発想力を養う。 

【学修方法】 

講義及び演習・実習等による教育の実施。主専攻及び

他専攻教員による個別指導。 

【学修成果の評価方法】 

試験、レポート、演習・実習等への能動的参加状況等 

によって到達度を客観的に評価する。光システム工学

特別演習は審査によって評価する。 

３．論理的表現能力 

問題とその解決方法及び解決結果を明確かつ

論理的に表現する能力を有する。 

【学修内容】 

工学に関わる問題とその解決方法及び解決結果を、適

確かつ論理的に表現するための力を養う。 

【学修方法】 

演習・実習等による教育の実施。学会等における研究

成果発表の指導。博士論文の作成の指導。 

【学修成果の評価方法】 

レポートや演習・実習・学会等への能動的参加状況等 

によって到達度を客観的に評価する。光システム工学

特別演習は審査によって評価する。 
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４．自立的学習能力 

未知の分野に対する興味を持ち、不足している

知識があれば、自発的に修得する能力を有する。 

【学修内容】 

光システム工学特別演習、光システム工学特別研究にお

いて、未知の分野に対する興味を持ち、不足している知

識を自発的に修得する能力を養う。 

【学修方法】 

主専攻及び他専攻教員による個別指導。 

【学修成果の評価方法】 

演習・研究への能動的参加状況等によって到達度を客

観的に評価する。光システム工学特別演習は審査に 

よって評価する。 

５．コミュニケーション及びリーダシップ能力   

コミュニケーション及び役割分担を確立して、 

グループによる共同プロジェクトを管理運営す

る能力を有する。 

【学修内容】 

ニュービジネス特論、ビジネスモデル特論、企業行政演

習、光システム工学特別演習等において、コミュニケーシ

ョン及び役割分担を確立し、グループによる共同プロジ

ェクトを管理運営する能力を養う。 

【学修方法】 

講義・演習・実習等による教育の実施。研究室単位で

の少人数指導。 

【学修成果の評価方法】 

レポート等によって到達度を客観的に評価する。光シ

ステム工学特別演習は審査によって評価する。 

６．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力

国内のみならず国際社会に対して、情報を発信 

したり、吸収したりする能力を有する。 

【学修内容】 

プレゼンテーション技法、光システム工学特別演習等に

おいて、国内外の社会に対する情報発信・吸収を行う力

を養う学修を実施する。 

【学修方法】 

学会、学術論文等における研究成果発表の指導。 

【学修成果の評価方法】 

学会等への能動的参加状況等によって到達度を客観的

に評価する。光システム工学特別演習は審査によっ 

て評価する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


	創成科学研究科（博士前期課程）
	地域創成専攻
	臨床心理学専攻
	理工学専攻
	生物資源学専攻
	創成科学研究科（博士後期課程）
	医学研究科
	医科栄養学研究科
	保健科学研究科
	口腔科学研究科
	薬学研究科
	（旧）総合科学教育部
	（旧）先端技術科学教育部



